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今
年
も
１
３
０
０
余
名
の
新
会
員
を
迎
え
た
。
新
会
員
の
方
々
が
、
同
窓
会
の

各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
若
い
感
性
を
同
窓
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

　

今
年
は
大
学
周
辺
に
孟
宗
竹
が
大
繁
茂
し
、
近
隣
の
方
々
の
力
も
お
借
り
し
て
、

伐
採
等
に
大
わ
ら
わ
だ
っ
た
ら
し
い
。
ウ
リ
坊
の
出
没
も
あ
る
や
に
お
聞
き
し
て

い
る
し
、
古
き
良
き
里
山
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
感
が
す
る
。

　

こ
の
た
び
母
校
の
学
部
名
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
詳
細
は
22
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。『
都
市
教
養
学
部
』
と
い
う
名
称
は
、
一
般
か
ら
は
首
を
傾
げ

ら
れ
、
学
生
に
不
評
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
名
称
に
固
執
す
る
頑
な
さ
に

つ
い
て
大
学
側
と
激
論
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
に
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
の
も
の
が

あ
る
。

　

昨
年
末
、
両
肩
・
首
筋
さ
ら
に
は
両
手
・
両
足
に
激
痛
が
走
る
と
い
う
病
魔
に

襲
わ
れ
た
。
あ
ま
り
の
痛
さ
に
衣
服
の
脱
着
に
数
十
分
を
要
し
、
歩
行
や
箸
の
持
ち

上
げ
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
っ
た
病
状
に
陥
っ
た
。

　

医
者
曰
く
は
「
病
名
は
『
リ
ュ
ウ
マ
チ
性
多
発
筋
痛
症
』。
い
ま
だ
原
因
は
不
明
。

50
才
以
上
の
日
本
人
の
罹
患
率
は
10
万
人
に
1.5
人
。
比
較
的
活
動
的
な
高
齢
者
の
発

症
が
多
い
。」

　

幸
い
に
的
確
な
施
薬
の
お
か
げ
で
、
今
で
は
通
常
生
活
は
無
理
な
く
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

自
己
免
疫
疾
患

首
都
大
学
東
京
同
窓
会　

会
長　
　

黒
石　
　

輯

巻 頭 言

　

と
こ
ろ
で
、
病
気
の
原
因
が
不
明
だ
と
い
う
の
が
気
に
か
か
り
、
素
人
向
け
の

関
係
書
を
い
ろ
い
ろ
漁
っ
て
み
た
。
無
駄
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
る
記
述
が
目
に
留
ま

っ
た
。「
外
部
か
ら
の
異
物
を
攻
撃
し
排
除
す
る
細
胞
が
、
何
ら
か
の
要
因
で
自
己

の
正
常
な
細
胞
を
攻
撃
し
だ
す
。」
と
い
う
自
己
免
疫
疾
患
に
関
し
て
の
説
明
で
あ

っ
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
先
刻
承
知
の
説
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
方
面
に
無
頓
着
で
過
ご

し
て
き
た
私
に
と
っ
て
は
新
鮮
な
思
い
が
し
た
。

　

同
じ
目
的
を
持
っ
た
人
間
集
団
の
中
で
内
部
抗
争
が
起
き
る
。
こ
の
不
条
理
さ

と
同
じ
よ
う
な
現
象
を
人
体
の
細
胞
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
そ
そ
ら

れ
た
。

　
「
ブ
ル
ー
タ
ス
、
お
前
も
か
！
」
と
絶
叫
す
る
シ
ー
ザ
ー
を
想
う
ま
で
も
な
く
、

歴
史
は
幾
多
の
内
部
抗
争
や
反
乱
を
記
し
て
き
た
。
今
年
の
米
国
大
統
領
選
挙
や

東
京
都
知
事
選
挙
に
関
し
て
も
、
自
己
免
疫
疾
患
に
類
し
た
状
況
が
報
道
さ
れ
て
い

た
の
を
思
い
だ
す
。

　

医
学
は
神
秘
の
ベ
ー
ル
を
一
つ
ひ
と
つ
剥
い
で
き
た
。
人
間
集
団
は
ど
う
進
化
し

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
己
免
疫
疾
患
が
病
魔
と
な
っ
て
発
症

す
る
よ
う
な
事
態
は
避
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

去
る
11
月
５
日
に
大
学
祭
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
併
せ
て
同
窓
会
総
会
・

交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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2016年（平成28年）首都大学東京同窓会　活動方針
重点活動方針
　　１.   大学との連携強化
　　　　・大学の施策、課題への同窓会の取り組み
　　　　・学生支援の充実
　　２.   財政の健全化
　　３.   全ての卒業生のより一層の一体感の醸成、融合

重点活動方針を踏まえ、各委員会は以下の方針で活動を行う
　委 員 会 名　　　　　　　　　　　　　　　　　　  活　　　動　　　方　　　針
　　　　　　　　１.   大学との連携を強化するため、大学の施策・課題に対し積極的に対応する
　　　　　　　　２.   学生の支援策として、寄付講義の充実、各種表彰の充実を図る
　総　　　務　　３.   評議員会のキャンパス開催を実施する
　　　　　　　　　　・2016年荒川キャンパス　2017年日野キャンパス
　　　　　　　　４.   理事会・評議員会等の運営に際し、ペーパーレス化を進める
　　　　　　　　１.   大学との連携を強化していくために、同窓会の窓口としての役割をより積極的に果たす
　企　　　画　　　　・大学の情報収集、意見交換を積極的に行い、その情報を同窓会にフィードバックする
　　　　　　　　２.   学生支援の充実という視点から、「賞」の見直し及び充実を図るとともに、新たな支援策を検討する
　　　　　　　　積極的に情報発信をしていく。大学との連携も行う
　　　　　　　　１.   会報（臨時会報を含む）の編集、発行
　
広　　　報

　　２.   ホームページへの情報発信
　　　　　　　　３.   新入生向けの同窓会紹介誌の発行
　　　　　　　　４.   ソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）の活用検討
　　　　　　　　５.   その他の情報発信
　　　　　　　　１.   各支部活動の強化と支部との連携推進
　　　　　　　　　　・山陰支部の設立
　組 織 整 備　　　　・群馬支部の第２回総会の実施
　　　　　　　　　　・東北支部の再開の可能性検討
　　　　　　　　２.   各種同窓会組織（シンガポールなど海外組織を含む）の同窓会ＨＰへの登録推進（情報管理委員会と連携）
　　　　　　　　１.   収入（入会金、維持会費、寄付金）の増加策の検討・実施
　
財　　　務

　　２.   支出の削減可能対象項目の検討・実施
　　　　　　　　３.   他の委員会との協業による収入・支出の効率化の検討・実施
　　　　　　　　４.   他大学同窓会との財務面での情報交換の実施
　　　　　　　　１.   総会、交流会、新年会、講演会の計画及び進行
　
イ ベ ン ト

　　２.   大学主催のホームカミングデーの応援
　　　　　　　　３.   若い世代層のためのイベント促進
　　　　　　　　　　・ビジネスの場で活躍中の同窓生との交流の促進
　　　　　　　　１.   八雲サロンの更なる充実
　　　　　　　　　　・多様な講師の確保や参加者増大をめざす
　
八雲クラブ

　　２.   第２八雲サロンの新規開催（第４水曜日の八雲カフェバー）２月より実施
　　　　　　　　３.   同窓会と現役学生の交流の場として八雲クラブの活動内容の見直しと実施
　　　　　　　　４.   八雲クラブ会員の増加と利用率拡大のための広報活動の強化
　　　　　　　　５.   ホームページと連携を強め、積極的に入会希望者等を取り込む
　　　　　　　　１.   海外ネットワークの立ち上げおよび整備（組織整備委員会と連携）
　情 報 管 理　　２.   同窓会ＨＰを通じてのより有効な情報発信の在り方の検討（広報委員会と連携）
　　　　　　　　　　・当面の目標として同窓会ＨＰとフェイスブックのリンク
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 委 員 長　林　　　正弘（都14経済） 稲野辺　久智（都54史学）
総　　務 副委員長　澤井　　　泰（都07法学） 榎本　　昌史（科07機械）
   西形　　勝宏（医01放射）

 委 員 長　河口　　　修（院工20電気） 大石　不二夫（都11工化）
企　　画 副委員長　森　　　忠保（都14物理） 黒川　　　信（都28生物）
   西形　　勝宏（医01放射）
   光藤　　康子（都11社会）

 委 員 長　黒川　　　信（都28生物） 芦沢　　清隆（都17建築）加藤　　充子（都09経済）＊
   稲野辺　久智（都54史学）村山　　祥彦（都05経済）＊
 会報編集

委 員 長　野原　　　剛（都04化学）＊ 小原　　弘道（科03機械）畠山　　　久（都54地理）＊
   久崎　　　力（都09電気）
広　　報   齋藤　　夕子（医07地域）
   関根　　紀夫（医01放射）
   畑　　　純一（保06放射）
   根谷崎　武彦（都10化学）
   藤田　　貴男（都44機械）
   横山　　英明（都43化学）

 委 員 長　荻原　　信吾（都24仏文） 安藤　　拓哉（科12電子）
   石原　　恵一（都33土木）
   丑山　佐千男（都22政治）
組織整備   榎本　　昌史（科07機械）
   澤井　　　泰（都07法学）
   千代鳥モーミンウッディン（都24工化）
   林　　　正弘（都14経済）
   横山　　英明（都43化学）

 委 員 長　吉田　　俊雄（都19数学） 石井　　陽介（首2009法律）高橋　　　誠（都20経済）＊
財　　務 副委員長　石館　　陸男（都12機械） 久保　　義丸（都42法律）
   原田　　康生（首2010法律）

 委 員 長　横川　　邦明（都24機械） 石館　　陸男（都12機械）小野　　修一（都34法律）＊
 副委員長　関根　　紀夫（医01放射） 稲野辺　久智（都54史学）滝口　　　亨（都26数学）＊
   榎本　　昌史（科07機械）鷲尾　　　悟（都56電気）＊
イベント   小原　　弘道（科03機械）
   末光　　正忠（都20心理）
   久保　　義丸（都42法律）
   黒川　　　信（都28生物）
   松本　　公一（科05機械）

 委 員 長　丑山　佐千男（都22政治） 荻原　　信吾（都24仏文）　　　《運営担当》
 副委員長　水津　まき子（都20社会） 千代鳥モーミンウッディン（都24工化）池田　　敬二（都42社会）＊
八雲クラブ 副委員長　佐田野　　渉（都29法律）＊ 中村　　直英（都25法律）石井　　光一（都28経済）＊
   藤田　　貴男（都44機械）大林　　清一（都25生物）＊
   　　　　　　　　　　　　中澤　　　勲（都12電気）＊
   　　　　　　　　　　　　本橋　　唯弘（都19政治）＊

 委 員 長　千代鳥モーミンウッディン（都24工化） 小原　　弘道（科03機械）
情報管理   久崎　　　力（都09電気）
   松本　　公一（科05機械）
   吉田　　俊雄（都19数学）

2016年（平成28年）首都大学東京同窓会委員会組織と構成メンバー
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新
任
委
員
長
挨
拶

企
画
委
員
長　

河
口　
　

修
（
都
20
・
工
・
電
気
院
）

　

イ
ベ
ン
ト
委
員
長　

横
川　

邦
明
（
都
24
・
工
・
機
械
）

　

河
口　

修

　

か
わ
ぐ
ち　

お
さ
む

オ
ー
エ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
代
表

三
菱
電
機
㈱
を
経
て
十
年
間
中
小
企
業
へ
の

技
術
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
首
都
圏

の
中
小
企
業
３
社
の
技
術
顧
問
を
兼
務
。

柏
市
沼
南
商
工
会
理
事
、
経
産
省
ミ
ラ
サ
ボ

専
門
家
に
登
録
。

　

横
川　

邦
明

　

よ
こ
か
わ　

く
に
あ
き

１
９
７
６
年
３
月
東
京
都
立
大
学
工
学
部
機

械
工
学
科
卒
。
同
年
４
月
大
手
電
子
部
品
会

社
入
社
。81
年
３
月
知
的
財
産
事
務
所
勤
務
。

86
年
弁
理
士
登
録
。
89
年
９
月
独
立
（
特
許

事
務
所
設
立
）。
独
立
以
来
大
手
企
業
、
中

小
企
業
、
個
人
の
知
的
財
産
に
関
す
る
相
談

及
び
代
理
を
行
う
。

　

こ
の
度
、
企
画
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
河
口
修
で
す
。

　

企
画
委
員
会
に
入
る
前
は
、
企
画
委
員

会
は
評
議
員
会
、
同
窓
会
総
会
の
書
記
と

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
の
取
り

纏
め
を
行
う
処
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

本
来
、
企
画
と
い
う
言
葉
は
英
訳
す
る

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
相
当
し
、
将
来
へ
の

計
画
を
立
て
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
企
画
委
員
会
は
将
来
の
同
窓

会
の
目
標
を
会
員
各
位
に
考
え
て
頂
き
、

将
来
の
あ
る
べ
き
方
向
を
検
討
す
る
の
が

本
来
の
姿
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
す
。

　

首
都
大
学
東
京
同
窓
会
理
事
の
横
川
邦

明
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
イ
ベ
ン
ト
委

員
会
の
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
委
員
会
は
総
会
、
新
年
会
、
懇

親
会
等
と
い
っ
た
主
だ
っ
た
同
窓
会
行
事

の
準
備
等
を
行
う
委
員
会
で
す
。
微
力
な

が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
生
が
大
学
を
応
援
す
る
こ
と
及
び

卒
業
生
同
士
が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

が
同
窓
会
の
主
た
る
目
的
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
同
窓
会
の
中
に
あ
る
多
様
な
委
員

会
は
上
記
の
同
窓
会
の
目
的
を
実
現
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
卒
業
生

同
士
が
お
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
思
い

を
個
々
の
卒
業
生
が
常
に
持
っ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
以
前
、
弁
理
士
会
の
関
東
支
部
の

幹
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
他
の

大
学
の
卒
業
生
と
ペ
ア
を
組
ん
で
外
回
り

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

特
に
私
立
の
大
学
の
卒
業
生
は
互
い
の
連

携
が
非
常
に
強
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
首
都
大
学
東
京
の
卒
業
生
も
強
い

連
携
で
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に

お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
中
小
企
業
の
顧
問
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
将
来
の
目
標
を
持
っ
て
い
る
企
業

は
経
営
者
や
社
員
の
目
の
輝
き
が
違
い
ま

す
。

　

企
画
委
員
会
も
若
い
同
窓
会
会
員
の
目

の
輝
き
が
増
せ
る
組
織
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
い
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
と
同
窓
会
の
将
来
を
考

え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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新
任
理
事
就
任
の
挨
拶

　

諸
先
輩
方
や
在
学
生
の
皆
様
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
、
ま
た
活
気
あ
る
有
益

な
同
窓
会
に
な
る
よ
う
、
そ
し
て
長
い
間

私
の
成
長
を
支
え
て
く
れ
た
大
学
に
恩
返

し
で
き
る
よ
う
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

横
山　

英
明
（
都
43
・
理
・
化
学
）

　

こ
の
度
、
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
理
事

に
就
任
し
ま
し
た
横
山　

英
明
で
す
。
広

報
委
員
会
及
び
組
織
整
備
委
員
会
に
所
属

し
て
お
り
ま
す
。
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の

も
と
首
都
大
学
東
京
の
発
展
の
た
め
に
微

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
旧
東
京
都
立
大
学
が
南
大
沢
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
１
９
９
１
年
度
に

入
学
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
25
年
が

経
ち
、
同
窓
会
や
学
会
等
の
際
に
キ
ャ
ン

パ
ス
に
立
ち
寄
る
と
在
学
当
時
と
比
較
し

て
賑
や
か
に
な
っ
て
お
り
、
喜
ば
し
く
思

い
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
は
、
旧
大
学
各
校
の
間
に

は
あ
ま
り
交
流
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、

私
自
身
も
各
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
足
を
運
ぶ
機

会
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

藤
田　

貴
男
（
都
44
・
工
・
機
械
）

　

こ
の
度
、理
事
会
よ
り
ご
推
薦
を
頂
き
、

理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
藤
田
貴
男
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
、
都
立
大
学
（
工
学
部
）
お
よ
び

大
学
院
（
修
士
課
程
）
を
修
了
後
、
民
間

企
業
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
に
３
年
勤
務
し
、
そ
の

後
、
大
学
に
戻
っ
て
博
士
課
程
で
工
学
博

士
の
学
位
取
得
後
、
ト
ヨ
タ
・
阪
大
・
産

総
研
を
経
て
、
特
許
事
務
所
を
開
業
し
ま

し
た
。
大
学
に
は
計
８
年
間
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
弁
理
士
・
工
学
博
士

と
し
て
、
企
業
に
お
け
る
知
的
財
産
の
権

利
化
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
従

事
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
全
国
の
小

中
高
校
お
よ
び
大
学
・
高
専
で
知
財
授
業

を
企
画
・
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
卒
業
生
に
と
っ
て
は
お
互

い
に
助
け
合
う
同
窓
の
人
間
関
係
を
築
く

場
で
あ
り
、
在
学
生
に
と
っ
て
は
実
社
会

（
先
輩
）
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
で

す
。
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
気
軽
に
「
友
だ

ち
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
ネ
ッ
ト
時
代
だ
か
ら
こ
そ
「
実
際

に
会
え
る
同
窓
会
活
動
」
は
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
同
窓
会
の

　

今
後
は
、
旧
各
大
学
を
構
成
し
て
い
た

各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
で
き
る
限
り
訪
ね
、
ま

た
、
旧
各
大
学
の
卒
業
生
間
の
交
流
を
中

心
に
一
つ
の
大
学
と
し
て
の
広
報
及
び
組

織
整
備
に
努
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

安
藤　

拓
哉
（
科
技
大
12
・
電
子
）

　

こ
の
た
び
ご
推
薦
を
賜
り
、
同
窓
会
理

事
に
就
任
し
ま
し
た
安
藤
拓
哉
と
申
し
ま

す
。

　

昨
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
で
は
な
つ
か
し
い
旧
友

の
「
今
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
便
利
な

世
の
中
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
反
面
、

自
分
の
交
友
範
囲
を
超
え
た
「
生
」
の
会

合
の
機
会
が
、
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

在
学
中
に
心
血
注
い
で
い
た
大
学
祭
の

期
間
中
は
、
自
分
の
歳
を
10
も
20
も
超
え

る
諸
先
輩
方
が
、
１
升
瓶
を
持
っ
て
激
励

に
来
ら
れ
、
非
常
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
旧
科
学

技
術
大
学
（
現
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
の

「
楓
祭
」
が
２
０
０
８
年
で
最
後
を
迎
え

て
し
ま
っ
た
時
は
、非
常
に
残
念
で
し
た
。

　

大
学
祭
は
現
役
生
が
作
る
も
の
で
す
の

で
、
我
々
に
は
手
の
出
し
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
と
い
う
制
度
で
あ
れ
ば
、
こ
う
い

っ
た
機
会
を
一
部
実
現
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
就
任

を
契
機
に
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
を
卒
業
さ

れ
た
方
々
を
お
迎
え
す
る
機
会
が
大
学
祭

に
代
え
て
実
現
さ
れ
、
新
し
い
交
流
の
場

を
提
供
で
き
れ
ば
嬉
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

□
評
議
員
に
立
候
補
を

　
　
　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す
□

　

同
窓
会
は
、
会
員
の
皆
様
方
の
参
加
に

よ
っ
て
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
員

の
参
加
は
、不
可
能
で
す
の
で
、「
評
議
員
」

の
方
々
に
、
会
の
意
思
決
定
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
重
要
な
役
割
を
持
つ
評
議

員
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
ご
参
加
い
た
だ

け
る
方
々
は
少
な
く
、
将
来
、
会
の
運
営

に
も
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
若
い
世
代
の
方
の
参
加
が
少
な
い

こ
と
が
同
窓
会
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

評
議
員
の
方
々
に
は
、
年
一
回
の
「
評

議
員
会
」
へ
の
出
席
を
お
願
い
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
同
窓
会
の

重
要
事
項
の
決
定
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

の
み
な
ら
ず
、
会
員
の
意
見
を
積
極
的
に

理
事
に
伝
達
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
立
候
補
を
期
待
す
る
次

第
で
す
。

　

藤
田　

貴
男

　

ふ
じ
た　

た
か
お　

博
士（
工
学
）・
知
財
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
。
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校

卒
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
（
金
融
シ

ス
テ
ム
開
発
）、
ト
ヨ
タ
中
央

研
究
所
（
次
世
代
エ
ン
ジ
ン
の

研
究
）、…

大
阪
大
学
特
任
助
教
、

産
総
研
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
担
当
）
を
経
て
、
２
０
１
５

年
に
特
許
事
務
所
日
本
知
財

サ
ー
ビ
ス
を
開
業
（
所
長
・
弁

理
士
）。

　

横
山　

英
明

　

よ
こ
や
ま　

ひ
で
あ
き

１
９
９
０
年
福
岡
県
立
城
南
高

校
普
通
科
卒
。
95
年
東
京
都
立

大
学
理
学
部
化
学
科
卒
。
96
年

防
衛
庁
入
庁
。
経
済
産
業
省
出

向
等
を
経
て
15
年
よ
り
、
防
衛

装
備
庁
陸
上
装
備
研
究
所
勤
務
。
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評
議
員
就
任
に
あ
た
っ
て

橋
本　

知
佳
（
首
都
大
2012
・
理
）

　

私
は
、
首
都
大
学
東
京
大
学
院
を
修
了

後
、
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
に
就

職
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
学
生
時
代
に
生

命
科
学
専
攻
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
黒
川
副
会
長
か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、

同
窓
会
の
評
議
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
職
務
で
あ
る
、
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
・
就
職
支
援
業
務
の
な
か
で
、
卒
業
生

の
皆
様
と
も
関
わ
る
機
会
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
卒
業
生
と
大
学
と
の
絆
を
日
々
心

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
在
学
生
や
先
生
方
、

職
員
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
も
ま
た
、
大

学
を
構
成
す
る
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
大
学
を

よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
入
職
時
か
ら
の

変
わ
ら
な
い
思
い
を
、
一
人
の
卒
業
生
と

し
て
も
、
一
層
強
く
抱
い
て
い
ま
す
。

　

評
議
員
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
経
験
不

足
の
身
で
す
が
、
多
く
の
先
輩
方
や
後
輩

の
皆
さ
ん
と
も
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
大

学
と
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、
精
一
杯
同
窓
会
の
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

鈴
木
祐
美
子
（
都
56
・
理
・
生
物
）

　

二
年
程
前
に
、
縁
あ
っ
て
ご
推
薦
を
賜

り
、
同
窓
会
評
議
員
を
務
め
て
お
り
ま
す

鈴
木
祐
美
子
と
申
し
ま
す
。
私
は
以
前
私

立
大
学
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
母

校
で
働
き
た
い
思
い
か
ら
転
職
し
、
平
成

二
十
七
年
度
よ
り
首
都
大
学
東
京
の
職
員

と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

つ
い
最
近
の
様
に
感
じ
て
い
た
首
都
大

学
東
京
の
開
学
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、
都
立

大
学
時
代
と
は
社
会
も
大
学
も
様
々
な
面

で
変
化
し
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
、
現
在
の
本
学
ら
し

い
同
窓
会
と
し
て
、
果
た
す
べ
き
役
割
や

活
動
は
ど
の
様
な
も
の
か
。
前
例
踏
襲
で

は
な
く
改
め
て
考
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
大
学
側
と
し
て
も
同
窓
会
組
織
と

の
連
携
強
化
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
同
窓
会
規
約
に
事
業
の
一
つ
と
し

て
謳
わ
れ
て
い
る
「
大
学
の
発
展
へ
の
協

力
及
び
相
互
の
連
携
」
に
つ
い
て
、
私
は

双
方
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
べ
く
、
恩
師
を

は
じ
め
首
都
大
学
東
京
の
教
職
員
の
皆
様

と
協
力
し
て
行
動
し
て
い
く
所
存
で
す
。

未
熟
者
で
す
が
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
ご

支
援
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

清
水　

徹
英
（
都
53
・
工
・
機
械
）

　

こ
の
度
新
評
議
員
と
し
て
ご
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
首
都

大
学
東
京
現
教
員
の
清
水
徹
英
と
申
し
ま

す
。
私
は
首
都
大
学
東
京
大
学
院
理
工
学

研
究
科
を
平
成
二
十
三
年
度
に
修
了
し
、

一
度
東
京
都
の
公
設
試
験
機
関
に
入
所
し

た
後
、
再
び
首
都
大
学
東
京
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
研
究
科
に
戻
る
機
会
を
い
た
だ
き

現
職
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
メ

イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
南
大
沢
で
は
な

く
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
勤
務
し
て
お
り

ま
す
。
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
昨
年
の

秋
に
新
実
験
棟
が
建
設
さ
れ
、
現
在
新
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
が
整
え
ら
れ
て
い
る
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

だ
け
で
な
く
、
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
況

も
現
職
教
員
と
し
て
発
信
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
最

近
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
、
若
い
世

代
間
で
は
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
構
築

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
い
か
に
う
ま
く
連
携
さ
せ
て

い
く
か
が
、
今
後
の
同
窓
会
員
数
の
維
持

に
大
き
な
役
割
を
持
つ
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

伊
藤　

洋
平
（
都
54
・
法
・
政
治
）

　

こ
の
度
、
評
議
員
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
伊
藤
洋
平
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
窓
会
活
動
に
参
加
し
た
の

は
八
雲
ク
ラ
ブ
に
数
回
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
程
度
で
し
た
。
卒
業
か
ら
10
年
が

経
ち
、
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
同
窓
会
の

た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
思
い
立
候
補

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

評
議
員
は
若
い
人
た
ち
の
参
加
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

私
と
同
じ
世
代
の
人
た
ち
も
入
り
や
す
く

な
る
と
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
自
身
が
評
議
員
と
し
て
参
加
し
て
、
参

加
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
働
き
な
が
ら
活
動
を

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
と
い
う
私
自
身

が
気
に
な
る
点
に
つ
い
て
も
情
報
を
発
信

し
た
い
と
思
う
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
に
な

っ
て
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
評
議
員
に

入
っ
て
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
活
動
を
す
る
前
か
ら

の
勧
誘
で
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
で
き
る
限
り
の
役
割
は
果
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

橋
本　

知
佳

　

は
し
も
と　

ち
か

２
０
１
０
年
首
都
大
学
東
京
都

市
教
養
学
部
理
工
学
系
生
命
科

学
コ
ー
ス
卒
業
。
12
年
首
都
大

学
東
京
大
学
院
理
工
学
研
究
科

生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程

修
了
。
現
在
、
公
立
大
学
法
人

首
都
大
学
東
京
に
事
務
職
員
と

し
て
在
籍
。

　

鈴
木
裕
美
子

　

す
ず
き　

ゆ
み
こ

　

清
水　

徹
英

　

し
み
ず　

て
つ
ひ
で

首
都
大
学
東
京
知
能
機
械
シ
ス

テ
ム
学
域
助
教
。
専
門
は
表
面

工
学
。
在
学
時
の
ド
イ
ツ
で
の

企
業
研
修
経
験
を
活
か
し
、
現

在
も
積
極
的
に
海
外
大
学
・
研

究
機
関
と
の
研
究
交
流
に
取
り

組
む
。

　

伊
藤　

洋
平

　

い
と
う　

よ
う
へ
い

㈱
み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
代
表
取
締
役

多
摩
市
役
所
勤
務
、
北
京
の
中
国
政
法
大
学

留
学
を
経
て
、
現
在
は
生
涯
活
躍
の
ま
ち
事

業
な
ど
高
齢
者
向
け
住
宅
の
企
画
・
運
営
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
会
社
経
営
。
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旧
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
出
身
者

　
　
氏　
　

名　
　
卒
期　
　
学
科

桑
野　
　

英
彦　

１　
　

経
済

渡
部　
　
　

力　

１　
　

物
理

後
藤　
　
　

博　

１　
　

建
築

田
中　
　

和
夫　

２　
　

土
木

松
岡　
　

千
里　

２　
　

工
化

南　
　
　

和
延　

３　
　

経
済

吉
野　
　

泰
司　

３　
　

経
済

岡
田　
　

元
浩　

３　
　

機
械

笹
川　
　

和
郎　

３　
　

建
築

田
野　
　

達
雄　

４　
　

経
済

池
田　
　

禮
三　

４　
　

法
学

野
原　
　
　

剛　

４　
　

化
学

鈴
木　
　
　

功　

４　
　

建
築

中
村　

喜
久
男　

５　
　

経
済

村
山　
　

祥
彦　

５　
　

経
済

小
野
崎　
　

敏　

５　
　

工
化

稲
垣　
　

陽
造　

６　
　

法
学

大
塚　

昶
之
助　

６　
　

法
学

澤
井　
　
　

泰　

７　
　

法
学

安
江　
　
　

弘　

７　
　

法
学

汐
崎　
　
　

誠　

７　
　

経
済

田
中　
　
　

努　

７　
　

経
済

松
本　
　
　

傳　

７　
　

経
済

君
塚　
　
　

宏　

７　
　

機
械

池
田　
　
　

昭　

８　
　

経
済

遠
藤　
　

慶
三　

８　
　

物
理

重
原　
　

好
次　

８　
　

化
学

光
藤　
　

康
子　

９　
　

社
会

加
藤　
　

充
子　

９　
　

経
済

久
崎　
　
　

力　

９　
　

電
気

中
野　
　

雅
博　

10　
　

経
済

根
谷
崎　

武
彦　

10　
　

化
学

跡
部　
　

輝
彦　

10　
　

工
化

髙
橋　
　

義
哉　

11　
　

法
学

小
松　
　

芳
雄　

11　
　

経
済

吉
原　
　

信
男　

11　
　

化
学

西
村　
　
　

尚　

11　
　

機
械

大
関　
　
　

誠　

11　
　

電
気

冨
士
原　

由
夫　

11　
　

建
築

大
石　

不
二
夫　

11　
　

工
化

佐
久
間　

義
一　

12　
　

法
学

松
見　
　

豊
和　

12　
　

経
済

石
館　
　

陸
男　

12　
　

機
械

高
見
澤　

幸
夫　

12　
　

工
化

全評議員のご紹介
（2016年８月30日現在）

野
田　
　

禎
男　

13　
　

法
学

池
辺　
　

一
男　

13　
　

生
物

諏
訪
内　

幹
弘　

13　
　

機
械

石
橋　
　

穠
治　

13　
　

建
築

黒
石　
　
　

輯　

14　
　

経
済

林　
　
　

正
弘　

14　
　

経
済

森　
　
　

忠
保　

14　
　

物
理

石
原　
　
　

裕　

14　
　

機
械

木
村　
　

軍
司　

14　
　

電
気

工
藤　
　
　

力　

14　
　

心
理

松
浦　
　

知
彦　

15　
　

経
済

八
ツ
橋　

武
明　

15　
　

物
理

白
銀　

征
太
郎　

15　
　

機
械

岡　
　
　

秀
一　

16　
　

地
理

浜
田　
　

敏
男　

16　
　

電
気

塚
本　
　

雅
敏　

16　
　

土
木

鳥
居　
　

照
男　

17　
　

経
済

髙
森　
　

貞
彦　

17　
　

土
木

芦
沢　
　

清
隆　

17　
　

建
築

永
田　
　
　

巍　

17　
　

建
築

中
島　
　

平
三　

18　
　

英
文

諸
角　
　

憲
治　

18　
　

経
済

久
保
田　

丈
夫　

18　
　

電
気

本
橋　
　

唯
弘　

19　
　

政
治

大
久
保　

正
雄　

19　
　

経
済

吉
田　
　

俊
雄　

19　
　

数
学

水
津　

ま
き
子　

20　
　

社
会

末
光　
　

正
忠　

20　
　

心
理

高
橋　
　
　

誠　

20　
　

経
済

河
口　
　
　

修　

20　
　

電
気

宇
賀
神　
　

博　

21　
　

心
理

篠　
　
　

秀
一　

21　
　

経
済

鮫
島　
　

正
英　

21　
　

電
気

奥
田　
　

修
一　

21　
　

建
築

戸
辺　
　

文
博　

21　
　

建
築

横
山　
　

康
博　

22　
　

法
律

丑
山　

佐
千
男　

22　
　

政
治

山
川　
　
　

徹　

22　
　

政
治

中
島　
　

俊
明　

22　
　

化
学

小
田　

曜
一
郎　

22　
　

機
械

佐
野　
　
　

孝　

22　
　

建
築

廣
瀬　
　

省
蔵　

22　
　

建
築

内
山　

美
津
子　

23　
　

法
律

毛
利　
　

史
子　

23　
　

法
律

大
平　
　

晃
司　

23　
　

政
治

榎
本　
　
　

隆　

23　
　

経
済

近
藤　
　

秀
衛　

23　
　

経
済

小
泉　
　

哲
夫　

23　
　

物
理

吉
田　
　

雅
俊　

23　
　

機
械

伊
藤　
　

辰
彦　

23　
　

建
築

荻
原　
　

信
吾　

24　
　

仏
文

田
中　
　
　

茂　

24　
　

物
理

横
川　
　

邦
明　

24　
　

機
械

山
本　

那
智
子　

24　
　

建
築

千
代
鳥　
　

Ｍ　

24　
　

工
化

中
村　
　

直
英　

25　
　

法
律

八
木　
　
　

隆　

25　
　

機
械

滝
口　
　
　

亨　

26　
　

数
学

植
木　
　

泰
弘　

26　
　

電
気

清
水　
　

敏
久　

26　
　

電
気

村
上　
　

茂
樹　

26　
　

電
気

江
崎　
　

敦
雄　

26　
　

工
化

伊
藤　
　

幸
彦　

27　
　

法
律

大
竹　
　

悦
子　

27　
　

法
律

諸
貫　
　

信
行　

27　
　

機
械

内
山　
　

正
治　

27　
　

工
化

石
井　
　

光
一　

28　
　

経
済

黒
川　
　
　

信　

28　
　

生
物

吉
田　
　

研
二　

28　
　

機
械

曽　
　
　

士
才　

28　
　

中
文

板
井　
　

要
二　

29　
　

法
律

左
田
野　
　

渉　

29　
　

法
律

谷
澤　
　

淳
一　

29　
　

経
済

植
村　
　
　

仁　

30　
　

法
律

細
井　
　

勇
治　

30　
　

化
学

角
家　
　

強
志　

31　
　

建
築

立
花　
　
　

宏　

31　
　

工
化

渡
邉　

百
合
子　

32　
　

法
律

吉
田　
　

雅
一　

32　
　

政
治

岡
安　
　

賢
二　

32　
　

経
済

市
原　
　

敏
秀　

32　
　

化
学

保
延　
　
　

薫　

32　
　

電
気

笛
木　
　

國
弘　

33　
　

物
理

佐
藤　
　

祐
一　

33　
　

電
気

石
原　
　

恵
一　

33　
　

土
木

小
野　
　

修
一　

34　
　

法
律

中
城　
　

剛
志　

34　
　

法
律

橋
詰　
　

史
規　

34　
　

法
律

谷
貝　
　
　

等　

35　
　

地
理

北
原　
　
　

隆　

35　
　

建
築

猪
瀬　
　

康
夫　

36　
　

地
理

遠
藤　
　
　

洋　

36　
　

工
化

佐
々
木　
　

伸　

37　
　

物
理

菱
沼　
　

幹
夫　

38　
　

経
済

村
上　
　
　

章　

38　
　

経
済

村
中　
　

直
樹　

38　
　

経
済

山
崎　
　

忠
夫　

39　
　

経
済

八
巻　
　
　

聡　

39　
　

化
学

大
川　
　

克
頼　

39　
　

土
木

川
元　

比
呂
秋　

40　
　

教
育

高
部　
　

明
敏　

41　
　

英
文

久
保　
　

義
丸　

42　
　

法
律

中
村　
　

貴
司　

42　
　

経
済

佐
藤　
　

武
史　

42　
　

化
学

山
越　
　

伸
浩　

43　
　

経
済

横
山　
　

英
明　

43　
　

化
学

藤
田　
　

貴
男　

44　
　

機
械

上
野　
　

庸
介　

45　
　

法
律

押
川　

有
里
子　

46　
　

法
律

池
田　
　
　

宏　

47　
　

政
治

橋
田　
　

祥
子　

48　
　

建
築

川
井　
　

佳
和　

49　
　

経
済

本
多　
　

拓
己　

49　
　

経
済

三
澤　
　
　

光　

49　
　

経
済

米
川　
　

慶
一　

50　
　

経
済

松
永　
　
　

諭　

50　
　

化
学

井
上　
　
　

航　

51　
　

政
治

中
元　
　

雄
介　

51　
　

政
治

津
田　
　

清
元　

51　
　

物
理

富
田　
　
　

明　

51　
　

経
営

清
水　
　

徹
英　

53　
　

機
械

富
田　
　

敏
夫　

53　
　

電
気

稲
野
辺　

久
智　

54　
　

史
学

伊
藤　
　

洋
平　

54　
　

政
治

畠
山　
　
　

久　

54　
　

地
理

村
瀬　

甲
之
助　

56　
　

経
済

鈴
木　

祐
美
子　

56　
　

生
物

河
浪　
　

天
良　

56　
　

電
気

鷲
尾　
　
　

悟　

56　
　

電
情

旧
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
同
窓
会
出
身
者

　
　
氏　
　

名　
　
卒
期　
　
学
科

横
川　
　

慎
二　

１　
　

電
子

佐
藤　
　

正
一　

２　
　

管
理

十
河　
　
　

維　

２　
　

管
理

小
原　
　

弘
道　

３　
　

機
械

松
浦　
　

慶
総　

３　
　

管
理

皆
川　
　

晶
子　

４　
　

航
空

松
本　
　

公
一　

５　
　

機
械

光
永　
　

陽
介　

５　
　

機
械

中
田　
　

明
洋　

６　
　

機
械

君
和
田　

洋
之　

６　
　

電
子

榎
本　
　

昌
史　

７　
　

機
械

加
藤　
　

一
彦　

８　
　

機
械

福
崎　
　

昭
伸　

８　
　

管
理

吉
田　
　
　

光　

９　
　

機
械

渡
辺　
　
　

勇　

10　
　

機
械

渡
部　
　

武
夫　

11　
　

航
空

山
内　
　

庸
平　

12　
　

機
械

安
藤　
　

拓
哉　

12　
　

電
子

宮
田　
　

真
行　

14　
　

機
械

原　
　
　

康
範　

15　
　

機
械

旧
青
鳩
会（
東
京
都
立
医
療
技
術
短
期
大
学
）出
身
者

　
　
氏　
　

名　
　
卒
期　
　
学
科

関
根　
　

紀
夫　

１　
　

放
射

西
形　
　

勝
宏　

１　
　

放
射

米
澤　
　

純
子　

２　
　

看
護

古
川　
　

順
光　

３　
　

理
学

河
野　
　

光
伸　

３　
　

作
業

吉
野　
　

晴
美　

６　
　

理
学

齋
藤　
　

夕
子　

７　
　

地
域

小
笠
原　

尚
和　

８　
　

理
学

来
間　
　

弘
展　

９　
　

理
学

大
谷　
　
　

健　

10　
　

理
学

飯
塚　
　

智
裕　

10　
　

放
射

小
谷　
　

由
惠　

12　
　

理
学

原
嶋　
　
　

渉　

12　
　

理
学

旧
青
鳩
会（
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
）出
身
者

　
　
氏　
　

名　
　
卒
期　
　
学
科

新
野　
　

浩
隆　

１　
　

理
学

中
山　
　

泰
哲　

１　
　

作
業

伊
藤　
　

清
香　

１　
　

放
射

笠
原　
　

聖
吾　

２　
　

理
学

今
江　
　

禄
一　

２　
　

放
射

畑　
　
　

純
一　

６　
　

放
射

首
都
大
学
東
京
出
身
者

　
　
氏　
　

名　
　
卒
年　
　
学
科

石
井　
　

陽
介　

2005　
　

法
律

高
坂　
　

智
仁　

2005　
　

経
営

原
田　
　

康
生　

2006　
　

法
律

三
河　
　
　

涼　

2006　
　

法
律

橋
本　
　

知
佳　

2006　
　

生
命

河
野　
　

直
子　

2010　
　

物
理

青
木　
　

美
穂　

2010　
　

生
命

岡
本　
　

亜
依　

2010　
　

生
命
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ア
メ
リ
カ　

シ
ア
ト
ル
留
学
記

　

︱
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
か

ロ
ー
カ
ル
か
︱

肱
岡　

厚
志

（
首
都
大
・
大
学
院
理
工
学
研
究
科
４
年
）

　

世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
ロ
ー
カ
ル
な
市
場
が
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
す
る
と
は
、
ロ
ー
カ
ル
市
場

で
の
経
験
・
能
力
を
横
展
開
で
き
る
か
否

か
が
鍵
で
あ
る
。
自
分
は
留
学
を
通
し
て

そ
う
感
じ
た
。

　

２
０
１
４
年
９
月
か
ら
２
０
１
５
年
８

月
ま
で
の
一
年
間
、
自
分
は
ア
メ
リ
カ
に

留
学
に
行
っ
た
。
十
ヶ
月
間
は
現
地
の
大

学
に
通
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
、
残
り
の
期
間
は
現
地
の
投

資
フ
ァ
ン
ド
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
行
っ
た
。

　

大
学
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
あ

っ
て
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
こ
な
し
、
例
え
ば
、
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
す
る
よ
う
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
っ
た
。
コ
ー
ヒ

ー
チ
ェ
ー
ン
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事

を
行
う
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
経

　

奥
村　

直
人

　

お
く
む
ら　

な
お
と

神
奈
川
県
立
相
模
原
高
等
学
校
卒

２
０
１
６
年
首
都
大
学
東
京
都

市
教
養
学
部
電
気
電
子
工
学
専

攻
博
士
前
期
課
程
１
年

　

肱
岡　

厚
志

　

ひ
じ
お
か　

あ
つ
し

２
０
１
２
年
３
月
東
京
都
立
町

田
高
等
学
校
卒
、
'12
年
４
月
首

都
大
学
東
京
入
学
、
'14
年
９
月

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ベ
ル
ビ
ュ

ー
カ
レ
ッ
ジ
留
学
、
'15
年
６
月

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
タ
イ
ヨ
ー

フ
ァ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

'15
年
８
月
帰
国　

復
学

　
　

同
窓
生
は
い
ま

営
す
る
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
、

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
チ
ー

ム
の
中
で
、
自
分
を
発
揮
す
る
に
は
、「
日

本
」
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
な
市
場
で
得
た
経

験
・
知
識
・
能
力
を
自
分
の
中
で
一
度
、

普
遍
化
し
、「
シ
ア
ト
ル
」
と
い
う
新
た

な
市
場
へ
最
適
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

　

投
資
フ
ァ
ン
ド
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
生
か
し
、
日
本
株
の
リ

サ
ー
チ
チ
ー
ム
で
働
い
た
。
日
本
で
投
資

銀
行
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た

経
験
が
生
き
た
。

　

そ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
思
う
こ
と
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
自
分
は
日
本
と
い
う
ロ

ー
カ
ル
な
市
場
で
得
た
知
識
と
能
力
に
依

存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。こ
れ
は
悪
い

こ
と
で
な
い
と
思
う
し
、
実
際
の
と
こ
ろ

世
界
の
本
質
は
ロ
ー
カ
ル
に
あ
る
と
思
う
。

　

巷
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
言
葉

が
騒
が
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
だ
ま
さ
れ

る
こ
と
な
く
、「
ロ
ー
カ
ル
」
を
大
切
に
し
、

理
解
し
、
経
験
し
、
そ
の
経
験
を
次
の
「
ロ

ー
カ
ル
」
に
生
か
せ
れ
ば
良
い
の
で
は
な

い
か
と
留
学
の
終
わ
り
に
感
じ
た
。

　

陽
的
に
つ
な
が
る

奥
村　

直
人

（
首
都
大
・
大
学
院
理
工
学
研
究
科
１
年
）

　

二
〇
一
六
年
、
首
都
大
学
東
京
都
市
教

養
学
部
都
市
教
養
学
科
理
工
学
系
電
気
電

子
工
学
コ
ー
ス
を
卒
業
後
、
同
大
学
大
学

院
へ
と
進
学
。

　

学
部
四
年
次
に
参
加
し
た
、
文
部
科
学

省
主
催
「
第
五
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ

レ
」
と
い
う
研
究
発
表
大
会
に
お
い
て
企

業
賞
を
受
賞
し
た
「
次
世
代
の
大
容
量
高

速
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
の
実
現
へ
向
け
た

発
振
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
研
究
」
を
よ
り

発
展
さ
せ
、
一
つ
の
体
系
に
仕
上
げ
る
こ

と
を
目
標
に
模
範
解
答
の
な
い
壁
へ
と
挑

戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

思
え
ば
大
学
入
学
以
来
、
私
の
日
常
は

色
鮮
や
か
な
体
験
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
友
人
と
の
出
会
い
。

自
身
で
働
い
て
初
め
て
報
酬
を
得
た
瞬
間
。

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
友
人
と
海

外
を
巡
っ
た
時
の
高
揚
感
。
学
問
を
追
究

す
る
中
で
感
じ
た
歓
び
。・
・
・
す
べ
て
が

今
の
私
を
形
成
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。
素
晴
ら
し
い
体
験
を
与
え
て
く
れ
た

方
々
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
「
自
分
は
社
会
に
何
を
残
せ
る
だ
ろ
う
」

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
一

つ
の
成
長
の
形
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

私
は
い
か
な
る
時
も
「
学
ぶ
」
と
い
う

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
様
々
な
情
報
が

飛
び
交
う
中
、
高
校
生
な
り
に
「
安
定
し

た
社
会
基
盤
が
築
か
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
に
よ
り
容
易
に
情
報
の
授
受
が

可
能
と
な
っ
た
こ
の
日
本
で
、『
知
る
』『
学

ぶ
』
と
い
う
こ
と
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
、「
無
知
」
へ
の
警
鐘

を
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

受
け
身
で
は
な
く
能
動
的
に
触
れ
て
初
め

て
情
報
は
堅
実
な
知
識
に
変
わ
り
、
人
々

の
役
に
立
つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く

の
体
験
を
経
て
実
感
し
ま
し
た
。　

　

今
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
え
て
い
る

世
界
は
実
は
無
数
の
「
未
知
」
に
包
ま
れ

て
い
て
、
そ
れ
ら
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ

と
で
見
え
て
く
る
世
界
は
輝
き
を
増
す
の

で
は
な
い
か
。そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
、

未
来
に
希
望
を
抱
き
な
が
ら
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

筆 者 は 左
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ハ
ン　
バ
ン　
ク
オ
ン

ベ
ト
ナ
ム…

グ
エ
ン
フ
エ
高
校
卒

ホ
ー
チ
ミ
ン
大
学
卒　

首
都
大

学
東
京
大
学
院
理
工
学
研
究
科

入
学　

機
械
工
学
専
攻
熱
学
分

野　

角
田
直
人
研
究
室

　

横
田
か
ほ
り

　

よ
こ
た　

か
ほ
り

２
０
０
９
年
３
月
浜
松
市
立
高

等
学
校
卒
業
、
'14
年
３
月
首
都

大
学
東
京
都
市
環
境
学
部
卒

業
、
'16
年
３
月
首
都
大
学
東
京

大
学
院
都
市
環
境
科
学
科
分
子

応
用
化
学
域
修
了

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

毎
日
を
過
ご
し
た
い

横
田
か
ほ
り

（
首
都
大
・
分
子
応
用
化
学
域
修
了
）

　

３
月
に
大
学
院
を
卒
業
し
、
４
月
よ
り

社
会
人
と
な
り
ま
し
た
。
塗
料
メ
ー
カ
ー

に
就
職
し
ま
し
た
が
、
色
材
の
研
究
を
し

た
い
と
思
っ
た
原
点
は
、
学
生
時
代
の
研

究
テ
ー
マ
に
あ
り
ま
す
。
私
は
プ
ル
シ
ア

ン
ブ
ル
ー
と
い
う
顔
料
を
用
い
て
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
着
材
の
開
発
の
研
究
を

し
て
お
り
、
後
輩
が
漆
黒
・
耀
変
染
め
に

つ
い
て
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
色
材
に
対
し
て
面
白
さ
を
感
じ
、

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
研
究
を
進
め
る
に
当
た
り
、
他
分

野
の
方
々
と
関
わ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
実
験
装
置
を
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
す
ご
く
恵
ま
れ
た
環
境
で
研
究
活
動

を
行
う
こ
と
が
出
来
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
と
同
時

に
、
や
り
が
い
や
楽
し
さ
も
感
じ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
多
方
面
か
ら
の

意
見
を
ど
う
活
か
す
か
、
自
分
の
意
見
を

ど
う
発
す
る
の
か
、
協
力
し
て
行
う
こ
と

の
大
切
さ
、
研
究
だ
け
で
な
く
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
会
社
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、

少
し
ず
つ
で
す
が
仕
事
の
内
容
も
把
握
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日

覚
え
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
大
変
で
す
が
、

こ
の
研
究
が
製
品
改
良
や
新
製
品
の
開
発

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
取
り
組
ん
で
い
る
研

究
の
内
容
や
意
味
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
今
自
分

が
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
、
壁
に
ぶ
ち
当
た

る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
仲

間
と
協
力
し
て
乗
り
越
え
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

　

初
め
て
の
海
外
留
学　

日
本

ハ
ン　
バ
ン　
ク
オ
ン

（
首
都
大
・
大
学
院
理
工
学
研
究
科…
機
械
工
学
）

　

日
本
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
で

す
。
は
じ
め
は
東
京
で
見
る
真
新
し
い
も

の
に
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
教
授
が
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
首
都
大
学
東

京
で
は
最
終
的
に
す
べ
て
う
ま
く
い
っ
て

い
ま
す
。
私
の
大
学
生
活
は
多
様
な
学
術

活
動
、
社
会
活
動
で
充
実
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
と
他
の
国
出
身
の
友
達
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　

日
本
の
知
見
や
文
化
か
ら
は
日
々
多
く

の
大
切
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
首
都

大
は
勉
学
に
励
み
研
究
を
行
う
に
は
非
常

に
素
晴
ら
し
い
環
境
で
あ
り
、
素
敵
な
キ

ャ
ン
パ
ス
・
完
璧
な
設
備
は
と
て
も
快
適

で
、
私
は
首
都
大
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。

　

私
の
研
究
内
容
は
マ
イ
ク
ロ
領
域
の
熱

と
物
質
の
輸
送
に
つ
い
て
で
す
。
私
達
の

研
究
室
で
は
温
度
の
分
布
を
小
さ
な
ス
ケ

ー
ル
で
解
析
す
る
た
め
に
近
赤
外
分
光
法

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
私
が
母
国
の
ベ
ト

ナ
ム
に
い
た
と
き
は
こ
の
研
究
分
野
は
あ

ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

首
都
大
に
は
近
代
的
な
実
験
器
具
や
実
験

設
備
が
豊
富
に
あ
り
、
私
も
ス
ム
ー
ズ
に

研
究
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

私
の
幼
い
こ
ろ
の
夢
の
一
つ
が
日
本
で

学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
今
そ
の
夢
が
実
現
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
研
究
の
ス
ピ
ー
ド
が

増
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
研
究
室
の
メ
ン

バ
ー
は
様
々
な
場
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
ま
す
。
現
在
は
日
本
語
の
授
業
に
参
加

し
、
な
る
べ
く
早
く
日
本
語
の
日
常
会
話

を
、
さ
ら
に
は
学
術
的
な
日
本
語
を
修
得

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
私
に
と

っ
て
日
本
語
は
美
し
い
言
語
で
、
今
以
上

に
私
を
日
本
の
文
化
へ
と
つ
な
げ
て
く
れ

る
橋
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

　

今
は
全
力
を
尽
く
し
て
修
士
課
程
修
了

に
向
け
て
良
い
研
究
結
果
を
出
し
、
博
士

課
程
ま
で
勉
強
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は
日
本
で
機
械
工
学
分
野

に
関
わ
る
職
に
就
き
た
い
で
す
。
日
本
は

世
界
で
も
最
も
高
い
科
学
技
術
を
も
つ
国

の
一
つ
で
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
適

し
た
労
働
環
境
と
い
え
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
関
係
は
少
し
ず
つ

良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ベ
ト
ナ
ム
と

日
本
の
架
け
橋
に
な
り
こ
の
関
係
を
よ
り

良
く
し
た
い
で
す
。
よ
り
多
く
の
奨
学
金

や
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
相
互
の
協
力
が
ベ

ト
ナ
ム
・
日
本
の
両
国
に
ま
す
ま
す
多
く

の
機
会
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　
［
原
文
は
英
文
・
翻
訳
：
中
村　

芽
莉
（
人

間
健
康
科
学
研
究
科
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
エ
ン
ス
学
域
修
士
１
年
）
山
本　

彩
華

（
理
工
学
系
生
命
科
学
コ
ー
ス
４
年
）］

プルシアンブルーの構造モデル
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横
関　

恭
孝

　

よ
こ
ぜ
き　

や
す
た
か

１
９
８
２
年
東
京
都
立
大
学
人

文
学
部
社
会
学
卒
業　

同
年

杉
並
区
役
所
入
庁
・
現
在
杉
並

区
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

勤
務

　

中
年
前
座
が
楽
屋
で
学
ん
だ
こ
と

立
川　

寸
志　
本
名　
小
田
部
信
英

（
都
３８
・
史
学
）

　

落
語
家
と
い
う
の
は
ま
こ
と
に
呑
気
な

商
売
で
す
が
、
や
は
り
古
典
芸
能
。
呑
気

さ
の
裏
に
一
般
社
会
と
は
大
い
に
異
な
る

楽
屋
修
業
が
存
在
す
る
の
で
す
。

　

都
立
大
落
語
研
究
会
で
は
会
長
を
つ
と

め
、
当
時
の
大
学
落
研
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

決
勝
進
出
。
し
か
し
バ
ブ
ル
真
っ
最
中
、

落
語
家
に
な
る
気
は
微
塵
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
某
出
版
社
を
振
り
出
し
に
数
社

で
編
集
業
を
二
十
年
。
担
当
作
家
と
し
て

出
会
っ
た
現
在
の
師
匠
・
立
川
談
四
楼
に

よ
っ
て
、
か
つ
て
落
語
少
年
だ
っ
た
頃
の

思
い
を
再
沸
騰
さ
せ
ら
れ
、
四
十
四
歳
で

入
門
。
異
例
の
中
年
前
座
の
誕
生
で
す
。

　

噺
家
に
は
、
下
か
ら
前
座
／
二
ツ
目
／

真
打
と
い
う
階
級
が
あ
り
ま
す
。
入
門
し

て
見
習
い
期
間
を
経
て
前
座
修
業
が
始
ま

り
ま
す
。
九
割
九
分
九
厘
の
前
座
が
高
卒

大
卒
の
二
十
代
。
こ
こ
に
一
人
、
四
十
代

半
ば
の
中
年
が
飛
び
込
ん
だ
わ
け
で
す
。

　

楽
屋
も
一
つ
の
人
間
社
会
。
経
験
豊
富

な
自
分
は
若
く
は
な
い
が
ス
ム
ー
ス
に
順

応
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

現
実
は
厳
し
か
っ
た
！

　

ま
ず
驚
い
た
の
が
「
あ
れ
こ
れ
質
問
す

る
な
」
と
い
う
師
匠
の
教
え
で
し
た
。
会

社
で
あ
れ
ば
新
人
に
は
懇
切
丁
寧
に
指
導

を
し
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど

　

立
川　

寸
志

　

た
て
か
わ　

す
ん
し

本
名　

小
田
部
信
英

　
　
　

お
た
べ　

の
ぶ
ひ
で

都
立
立
川
高
校
卒
業

１
９
９
０
年
東
京
都
立
大
学
人

文
学
部
史
学
専
攻
（
日
本
近
世

史
）
卒
業　

卒
業
後
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
入
社
、
２

０
１
１
年
44
歳
で
立
川
談
四
楼

に
入
門
し
て
「
寸
志
」。

'15
年
３
月　

二
つ
目
に
昇
進

ん
先
輩
上
司
に
訊
ね
る
よ
う
言
わ
れ
る
も

の
で
す
が
、
楽
屋
は
違
い
ま
す
。

　

楽
屋
の
仕
事
は
全
て
、
状
況
を
観
察
し

て
考
え
て
、
動
い
て
シ
ク
ジ
っ
て
小
言
を

言
わ
れ
て
お
ぼ
え
る
も
の
。
現
場
で
質
問

す
る
暇
、
答
え
る
暇
は
な
い
。
そ
も
そ
も

質
問
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
ず

相
手
に
考
え
さ
せ
楽
を
す
る
こ
と
だ
―
―
。

　

成
程
こ
れ
が
伝
統
芸
の
考
え
方
か
と
痛

感
し
茨
の
道
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
私
は
楽

屋
修
業
す
る
自
分
を
「
南
洋
の
さ
る
島
で

の
文
化
人
類
学
の
調
査
団
の
一
人
」
と
思

い
込
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ

と
で
修
業
の
理
不
尽
さ
を
客
観
的
に
受
け

容
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
動

き
の
基
本
は
タ
イ
ミ
ン
グ
。
流
れ
や
相
手

関
係
が
最
優
先
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
効
率

追
求
は
無
意
味
。
ム
チ
ャ
ブ
リ
が
度
胸
を

鍛
え
る
。
自
己
主
張
し
な
い
者
こ
そ
評
価

さ
れ
る
―
―
。

　

思
え
ば
前
座
修
業
は
社
会
人
と
し
て
の

自
己
を
壊
す
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。
ほ
ど
よ

く
壊
れ
て
今
、
プ
ロ
と
名
乗
れ
る
二
ツ
目

落
語
家
と
し
て
日
夜
呑
気
に
高
座
に
上
が

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ま
だ
「
調
査
」
イ

ヤ
修
業
は
続
い
て
い
ま
す
。生
涯
修
業
が
、

噺
家
な
の
で
す
。

　
（
広
報
委
員
会
注
：
立
川
寸
志
さ
ん
は
、
２
０

１
７
年
１
月
の
同
窓
会
新
年
会
で
講
演
さ
れ
ま
す
。

「
詳
細
は
表
紙
４
参
照
」）

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

横
関　

恭
孝
（
都
３０
・
人
文
・
社
会
）

　

卒
業
後
は
教
員
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

が
大
学
４
年
に
な
る
頃
で
、
教
育
実
習
を

や
っ
て
お
ら
ず
、
１
年
留
年
し
て
教
員
免

許
を
取
得
。と
こ
ろ
が
生
来
の
勉
強
嫌
い
、

努
力
不
足
が
影
響
し
、
採
用
試
験
に
は
落

ち
て
し
ま
っ
た
。
卒
論
は
子
ど
も
の
非
行

と
家
族
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
と
こ
れ
ま

た
思
っ
た
だ
け
で
挫
折
。
即
席
の
別
テ
ー

マ
で
何
と
か
仕
上
げ
た
が
、
当
然
指
導
教

官
の
評
価
は
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

食
べ
て
い
く
に
は
と
も
か
く
就
職
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
何
か
子
ど

も
に
関
わ
れ
る
仕
事
を
と
探
し
た
結
果
、

東
京
都
杉
並
区
の
児
童
館
職
員
に
応
募
し

採
用
さ
れ
た
。
当
時
は
児
童
館
が
次
々
と

建
設
さ
れ
て
い
た
時
代
で
、
幸
運
に
も
大

量
採
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
引
っ
か
か
っ
た
。

就
職
後
教
員
試
験
再
挑
戦
も
考
え
て
い
た

の
だ
が
結
局
回
避
。
そ
の
ま
ま
杉
並
区
役

所
で
児
童
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。

そ
し
て
30
数
年
が
経
過
。
現
在
は
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
部
署
で
子
育

て
に
関
わ
る
相
談
支
援
の
仕
事
を
し
て
い

る
。
気
が
つ
い
て
み
た
ら
も
う
す
ぐ
定
年

で
あ
る
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
治
体

の
児
童
虐
待
の
通
告
・
相
談
窓
口
で
、
こ

こ
数
年
は
件
数
が
増
加
し
対
応
に
追
わ
れ

る
日
々
で
あ
る
。
扱
う
ケ
ー
ス
に
は
重
篤

な
も
の
も
多
い
。
仕
事
を
通
じ
、
家
族
が

直
面
す
る
様
々
な
困
難
や
問
題
に
触
れ
る
。

Ｄ
Ｖ
で
子
ど
も
を
連
れ
て
離
婚
し
た
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
や

は
り
暴
力
を
ふ
る
う
人
物
だ
っ
た
り
、
経

済
的
に
は
苦
し
い
け
れ
ど
何
と
か
や
っ
て

き
た
一
家
の
母
親
が
病
気
で
亡
く
な
り
、

子
ど
も
の
生
活
が
不
安
定
に
な
っ
て
、
不

登
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
虐
待
を
受

け
て
育
ち
自
分
は
繰
り
返
さ
な
い
と
思
っ

て
き
た
が
、
親
に
な
っ
て
み
た
ら
結
局
同

じ
こ
と
を
く
り
か
え
し
て
い
た
り
。「
子

ど
も
の
貧
困
」
の
問
題
に
も
し
ば
し
ば
出

会
う
。

　

か
つ
て
卒
論
の
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
し

た
、
非
行
を
く
り
か
え
す
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
背
景
に
は
、
必

ず
家
族
関
係
の
問
題
が
あ
る
が
、
社
会
の

様
々
な
ひ
ず
み
も
横
た
わ
る
。
問
題
の
解

決
は
容
易
で
は
な
く
、
あ
の
手
こ
の
手
で

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
が
「
関
わ
ら
な
い
で
も

ら
い
た
い
」
と
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
は
な
い
。

　

そ
れ
で
も
子
ど
も
の
成
長
は
希
望
で
あ

り
、
少
し
で
も
プ
ラ
ス
を
見
出
し
た
い
と

取
り
組
ん
で
い
る
。
か
つ
て
挫
折
し
た
卒

業
論
文
も
今
な
ら
少
し
は
書
け
そ
う
な
気

も
す
る
が
、
仕
上
げ
る
に
は
ま
だ
ま
だ
修

行
が
必
要
で
あ
る
。
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中
村　

宣
男

　

な
か
む
ら　

の
り
お

埼
玉
県
立
熊
谷
高
等
学
校
卒
業

１
９
５
９
年
都
立
大
学
工
学
部

建
築
工
学
科
入
学
、
'63
年
都
立

大
学
工
学
部
建
築
工
学
科
卒
業
、

同
年
清
水
建
設
株
式
会
社
入
社

首
都
大
学
東
京
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ

　

リ
タ
イ
ア
後
に
無
農
薬
で
農
作
業

中
村　

宣
男
（
都
１７
・
建
築
工
学
）

　

私
は
66
歳
で
退
職
後
、
交
互
に
東
京
区

部
と
埼
玉
県
秩
父
市
に
住
ん
で
い
る
。
い

わ
ゆ
る
２
地
域
居
住
だ
。

　

秩
父
の
土
地
は
畑
を
農
地
転
用
し
て
購
入

し
、
家
は
地
元
の
工
務
店
に
お
願
い
し
た
。

そ
こ
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
約
30
種
類
の

野
菜
や
果
物
を
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
、

無
公
害
（
マ
ル
チ
な
ど
は
使
わ
な
い
）
で

育
て
て
い
る
。
無
化
学
肥
料
の
野
菜
は
早

期
に
肥
大
化
し
な
い
が
、
ビ
タ
ミ
ン
や
鉄

分
の
ほ
か
各
種
の
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
微
量

成
分
が
一
般
の
市
販
野
菜
に
比
べ
て
格
段

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
、

来
年
は
満
80
歳
に
な
る
の
に
医
療
費
が
か

さ
む
こ
と
は
な
い
。

　

そ
し
て
秩
父
を
訪
れ
て
く
る
友
人
知
人

に
穫
れ
た
て
の
野
菜
を
振
る
舞
っ
た
り
、

各
種
ク
ラ
ス
会
、サ
ー
ク
ル
の
会
合
や（
短
）

歌
会
を
開
い
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
自
身

の
心
身
の
健
康
に
極
め
て
良
い
よ
う
だ
。

　

現
今
は
年
金
制
度
が
あ
る
た
め
も
あ
り
、

地
方
に
住
ん
で
田
畑
を
所
有
し
て
い
て
も

農
作
業
を
せ
ず
に
ス
ー
パ
ー
で
野
菜
を
買

っ
て
い
る
高
齢
者
が
多
い
。
し
か
も
日
課

は
医
者
通
い
と
い
う
人
も
か
な
り
い
る
。

こ
う
い
う
高
齢
者
達
が
無
農
薬
、
無
化
学

肥
料
、
無
公
害
の
農
作
業
を
す
れ
ば
、
お

お
い
に
老
人
医
療
費
の
削
減
や
耕
作
放
棄

地
の
縮
小
、
景
観
の
美
化
、
そ
し
て
食
糧

危
機
対
策
に
な
る
。（
私
は
８
歳
の
時
終
戦

を
迎
え
た
た
め
、
そ
の
前
後
数
年
間
の
食

糧
危
機
を
経
験
し
て
い
る
。）

　

ま
た
、
現
在
都
会
に
住
ん
で
い
る
人
達

が
地
方
に
転
居
す
る
か
２
地
域
居
住
す
れ

ば
、
地
方
は
賑
や
か
に
な
り
経
済
効
果
も

発
生
し
て
都
会
と
の
地
域
間
格
差
が
小
さ

く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
地
方
で
あ
れ
都
会
で
あ
れ

リ
タ
イ
ア
し
た
人
達
が
農
作
業
を
す
れ
ば

医
療
費
削
減
、
質
（
食
の
安
全
）
量
の
食

糧
危
機
対
策
、
耕
作
地
放
棄
の
縮
小
、
景

観
の
美
化
、
都
会
と
の
地
域
間
格
差
の
縮

小
と
い
う
確
実
な
効
果
が
幾
重
に
も
得
ら

れ
る
。
私
は
そ
の
啓
蒙
活
動
を
機
会
あ
る

ご
と
に
続
け
て
い
る
。

　

今
日
、
大
変
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
ラ
グ

ビ
ー
に
つ
い
て
一
言
。
創
部
以
来
、
多
く

の
Ｏ
Ｂ
を
見
て
き
た
が
、
お
お
む
ね
良
好

な
人
生
を
お
く
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
本
人
自
身
に
よ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
ラ
グ
ビ
ー
に
よ
る
と

こ
ろ
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。そ
こ
で「
便

所
飯
」、「
ボ
ッ
チ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
引
き
籠
り
気
味
な
学
生
を
入
部
さ
せ
れ

ば
、
フ
ラ
ン
ク
な
部
の
雰
囲
気
と
試
合
や

練
習
で
お
の
ず
と
大
声
を
発
す
る
環
境
で

引
き
籠
り
性
は
か
な
り
解
消
さ
れ
る
。
こ

う
す
れ
ば
、
将
来
発
生
す
る
懸
念
の
あ
る

「
引
き
籠
り
成
人
」
の
生
活
保
護
等
の
社

会
的
負
担
の
削
減
に
な
る
と
思
う
。

　

Ｏ
Ｂ
が
共
同
所
有
す
る

山
荘
を
楽
し
む

戸
辺　

文
博
（
都
２１
・
建
築
）

遠
藤　
　

洋
（
都
３７
・
工
化
）

　

今
か
ら
も
う
30
年
以
上
前
の
昭
和
58
年

（
１
９
８
３
）
に
な
り
ま
す
が
、
昭
和
48

年
～
55
年
の
卒
業
生
11
名
（
う
ち
過
半
は

建
築
学
科
）
に
よ
り
山
荘
を
建
設
し
ま
し

た
。
建
設
場
所
は
長
野
県
長
和
町
追
分
に

あ
る
姫
木
平
別
荘
地（
標
高
１
２
０
０
ｍ
）

で
真
夏
で
も
20
～
22
度
程
度
で
避
暑
に
最

適
、
一
方
冬
は
別
荘
地
内
の
エ
コ
ー
バ
レ

ー
を
は
じ
め
近
く
に
複
数
の
ス
キ
ー
場
が

利
用
で
き
る
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

山
荘
は
、
約
500
㎡
の
敷
地
（
借
地
）
に

地
元
産
の
唐
松
を
内
外
の
壁
仕
上
げ
に
木

造
２
階
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
60
㎡
規
模
の
建
物

で
す
。
維
持
管
理
の
た
め
に｢

建
研
楽
学

会｣
を
組
織
し
、
以
来
円
滑
な
運
営
と
必

要
な
修
繕
に
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
、
20
代
か
ら
30
代

冬でもトンネル架で栽培しています

前
半
で
、
以
来
し
ば
ら
く
は
子
育
て
時
期

を
中
心
に
家
族
連
れ
で
避
暑
や
ス
キ
ー
に

大
い
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
で
は
メ
ン
バ
ー
も
60
代
が
中
心
に
な

り
、
将
来
の
維
持
管
理
を
心
配
す
る
時
期

に
差
し
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

伝
統
校
に
比
べ
る
と
同
窓
の
絆
が
希
薄

な
都
立
大
・
首
都
大
と
感
じ
て
い
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く

同
窓
生
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
共
同
建
物
で

す
。（
当
時
は
多
く
は
若
手
社
会
人
、
世

帯
形
成
や
子
育
て
の
真
っ
最
中
だ
け
に

費
用
を
捻
出
す
る
に
も
相
当
苦
労
し
ま
し

た
。）
で
き
れ
ば
後
輩
の
皆
様
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
年
間
の
維
持
管
理
費
は
、

税
金
、
光
熱
費
、
総
会
後
の
懇
親
会
費

な
ど
諸
々
で
年
間
25
万
円
程
度
で
、
ビ
ジ

タ
ー
利
用
料
や
会
員
均
等
負
担
の
年
会
費

（
現
在
は
３
万
／
人
）
で
収
支
を
バ
ラ
ン

ス
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
、
現
地
の
状
況
や
会
員
の
条
件

な
ど
の
概
要
で
す
が
、
ご
興
味
の
あ
る
方

は
左
記
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
は
戸
辺
ま
で…

携
帯090-7810-8451

　

E-m
ail…IZS01150@

nifty.ne.jp
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岩
楯　

敞
広

　

い
わ
た
て　

た
か
ひ
ろ

首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
・

オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
特

任
教
授
・
上
海
交
通
大
学
客
員

教
授

　

宮
脇　

利
充

　

み
や
わ
き　

と
し
み
つ

１
９
８
４
年
東
京
都
立
大
学
法

学
部
政
治
学
科
卒
業
。
同
年
、

熊
本
放
送
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
入
社
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ

制
作
部
、
報
道
部
、
ラ
ジ
オ
編

成
制
作
部
を
経
て
現
職
。

　

前
震
か
ら
３
ヶ
月
の
７
月
１４
日

宮
脇　

利
充

（
熊
本
放
送
テ
レ
ビ
制
作
部
部
長
）

　

ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
放

送
人
と
し
て
ど
う
か
と
問
わ
れ
れ
ば
返
す

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。
年
に
１
度
は
実

施
し
て
き
た
地
震
対
応
の
訓
練
も
、
県
内

の
ど
こ
か
他
の
場
所
が
震
源
と
い
う
無
意

識
の
前
提
が
あ
っ
た
こ
と
を
告
白
し
な
い

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
熊
本

市
で
震
度
６
弱
、
６
強
を
記
録
す
る
大
地

震
が
発
生
し
よ
う
と
は
。
４
月
14
日
の
前

震
発
生
か
ら
翌
15
日
に
か
け
て
の
報
道
特

別
番
組
が
終
わ
り
、
漸
く
帰
宅
し
て
数

時
間
後
、
再
び
襲
っ
た
16
日
未
明
の
本

震
。
駆
け
つ
け
た
わ
が
熊
本
放
送
の
局
舎

に
明
か
り
が
灯
っ
て
い
な
い
の
を
目
撃
し

た
と
き
に
は
心
底
驚
き
ま
し
た
。
停
電

時
、
瞬
時
に
自
家
発
電
に
切
り
替
わ
る
は

ず
の
装
置
が
激
し
い
揺
れ
で
壊
れ
た
の
で

す
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
熊
本
の
民
放

４
局
が
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
い

る
市
内
の
送
信
所
で
も
同
様
の
こ
と
が

起
こ
り
、
地
震
発
生
か
ら
１
時
間
あ
ま
り
、

県
内
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
以
外
の
Ｔ
Ｖ
放
送
が
停
ま
っ

た
の
で
し
た（
ラ
ジ
オ
は
流
れ
続
け
ま
し
た
）。

し
か
し
、
そ
れ
は
後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
、

私
た
ち
報
道
制
作
局
員
は
出
社
し
た
者
か

ら
順
次
、懐
中
電
灯
で
機
材
を
用
意
し
て
取

材
に
飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
か
ら
２
週
間
は
、
空
調
が
止
ま
っ

た
局
舎
で
、
同
僚
の
多
く
は
避
難
所
か
ら
、

あ
る
い
は
車
中
泊
を
し
な
が
ら
出
社
し
、

番
組
制
作
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
が
夏
だ
っ
た
ら
放
送
機
器
が
熱

さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
放
送
は
不
可
能
だ
っ

た
ろ
う
と
技
術
ス
タ
ッ
フ
は
言
い
ま
す
。

　
　
「
ま
さ
か
、
こ
こ
で
こ
ん
な
こ
と
が
起

き
る
な
ん
て
・
・
」
震
災
に
あ
っ
た
場
所

で
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
人
が
同
じ
こ
と

を
思
っ
て
き
た
は
ず
で
す
。
日
本
で
は
、

ど
こ
で
も
被
災
地
に
な
る
可
能
性
は
あ

る
。
い
ま
で
は
そ
う
思
い
ま
す
。
熊
本
県

で
は
い
ま
だ
約
４
７
０
０
人
が
避
難
所
生

活
を
続
け
て
い
ま
す
。
地
震
の
後
の
長
い

豪
雨
で
被
害
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
復
旧
に
長
い
時
間
が
か
か

る
で
し
ょ
う
。
事
前
の
準
備
が
し
っ
か
り

出
来
て
い
な
か
っ
た
マ
ス
コ
ミ
人
で
も
、

被
災
者
の
心
情
に
寄
り
添
い
復
旧
の
様
子

を
、
そ
し
て
時
々
の
問
題
を
伝
え
続
け
る

こ
と
は
出
来
る
。
そ
う
考
え
て
、
あ
の
日

以
来
、
番
組
制
作
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
に
想
う

岩
楯　

敞
広

（
首
都
大
学
東
京
名
誉
教
授
）

　

私
は
、
母
校
東
京
都
立
大
学
（
現
：
首

都
大
学
東
京
）
土
木
工
学
科
で
15
年
、
地

震
工
学
・
耐
震
工
学
を
専
門
と
し
て
学
生

の
教
育
・
研
究
に
携
わ
り
、
退
職
後
も
名

誉
教
授
と
し
て
、
ま
た
、
中
国
上
海
交
通

大
学
の
客
員
教
授
と
し
て
、
日
本
・
中
国

の
学
生
の
教
育
・
研
究
の
指
導
を
続
け
る

と
共
に
、
現
在
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
Ｏ
Ｕ
特
任
教
授
と
し
て
、
社
会
人

を
対
象
と
し
た
防
災
研
究
・
教
育
活
動
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
約
40
年
間
に
、
日
本
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（
１
９
９
５
年
１
月
）、
東

日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
３
月
）
等
の

大
地
震
を
含
め
多
く
の
地
震
を
経
験
し
ま

し
た
。
特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ

る
耐
震
神
話
の
崩
壊
は
、
私
に
と
っ
て
、

原
点
に
立
ち
戻
っ
て
地
震
・
耐
震
研
究
を

始
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
地
震
が
起
こ
る
度
に
、「
研
究
・

教
育
の
場
は
、
現
場
に
あ
り
」
を
モ
ッ
ト

ー
（M

otto

）
に
、
助
教
の
先
生
方
や
学

生
と
と
も
に
地
震
被
害
調
査
を
実
施
し
、

被
害
の
実
態
の
把
握
と
原
因
の
究
明
を
図

り
、
そ
の
成
果
を
学
生
の
研
究
・
教
育
に

反
映
す
る
と
と
も
に
土
木
学
会
や
国
の
耐

震
基
準
の
見
直
し
・
改
定
等
に
協
力
し
て

き
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
４
月
14
日
（
前
震
）

と
４
月
16
日
（
本
震
）
に
最
大
震
度
７
の

地
震
が
連
続
し
て
発
生
し
、
そ
の
後
、
震

源
域
は
、
熊
本
県
阿
蘇
地
方
か
ら
大
分
県

に
ま
で
拡
大
し
、
死
者
49
人
、
行
方
不
明

１
名
、
被
災
者
は
、
約
18
万
人
に
達
し
、

家
に
も
戻
れ
ず
長
期
間
に
渡
っ
て
避
難
所

や
車
の
中
で
不
安
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、地
震
発
生
か
ら
、

約
１
か
月
後
の
５\

11
～
14
に
、
神
奈
川

大
学
の
先
生
と
益
城
町
、
南
阿
蘇
村
、
熊

本
市
内
な
ど
を
中
心
に
地
震
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
地
震
被
害
は
、
断
層
に
沿
っ
て

集
中
し
て
お
り
、
最
初
の
地
震
（
前
震
）

で
軽
微
な
被
害
に
留
ま
っ
て
い
た
熊
本
城

は
じ
め
、公
共
の
建
物
、一
般
住
宅
、道
路
、

阿
蘇
大
橋
な
ど
の
橋
梁
、俵
山
ト
ン
ネ
ル
、

斜
面
、
盛
土
等
が
、
本
震
で
は
、
倒
壊
す

る
等
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。早
速
、

今
回
の
地
震
被
害
調
査
結
果
を
、
大
学
院

の
授
業
や
Ｏ
Ｕ
の
公
開
講
座
等
で
紹
介
し

ま
し
た
。

　

震
度
７
の
地
震
が
連
続
し
て
起
こ
る
地

震
発
生
の
形
態
は
、
過
去
に
経
験
が
な
い

想
定
外
で
あ
り
、
ま
た
し
て
も
、
我
々
に

地
震
の
驚
異
、
新
し
い
問
題
点
を
突
き
付

け
、
我
が
国
の
国
土
と
社
会
の
地
震
に
対

す
る
脆
弱
性
を
露
呈
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。今
回
の
地
震
被
害
調
査
を
通
し
て
、

新
た
に
地
震
の
恐
ろ
し
さ
、
自
然
の
驚
異

を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。
70
才
を
越

え
た
私
で
す
が
、
今
後
と
も
、
で
き
る
限

り
現
場
に
足
を
運
び
、
最
新
の
情
報
を
吸

収
し
、
私
が
得
た
経
験
や
知
識
を
少
し
で

も
多
く
、
大
学
の
授
業
や
Ｏ
Ｕ
な
ど
の
社
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会
人
教
育
の
場
で
次
世
代
を
担
う
老
若
男

女
に
伝
え
・
継
承
す
る
と
と
も
に
、
安
全
・

安
心
の
社
会
構
築
、
都
市
の
防
災
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
（M

ission

）

南阿蘇村阿蘇大橋付近の斜面崩壊（5/12 岩楯撮影）

小　
　
　

計

合　
　
　
　

計

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
ー
ス

経
営
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
コ
ー
ス

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

知
能
機
械
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

小　
　
　

計

分
子
応
用
化
学
コ
ー
ス

建
築
都
市
コ
ー
ス

都
市
基
盤
環
境
コ
ー
ス

地
理
環
境
コ
ー
ス

都市環境学部
都市環境学科

システムデザイン学部
システムデザイン学科健康福祉学部

2349535718259474954512601,675
234848441635541464551238

看

護

学

科
64
53

理

学

療

法

学

科
30
29

作

業

療

法

学

科
30
29

放

射

線

学

科
33
31

小　
　
　

計

157
1421,358

機
械
工
学
コ
ー
ス

小　
　
　

計

電
気
電
子
コ
ー
ス

生
命
科
学
コ
ー
ス

化

学

コ

ー

ス

物
理
学
コ
ー
ス

数
理
科
学
コ
ー
ス

経

営

学

系

法

学

系

人

文

・

社

会

系

学
科
・
系
・
コ
ー
ス

都 市 教 養 学 部

理 工 学 系

2213712304047463044471,076 合格者
192202208343941244233

　

小
　

計
　

254
213815 入学者

2016年度　入試合格者・入学者数（合格者数は一般選抜の合格者数）

と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
70
才
・
80
才
は

働
き
盛
り
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
新
た
な
目
標
に
挑
戦
し
、
進
化

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

司
法
試
験
68
校
中
16
位
で

　
　
　
　
　
　
　
　

合
格
率
は
19.53
％

　

法
科
大
学
院
修
了
者
を
対
象
と
し
た
２
０

１
６
年
の
司
法
試
験
の
合
格
者
を
法
務
省
が

９
月
６
日
に
発
表
し
た
。

　

全
体
の
合
格
率
は
22.95
％
で
、
首
都
大
学

東
京
は
128
名
が
受
験
し
25
名
が
合
格
し
た
。

全
国
的
に
年
々
横
這
い
傾
向
に
あ
る
が
、

母
校
の
よ
り
一
層
の
奮
起
を
期
待
し
た
い
。

■
法
科
大
学
院
修
了
生
と

　

予
備
試
験
通
過
者
の
合
格
状
況
（
１
位
〜
20
位
）

 
１ 

一　
　
　

橋 

127 

63 

49・61

 

２ 

東　
　
　

京 

285 

137 

48・07

 

３ 

京　
　
　

都 

222 

105 

47・30

 

４ 

慶
應
義
塾 

350 

155 

44・29

 

５ 

早　

稲　

田 

424 

152 

35・85

 

６ 

神　
　
　

戸 

127 

41 

32・28

 

７ 

中　
　
　

央 

462 

136 

29・44

 

８ 

九　
　
　

州 

125 

36 

28・80

 

９ 

大　
　
　

阪 

157 

42 

26・75

 

10 

愛　
　
　

知 

15 

4 

26・67

 

11 

名　

古　

屋 

136 

34 

25・00

 

12 

東　
　
　

北 

96 

23 

23・96

 

13 

北　

海　

道 

128 

30 

23・44

 

14 

広　
　
　

島 

74 

15 

20・27

 

15 

千　
　
　

葉 

86 

17 

19・77

 

16 

首
都
大
東
京 

128 

25 

19・53

 

17 

創　
　
　

価 

67 

13 

19・40

 

18 

岡　
　
　

山 

61 

11 

18・03

 

19 

静　
　

岡
○ 

18 

3 

16・67

 

20 

神
戸
学
院
○ 

13 

2 

15・38

順
位

大
学
院
名

受験者数

合格者数

合格率
（％）

○
は
学
生
の
募
集
を
停
止
し
た
か
、
停
止
を
公
表

　

し
た
大
学
院
（
廃
止
含
む
）

　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
９
月
７
日
朝
刊
に
よ
る
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島観光協会会長の白井岩仁氏
をお招きし、講師としてお話を
していただきました。
　嘉則氏には、大島の歴史を振
り返りながらその中で営まれ
てきた産業の移り変わりにつ
いてご解説いただき、かつて大島が「ホルスタイン島」
とまで呼ばれた酪農の一大産地であったことなど内地
ではあまり知られていないかつての大島の姿をお聞き
することができました。
　岩仁氏には、大島の観光戦略についてお話をしてい
ただきました。近年では旅行客確保のためにスポーツ
大会の会場誘致に力を入れているといった最新の観光
戦略についてのお話にはじまり、三原山の噴火や台風
などの自然災害による観光業への悪影響といった大島
ならではのリスクとどう向き合うかという深刻な課題
までも包み隠さず語ってくださいました。大島の観光
のリアルな今を感じられるお話は興味深いものばかり
で、質問時間には数多くの質問が寄せられていました。
　そのほか、交通政策・公共経済学を専門とする大妻
女子大学教授の戸崎肇氏、阿佐ヶ谷アニメストリート
をプロデュースしている作戦本部㈱の代表取締役・鴨
志田由貴氏や、宮崎県を拠点に数多くの起業や社会事
業をマーケティング戦略や企画で支援している有限会
社マキノデザインの牧野剛己氏、離島創生で注目を集
める隠岐海士町の観光協会の千葉梢氏に各専門分野か
ら地方創生を語っていただき、受講生には充実した２

日間の講座となりました。
　残す３回の講座の受講はすでに募集受付
を終了しておりますが、講座の様子などは
公式ホームページ（http://www.comp.tmu.
ac.jp/tmu-shin6/）で随時更新していく予
定です。そちらもご覧のうえ、応援をよろ
しくお願いします。またお問い合わせ等は
直接「あんど！大島」プロジェクトチーム・
メールアドレス shin6www@tmu.ac.jp へ。
プロジェクト名の「あんど！」は、島言葉で「あ
るよ」を意味する「あんど」と「＆」をかけた言
葉であり、伊豆大島の魅力を複数組み合わせるこ
とで明るい未来が「あんど！（あるよ！）」とい
う想いがこめられています。

　　　「あんど！大島」プロジェクトチーム代表
システムデザイン学部教授　諸貫　信行　

　本学が総括を務める起業家養成プログラム「あん
ど！大島」の第１回講座が南大沢キャンパスにて行わ
れました。
　この講座は伊豆大島にあるさまざまな観光資源を柔
軟に組み合わせた新たな産業（新６次産業）によって、
これまでにない価値を提案できる起業家を養成する
ことをねらいとしたもので、文部科学省の平成 28 年
度「成長分野等における中核的人材育成等の戦略的推
進」受託事業としてスタートしました。
　大島では観光客数が年々減少傾向にあり、観光を主
産業とする島内の暮らしを支えるためには、これまで
にない大島の新たな魅力を発見・発信できる人材の育
成が急務となっています。そのため、この講座では一
般的な経営知識を学ぶだけにとどまらず、伊豆大島の
伝統や文化、風土を学ぶ時間も多く設けています。
　中でも特筆すべきは計４回（８日間）の講座の内、
３回（６日間）は伊豆大島の現地学習を行う点でしょ
う。現地学習では椿花ガーデンの他、牛乳工場、くさ
や工場など普段は立ち入れない大島の地場産業の現場
を実際に見て、学ぶことができます。
　10 月１日、２日の２日間にわたり国際交流会館で
開催された第１回講座には伊豆大島での起業を目指す
数多くの受講生が集まり、講座の内容に熱心に耳を傾
けていました。
　当日の講座は、まず学長代理として西村和夫副学長
にご挨拶をいただいた後、各界でご活躍されている講
師陣による講義が行われました。講師の中には本学の
初代理事長を 2013 年までお務めになった高橋宏氏の
お姿もあり、「起業家精神と喧嘩の作法」と銘打った
講義で自身の日本郵船代表取締役時代や郵船航空サー
ビス社長時代を振り返り、起業家・リーダーのあるべ
き心構えについて熱く語りかけていらっしゃいました。
　また、大島からも㈱大島牛乳社長の白井嘉則氏と大

　伊豆大島と起業家をつなぐ「あんど！大島」　第６次産業起業家養成プログラムが開始

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

２
０
１
６
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
隅
良
典
さ
ん
の
奥

様
満
里
子
さ
ん
（
旧
姓
中
沢
さ
ん
）
は
都

立
大
学
理
学
部
生
物
学
科
を
１
９
６
９
年

（
17
期
）
に
卒
業
さ
れ
た
同
窓
生
で
す
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

報
道
か
ら
み
る
と
良
典
さ
ん
の
受
賞
も

満
里
子
さ
ん
と
の
共
同
受
賞
と
言
っ
て
も

過
言
で
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
も
卒
業
生
の
中
に
こ
の

よ
う
な
栄
誉
の
影
の
功
労
者
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
い
限

り
で
す
。

　

早
速
、
同
窓
会
会
長
名
で
、
お
祝
い
の

電
報
を
お
届
け
し
、
さ
さ
や
か
で
す
が
、

祝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
（
広
報
委
員
会
委
員
長　

黒
川　

信
）
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母 校 は い ま
見出しの 印は同窓会で
支援している行事です。

　

２
０
１
５
年
度
卒
業
式

　

３
月
24
日
（
木
）
有
楽
町　

東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム　

ホ
ー
ル
Ａ
に
お
い
て
平
成

27
年
度
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
卒
業
生
は
卒
業
者
・
修
了
者
合
計

２
３
９
６
名
で
し
た
。
内
訳
は
学
部
卒
者

１
５
８
９
名
、
健
康
福
祉
学
部
助
産
学
専

攻
９
名
、大
学
院
博
士
前
期（
修
士
）679
名
、

博
士
後
期
（
博
士
）
61
名
、
専
門
職
学
位

58
名
大
学
院
修
了
者
合
計
798
名
で
す
。
卒

業
生
・
終
了
生
は
午
前
10
時
か
ら
の
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
卒
業
式
、
そ
の
後

南
大
沢
・
日
野
・
荒
川
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス

に
戻
っ
て
大
学
院
研
究
学
科
・
学
部
・
系
・

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
学
位
授
与
式
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
会
場
、
学
外
の
会
場
で

の
系
・
コ
ー
ス
別
、
或
い
は
ゼ
ミ
・
研
究

室
な
ど
の
集
ま
り
が
あ
り
、
朝
か
ら
晩
ま

で
忙
し
く
も
希
望
に
満
ち
た
一
日
を
過
ご

し
た
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
６
年
度
入
学
式

　

４
月
３
日
午
後
２
時
30
分
か
ら
有
楽
町……

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
平
成

28
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
の
入
学
生
は
、
学
部
１
６
５
６
名
、
大

学
院
865
名
、
合
計
２
５
２
１
名
で
し
た
。

　

式
典
は
、
上
野
学
長
式
辞
、
舛
添
知
事

祝
辞
（
秋
山
副
知
事
代
読
）、
川
井
都
議

会
議
長
・
川
渕
理
事
長
・
黒
石
同
窓
会
会

長
・
福
地
Ｕ
ク
ラ
ブ
会
長
の
挨
拶
と
続
き
、

先
輩
か
ら
新
入
生
へ
の
贈
り
物
と
し
て
首

都
大
学
東
京
管
弦
楽
団
の
演
奏
、
エ
リ
カ

混
声
合
唱
団
・
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
合

唱
、
応
援
団
・
男
女
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

部
に
よ
る
エ
ー
ル
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
野
学
長
式
辞
要
約
は
、

http://w
w
w
.tm
u.ac.jp/new

s/topics/
12774/12775.htm

l

　

川
渕
理
事
長
祝
辞
要
約
は
、

http://w
w
w
.tm
u.ac.jp/new

s/topics/
12774/12776.htm

l

　

黒
石
同
窓
会
会
長
祝
辞
要
約
は
、

http://w
w
w
.com

p.tm
u.ac.jp/dousou

kai/　

首
都
大
学
東
京
同
窓
会
外
部
リ
ン

ク
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
大
阪
府
大
戦
は
敵
地
大
阪
で
、

　
　
　

14
勝
16
敗
１
引
き
分
け
で
惜
敗
！

　

７
月
１
日
（
金
）
～
３
日
（
日
）
大
阪

府
立
大
学
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
第
64
回
首
都
大

学
東
京
・
大
阪
府
立
大
学
総
合
競
技
大
会

は
今
回
のA

w
ay

で
勝
利
す
れ
ば
４
連

勝
、
20
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
る
筈
で
し
た

が
、
結
果
は
首
都
大
学
東
京
の
14
勝
16
敗

１
引
き
分
け
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
第
64
回

の
競
技
は
、
水
泳
と
ヨ
ッ
ト
の
期
間
外
２

種
目
と
期
間
内
25
種
目
計
27
種
目
、
男
女

別
を
加
え
る
と
31
種
目
に
て
戦
わ
れ
ま
し

た
（
合
気
道
は
合
同
練
習
）。
大
会
期
間

中
は
連
日
35
度
の
猛
暑
日
に
迫
る
暑
さ
で

し
た
が
大
き
な
事
故
も
な
く
滞
り
な
く
行

わ
れ
ま
し
た
。
首
都
大
学
東
京
か
ら
は
約

500
名
の
選
手
団
、
川
渕
理
事
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
教
職
員
が
参
加
、
同
窓
会
か

ら
は
黒
石
会
長
、
松
浦
事
務
局
長
、
杉
村

次
長
が
応
援
に
出
向
き
ま
し
た
。

　　

横
浜
市
立
大
学
定
期
戦
は

　
　
　
　
　

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勝
利

　

６
月
５
日（
日
）第
35
回
首
都
大
学
東
京
・

横
浜
市
立
大
学
定
期
戦
が
南
大
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
開
催
趣
旨
（
横
浜
市
立
大
学
Ｈ
Ｐ
か
ら

転
載
）
東
京
と
神
奈
川
を
代
表
す
る
公

立
校
で
あ
る
両
校
の
親
睦
を
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
深
め
る
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
心
身

練
磨
に
励
ん
で
き
た
選
手
が
一
堂
に
会
し

て
し
の
ぎ
を
削
り
、
そ
の
成
果
を
示
す
と

と
も
に
両
校
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
◇

こ
の
趣
旨
に
沿
っ
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

学位記（卒業証書）を抱え喜び溢れ、記念撮影をする卒業生

首都大学東京管弦楽団によるドヴォルザーク作曲交響曲
第５番の演奏で新入生を祝福しました

首都大　応援団・チアガール・ボーイが一体となって応援し
たが一歩及ばぬ結果になりました
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母校はいま □

れ
、
10
勝
３
敗
の
戦
績
で
本
校
が
勝
利
し

ま
し
た
。
通
算
成
績
は
首
都
大
学
東
京
の

27
勝
４
敗
３
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
与
式
を
開
催

　

３
月
22
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
本
部

棟
大
会
議
室
に
お
い
て
平
成
27
年
度
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
賞
の
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
授
賞
式
に
は
上
野
学
長
、
西

村
副
学
長
、
真
鍋
学
生
委
員
会
委
員
長
、

木
幡
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長
、

黒
石
同
窓
会
長
が
出
席
、
黒
石
会
長
か
ら

受
賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、副
賞（
金

一
封
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

の
受
賞
団
体
は
次
の
通
り
１
団
体
２
個
人

で
し
た
。

　

＊
陸
上
競
技
部　

服
部　

俊

　
「
第
84
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対

抗
選
手
権
」
男
子
１
５
０
０
Ｍ
走

に
お
い
て
、
全
国
第
８
位
と
い
う

成
績
を
収
め
、入
賞
を
果
た
し
た
。

　

＊
ラ
グ
ビ
ー
部

関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
５
部

に
お
い
て
平
成
27
年
度
は
全
戦
全

勝
を
達
成
し
、
上
部
リ
ー
グ
と
の

入
れ
替
え
戦
の
勝
利
も
収
め
、
４

部
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
を
果
た
し
た
。

４
部
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
は
、
都
立

大
学
時
代
よ
り
17
年
ぶ
り
の
快
挙

で
し
た
。

　

＊
横
田
か
ほ
り
、
新
井
志
緒
（
都
市
環

境
科
学
研
究
科
分
子
応
用
化
学
域
博

士
前
期
過
程
２
年
）

東
日
本
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
中
で
飯
館
村
支
援
に
重
点
を
置

き
、「
原
木
キ
ノ
コ
の
放
射
性
物

質
の
汚
染
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
調
査

を
２
年
間
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

適
切
な
対
策
を
と
れ
ば
飯
館
村
で

も
汚
染
さ
れ
な
い
マ
イ
タ
ケ
を
栽

培
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

農
業
再
開
に
に
多
大
な
貢
献
を
遂

げ
た
。

　

第
８
回
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
与
式
を
開
催

　

３
月
22
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

同
窓
会
主
催
の
「
第
８
回
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」
の
授
与
式
が
本
部
棟

大
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
15

件
の
応
募
が
あ
り
、
２
月
に
開
か
れ
た
審

査
委
員
会
の
結
果
、
次
の
３
団
体
２
個
人

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

＊
山
本
彩
華
、
中
村
芽
莉

テ
ー
マ
：
生
命
科
学
コ
ー
ス
新
１

年
向
け
情
報
雑
誌
「
生
命
科
学
満

喫
の
ス
ス
メ
」
の
制
作

表
彰
理
由
：
後
輩
に
有
意
義
な
学

生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
や
り
と
同
時
に
そ
れ
を
授
業

に
も
活
用
で
き
る
レ
ベ
ル
の
冊
子

に
ま
と
め
た
努
力
を
評
価
。

　

＊H
appy Circle International

「
世
界
の
幸
せ
つ
な
げ
て
み
る
会
」

（
代
表　

森　

久
美
子
）

テ
ー
マ
：
世
界
で
生
き
る
こ
ど
も

た
ち
のH

appy…Life

を
応
援
し

ま
す
！…

表
彰
理
由
：
在
留
外
国
人
の
子
供

や
そ
の
親
に
対
し
て
、
多
分
野
の

専
門
家
を
巻
き
込
ん
で
広
範
囲
な

面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
立

ち
上
げ
、困
難
に
直
面
し
な
が
ら
、

粘
り
強
く
取
り
込
み
、
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。

　

＊
首
都
大
学
東
京
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
（
代
表　

平
野　

諒
）

テ
ー
マ
：
関
東
大
学
ラ
グ
ビ
ー
リ

ー
グ
戦
に
お
け
る
成
績
と
一
年
間

の
諸
活
動
。

表
彰
理
由
：
抱
え
て
い
た
課
題
を

自
分
た
ち
の
努
力
や
工
夫
で
乗
り

越
え
、
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
や
大

阪
府
大
戦
で
立
派
な
成
績
を
挙
げ

た
。

　

＊
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
代
表　

真
壁　

健
二
）

テ
ー
マ
：
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
に

お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｔ
賞
受
賞
。

表
彰
理
由
：
膨
大
な
作
業
や
課
題

スクラムからボールを出すラグビー　47 対 21 で首都大が快勝

スポーツ文化活動賞受賞者の記念撮影
前列中央左：黒石同窓会長、同右：上野学長

ファイティングスピリット受賞者全員で記念撮影
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□ 母校はいま

を
、
メ
ン
バ
ー
各
自
の
自
主
的
な

努
力
と
そ
れ
を
チ
ー
ム
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
全
体
の
技
術
を
高

め
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
克
服

し
、
優
れ
た
開
発
の
進
め
方
を
作

り
上
げ
た
点
を
評
価
。

　

第
４
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
付
式
を
開
催

　

８
月
３
日
（
水
）
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

理
事
長
室
に
お
い
て
第
４
回
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
奨
励
賞
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
10
件
の
応
募
が
あ
り
６
名
の
審
査

員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
４

件
に
助
成
金
の
交
付
が
決
ま
り
ま
し
た
。

＊
Ｔ
Ｍ
Ｕ
―
Ｓ
Ｆ
Ｃ
・
体
験
！
化
学
実
験

実
行
委
員
会

代
表
者　

吉
田　

俊
（
都
市
教
養
学

部
化
学
コ
ー
ス
３
年
）

テ
ー
マ　

大
学
祭
期
間
中
に
開
催
す

る
「
体
験
！
化
学
実
験
２
０
１
６
」

お
よ
び
学
外
で
実
験
す
る
「
出
張
！

化
学
実
験
教
室
」

＊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

有
志代

表
者　

木
村　

汐
里
（
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
学
域
修
士
２
年
）

テ
ー
マ　

過
疎
化
が
進
む
集
落
で
の

子
供
向
け
行
事
の
復
活

＊
荒
川
キ
ャ
ン
東
北
応
援
隊

代
表
者　

長
田　

光
平
（
健
康
福
祉

学
部
理
学
療
法
学
科
３
年
）

テ
ー
マ　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
お

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

＊
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

代
表
者　

真
壁　

健
二
（
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
学
部
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム

工
学
３
年
）

テ
ー
マ　

シ
ス
テ
ム
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
の
制
作
活
動

　

A
corn C

afé

が
新
規
開
店

　

３
月
15
日
13
時
にA

corn…C
afé

が

大
講
堂
玄
関
ホ
ー
ル
に
開
店
し
ま
し
た
。

営
業
時
間
は
月
～
金
８
：
30
～
16
：
30
、

コ
ー
ヒ
ー
Ｓ
￥
110･

Ｍ
￥
150
、
カ
フ
ェ
ラ

テ
￥
150
な
ど
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
ハ
ン
バ

ー
カ
ー
、
か
ら
揚
げ
、
お
弁
当
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
開
店
当
日
は
、
12
時
か

ら
盛
大
な
式
典
が
行
わ
れ
、
学
生
コ
ー
ラ

スD
aslied

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
府
馬
総

務
課
長
に
よ
る
開
店
ま
で
の
経
緯
説
明
、

川
渕
三
郎
理
事
長
、
上
野
淳
学
長
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し
の
伊
東
勤
理
事
長
の

挨
拶
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
そ
し
て
首
都
大

学
東
京
管
弦
楽
団
に
よ
る
乾
杯
の
歌
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

店
名A

corn…Café…

のA
corn

は
、
ド

ン
グ
リ
（
ナ
ラ
・
カ
シ
の
果
実
）
と
い
う

意
味
の
英
語
で
す
。

　

高
大
連
携
室
が
１
号
館
に
移
転

　　

大
講
堂
玄
関
ホ
ー
ル
に
あ
っ
た
「
高
大

連
携
室
」
は
、
同
ホ
ー
ル
ス
ペ
ー
ス
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「A

corn…Café

」
の
開
店

に
伴
い
、
向
い
の
１
号
棟
１
階
右
奥
に
移

転
し
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
内
の

　
　
　
　

茶
室
で
「
ひ
な
祭
り
」
を
開
催

　

３
月
１
日
か
ら
３
日
間
、
国
際
交
流
会

館
内
の
茶
室
「
恕
庵
」
に
お
い
て
留
学
生

向
け
に
ひ
な
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
際
セ
ン
タ
ー
の
岡
部
豊
特
任
教
授
が

中
心
と
な
り
、
国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
室
が

学
生
・
Ｏ
Ｂ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
企
画
・
運
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

留
学
生
に
日
本
文
化
の
一
端
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

折
り
し
も
期
間
中
、
国
際
交
流
会
館
で

開
催
さ
れ
て
い
た
気
象
学
の
国
際
会
議

（
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
水
文
気
候
研
究
計

画M
A
H
A
SRI

）
に
出
席
の
多
く
の
外
国

人
参
加
者
も
見
学
に
来
て
大
変
な
盛
況
振

り
で
し
た
（
20
頁
参
照
）。

黒石同窓会長から交付を受ける TMU-FSC 体験！
化学実験隊の吉田　俊君

ひな祭りで留学生に説明をする岡部豊特任教授

まもなく開店で賑わう Acorn Café
（大講堂入り口ロビーであった場所）
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首
都
大
学
東
京

　
　
　
　
　
　
　

一
時
保
育
施
設
を
開
設

　

研
究
や
仕
事
を
継
続
し
な
が
ら
子
供
を

容
易
に
生
み
育
て
る
保
育
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、「
首
都
大
学
東
京
一
時
保
育
施

設
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

場　
　

所
：
南
大
沢
駅…

徒
歩
７
分（
学
外
）

保
育
日
：
年
末
年
始
を
除
く
平
日

保
育
時
間
：
８
時
10
分
～
20
時

保
育
対
象
：
生
後
57
日
～
小
学
校
就
学
前
児

定　
　

員
：
５
名（
先
着
順
に
よ
る
受
付
）

利
用
対
象
：
本
学
教
職
員
・
本
学
在
学
中

の
学
部
及
び
大
学
院
の
正
規

学
生

利
用
料
金
：
学
生
１
時
間
400
円
、
一
日
の

上
限
２……,
５
０
０
円

　
　
　
　
　

教
職
員
１
時
間
800
円
、
一
日

の
上
限
５……,
０
０
０
円

　

ご
利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
首
都
大
学
東
京
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室
（
南
大
沢
図
書
館

１
階
）
電
話042-677-1337

（
直
通
）
へ

　

国
際
交
流
会
館
中
庭
に
あ
る
茶
室
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
際
交
流
会
館
の
中
庭
に
は
立
派
な
茶

室
が
あ
り
ま
す
。
１
９
９
１
年
に
都
立
大

学
が
目
黒
か
ら
南
大
沢
に
移
転
す
る
際
に

国
際
交
流
会
館
の
建
設
が
企
画
さ
れ
、
そ

の
際
に
茶
室
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
茶

室
は
現
在
名
鉄
犬
山
ホ
テ
ル
に
あ
る
茶
室

「
如
庵
」（
１
９
５
１
年
に
国
宝
に
指
定
）

を
模
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
如
庵
は

１
６
１
８
年
に
織
田
信
長
の
弟
、
織
田
有

楽
斎
に
よ
り
京
都
・
建
長
寺
に
建
造
さ
れ

た
茶
室
で
す
。
国
際
交
流
会
館
に
あ
る
茶

室
の
名
称
は
、
南
大
沢
移
転
の
時
の
佐
野

総
長
の
提
案
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
如
庵
」

の
「
如
」
の
字
の
下
に
「
心
」
を
加
え
「
恕

庵
」（Jo-an

）
と
命
名
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
　

　

首
都
大
学
東
京

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　　

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を

更
に
推
進
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
独
創
性

を
備
え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
１
号
館
１
階
に

「
首
都
大
学
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
、
①
情
報
提
供
・

発
信
②
活
動
サ
ポ
ー
ト
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
運
営
の
３
つ
の
柱

に
よ
り
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
代
表
さ
れ

る
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
要
す
る
イ
ベ
ン
ト
等

の
実
施
の
際
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人

材
の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
こ
う
し

た
大
学
の
取
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
R
L
:http://w

w
w
.gs.tm

u.ac.jp/
gakuseika/…

　

機
械
系
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
（
学
科
同
窓
会
）
が
設
立

　

６
月
11
日
（
土
）
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

理
工
系
ゾ
ー
ン
に
あ
る
11
号
館
204
教
室
に

て
機
械
系
同
窓
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
立

大
学
・
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
の
機
械

系
学
科
コ
ー
ス
の
学
科
同
窓
会
の
設
立
総

会
で
す
。
発
起
人
代
表
で
あ
る
西
村
尚
都

立
大
学
名
誉
教
授
（
都
・
11
・
工
）
か
ら

設
立
趣
旨
説
明
・
規
約
の
審
議
が
行
わ
れ
、

質
疑
の
後
、
名
称
は
機
綱
（
き
ず
な
）
会

と
決
ま
り
、
初
代
会
長
に
西
村
尚
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
（
21
頁
参
照
）。

　

細
野
秀
雄
氏
が
日
本
国
際
賞
を
受
賞

　

細
野
秀
雄
氏
（
都
・
25
・
工
・
工
化
卒

―
東
京
工
業
大
学
科
学
技
術
創
成
研
究
院

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
材
料
研
究
所
教
授
、
同
大

学
元
素
戦
略
セ
ン
タ
ー
長
）
が
２
０
１
６

年
（
第
32
回
）
日
本
国
際
賞
「
物
質
、
材

料
、
生
産
」
分
野
に
て
日
本
国
際
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
国
際
賞
と
は
、
全
世
界
の
科
学
技

術
者
を
対
象
と
し
、
独
創
的
で
飛
躍
的
な

成
果
を
挙
げ
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
大
き

く
寄
与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
人
に
与
え
ら

れ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
並
み
の
世
界
的
な
賞
で

す
（
内
閣
府
〈
国
際
賞
〉
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）。

一時保育施設の一室

国際交流会館中庭にある国宝を模した茶室「恕庵」

ボランティア募集や講座・助成金等の情報
を提供する掲示板

母校はいま □
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□ 母校はいま

　

細
野
秀
雄
氏
は
、
昨
年
11
月
３
日

（
火
・
文
化
の
日
）
に
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
講
演
会（
同
窓
会
主
催
）で
テ
ー
マ「
新

素
材
研
究
の
醍

醐
味
」
～
身
近

に
あ
る
数
多
く

の
新
素
材
～
に

つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　　

清
水
敏
男
氏
が
仏
芸
術
文
化
勲
章

　
　
　
　
　
　

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
賞
を
受
賞

　

２
０
１
１
年
・
12
年
の
本
学
寄
付
講
義

の
講
師
を
さ
れ
た
清
水
敏
男
氏
（
都
・
25
・

人
文
・
仏
文
、
清
水
敏
男
ア
ー
ト
オ
フ
ィ

ス
社
長
、
学
習
院
女
子
大
学
教
授
）
が

フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
文
化
勲
章
シ
ュ
ヴ
ァ
リ

エ
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
芸
術
文
化
勲

章
は
１
９
５
７
年
に
創
設
さ
れ
、
仏
文
化

の
紹
介
者
・
普
及
の
実
務
者
・
支
援
者
に

贈
ら
れ
る
名
誉
あ
る
勲
章
で
、
こ
こ
10
年

間
で
北
野
武
・

松
本
零
士
・
滝

川
ク
リ
ス
テ
ル

等
120
余
名
の
日

本
人
が
授
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
初
の
養
護
教
諭
１
種
免
許
取
得
者
誕
生

　
　
　
　

～
６
名
が
養
成
課
程
を
終
了
～

　

本
学
で
初
め
て
と
な
る
養
護
教
諭
１
種

免
許
の
取
得
者
が
、
こ
の
春
６
名
誕
生
し

ま
し
た
。
養
護
教
諭
は
、
い
わ
ゆ
る
保
健

室
の
先
生
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
救
護

活
動
の
ほ
か
、
学
校
内
の
安
全
や
衛
生
状

態
を
管
理
し
、
教
育
も
行
う
立
場
に
な
り

ま
す
。
養
護
教
諭
１
種
免
許
は
こ
の
仕
事

に
就
く
た
め
の
資
格
で
、
看
護
学
科
の
過

程
に
加
え
て
学
校
で
の
養
護
実
習
を
含
む

33
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業

時
に
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

首
都
大
で
は
平
成
24
年
度
入
学
者
か
ら

養
成
過
程
を
設
け
て
お
り
、
今
回
が
始
め

て
の
過
程
修
了
者
に
な
り
ま
す
。

　

本
学
の
志
願
者
数
が
大
幅
に
増
加…

　

首
都
大
学
東
京
の
志
願
者
数
が
本
年
は

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
少
子
化
が
進

む
中
、
他
大
学
に
比
較
し
て
驚
異
的
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。
受
験
生
の
本
学
に

対
す
る
評
価
が
高
く
な
っ
た
結
果
だ
と
思

い
、
学
部
名
の
改
訂
も
あ
り
来
年
度
は
更

な
る
伸
び
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

異
文
化
理
解
講
座
で

　
　
　
　
　
　

箱
根
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

　

新
た
に
本
学
に
入
学
し
た
外
国
人
留
学

生
を
対
象
と
し
て
、
日
本
の
歴
史
や
文

化
・
習
慣
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
日

本
人
学
生
お
よ
び
教
職
員
と
親
睦
を
図
る

目
的
で
国
際
課
で
は
、
毎
年
春
秋
の
２
回

バ
ス
ツ
ア
ー
に
よ
る
異
文
化
理
解
理
解
講

座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
４
月
23

日
（
土
）、
神
奈
川
県
箱
根
町
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、
箱
根
関
所
の

見
学
。
箱
根
神
社
参
拝
と
散
策
、
芦
ノ
湖

遊
覧
船
「
海
賊
船
」
の
乗
船
な
ど
行
い
、

自
然
の
美
し
い
景
色
を
満
喫
し
、
日
本
の

文
化
に
触
れ
る
良
い
機
会
で
、
大
勢
の
友

人
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
大
変
好
評
で

し
た
。

養護教諭一種免許を取得した６名の卒業生

箱根バスツアーを楽しんだ留学生

2016 年度 主な国公立大学の志願者数
（2016 年 6 月 12 日号　サンデー毎日より転写）

大　学　名（所在地） 志願者数 （前年度比）

北 海 道 大（北海道） 9,919 （ 85）

東　北　大（宮　城） 6,169 （ －219）

筑　波　大（茨　城） 6,370 （ －78）

千　葉　大（千　葉） 11,357 （ 1,212）

東　京　大（東　京） 9,278 （ －3,106）

東京工業大（東　京） 4,401 （ 115）

一　橋　大（東　京） 4,172 （ 51）

横浜国立大（神奈川） 7,839 （ －315）

名 古 屋 大（愛　知） 4,797 （ －182）

京　都　大（京　都） 8,353 （ 312）

大　阪　大（大　阪） 10,434 （ 107）

神　戸　大（兵　庫） 9,889 （ －97）

九　州　大（福　岡） 7,739 （ 87）

首都大東京（東　京） 8,481 （ 258）

大阪市立大（大　阪） 5,857 （ －44）

大阪府立大（大　阪） 8,439 （ －87）
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日
野
キ
ャ
ン
パ
ス 

新
実
験
棟〈
３
・
４
・

　
　
　

５
号
館
〉
の
完
成
に
よ
り
大
変
貌

　　

日
野
キ
ャ
ン
パ
ス
が
新
実
験
棟
の
完
成

に
よ
り
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
モ
デ
ル
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
、
北
門

付
近
に
分
散
し
て
い
た
風
洞
実
験
施
設
・

ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
実
験
施
設
等
の
各
研

究
施
設
を
新
実
験
棟
（
３
号
館
）
に
集
約

し
、
正
門
か
ら
入
っ
て
４
号
館
・
５
号
館

ま
で
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
キ
ャ
ン
パ
ス
コ

ー
ト
は
快
適
な
美
し
い
緑
の
広
場
に
造
成

さ
れ
、
高
度
な
研
究
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る

素
晴
ら
し
い
環
境
に
変
貌
し
ま
し
た
。

　

新
実
験
棟
は
、
建
築
面
積
約
４……,
６
９

０
㎡
、
延
床
面
積
約
９……,
５
８
０
㎡
、
地

上
２
階
（
３
号
館
〉
地
上
４
階
塔
屋
１
階

（
４
・
５
号
館
）
で
す
。

様変わりした日野キャンパスの俯瞰

…

ひ
な
飾
り
一
般
公
開
と

ひ
な
祭
り
に
関
す
る
報
告

　
　

国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

岡
部　

豊

　

背
景

　

都
立
大
学
の
南
大
沢
移
転
時
に
、
七
段

飾
り
の
ひ
な
飾
り
を
吉
徳
大
光
か
ら
寄
贈

を
受
け
、
国
際
交
流
会
館
中
庭
に
あ
る
茶

室
で
、
２
～
３
月
に
公
開
し
て
い
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
首
都
大
学
へ
の
移
行
の
前

あ
た
り
か
ら
、
ひ
な
人
形
を
飾
る
こ
と
な

く
、死
蔵
さ
れ
て
い
た
。
２
０
１
３
年
に
、

当
時
の
国
際
セ
ン
タ
ー
の
海
野
准
教
授
、

野
本
職
員
に
よ
り
、
国
際
交
流
会
館
四
階

に
ひ
な
人
形
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
飾
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
卒
業
生
の
久
崎
様
が
ご
自
宅

で
ひ
な
祭
り
を
行
い
、
留
学
生
、
在
学
生

が
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
ご
自
宅
が
少

し
遠
い
こ
と
も
あ
り
、
学
内
で
ひ
な
人
形

を
飾
り
、
留
学
生
に
見
て
も
ら
っ
た
ら
ど

う
か
と
岡
部
が
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
卒
業

生
等
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
Ｍｅ
Ｃ
の
メ
ン

バ
ー
の
方
々
が
賛
同
さ
れ
た
。

　

２
０
１
６
年
１
月
に
、
ひ
な
飾
り
の
確

認
を
し
て
、
保
管
状
態
が
よ
い
こ
と
が
わ

か
り
、
海
老
原
国
際
セ
ン
タ
ー
長
、
島
田

国
際
課
長
に
も
相
談
し
て
、
ひ
な
飾
り
の

一
般
公
開
、
ひ
な
祭
り
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
場
所
と
し
て
、
茶
室
を
利
用
す
る
こ

と
と
し
、
茶
室
の
由
来
等
に
つ
い
て
、
建

築
の
名
誉
教
授
の
深
尾
先
生
に
伺
う
な
ど

し
た
。

　

ひ
な
祭
り

　

Ｍ
ｅ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
素
案
を

策
定
し
た
が
、
運
営
は
有
志
学
生
が
行

っ
た
。
司
会
は
、
数
理
科
学
コ
ー
ス
３

年
の
上
野
君
、
歌
唱
指
導
は
、
人
文
４
年

で
エ
リ
カ
合
唱
団
の
伊
藤
さ
ん
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
（
録
音
し
て
持
参
）
は
、
人
文
４
年

の
三
浦
君
が
担
当
し
た
。
国
際
交
流
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ルH

ands

の
メ
ン
バ

ー
、
学
生
国
際
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
生
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
た
。
初
め
に
海
老
原
副
学

長
・
国
際
セ
ン
タ
ー
長
に
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
タ
イ
、
中
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
の

留
学
生
、
日
本
人
学
生
、
国
際
セ
ン
タ
ー

等
本
学
教
員
・
職
員
、
Ｍｅ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
、

同
窓
会
事
務
局
関
係
者
等
、
30
名
程
度
の

参
加
で
、
ひ
な
祭
り
の
紹
介
、
留
学
生
に

よ
る
各
国
の
女
の
子
の
た
め
の
祭
り
を
紹

介
、
ひ
な
祭
り
の
歌
の
斉
唱
な
ど
を
行
っ

た
。
後
半
に
は
、
都
市
環
境
・
分
子
応
用

化
学
の
久
保
教
授
を
代
表
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
で
来
学
中

の
、
バ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
共
和
国
）
の
学
生
10
名
、
教
員
１
名

が
参
加
さ
れ
た
。

　

ひ
な
飾
り
一
般
公
開

　

３
月
１
日
（
火
）
～
３
月
３
日
（
木
）

に
ひ
な
飾
り
を
一
般
公
開
し
た
。
３
日
間

で
、
延
べ
100
名
を
越
す
見
学
者
が
あ
っ
た

が
、
特
に
３
月
２
日
（
水
）
～
３
月
４
日

（
金
）
に
都
市
環
境
・
地
理
環
境
の
松
本

教
授
を
主
催
者
と
す
るM

A
H
A
SRI

国

際
科
学
会
議
＆
気
侯
学
国
際
研
究
セ
ン
タ

ー
の
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
が
国
際
交
流
会
館

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
参

加
者
が
多
数
、
参
加
さ
れ
た
。

　

ひ
な
飾
り
の
飾
り
付
け
、
片
付
け

　

Ｍｅ
Ｃ
関
係
者
、
学
生
等
が
協
力
し
て

行
っ
た
が
、
特
に
、
同
窓
会
事
務
局
の
女

性
陣
が
ひ
な
人
形
の
保
管
等
に
つ
い
て
的

確
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

　

ひ
な
祭
り
の
紹
介
、
本
学
の
茶
室
の
由

来
、茶
室
前
の
庭
に
あ
る
「
し
し
お
ど
し
」

の
紹
介
を
す
る
英
文
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
参
加
者
に
配
布
し
た
が
、
好
評

で
あ
っ
た
。
茶
室
、「
し
し
お
ど
し
」
の

部
分
は
、
季
節
に
よ
ら
な
い
で
、
常
時
用

意
し
て
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者
等
に
配
布

し
た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
る
。
茶
室

に
つ
い
て
、
深
尾
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
と

伺
っ
た
。

母校はいま □
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平成 28 年度　首都大学東京　教員免許状更新講習　開設結果報告

　６月 11 日（土）　180 名に近い卒業生が南大沢キャ
ンパスに集い、首都大学東京、都立大学、都立科学技
術大学の機械系の同窓会「機綱会」が設立されました。
　機械の「機」ははたをおる装置に由来するといわれ
ています。機械系の研究室の卒業生、在校生、教職員
で力を合わせ、切磋琢磨することで太く、強く、結束
の固い綱を編むことで絆を深め、日本の技術を世界の
技術に貢献していけるようにと選ばれた名前です。
　構成される機械系の学科、コースは、鮫洲を発祥の
地とし、深沢、南大沢へとつながる都立大学工学部機
械工学科、南大沢へとつながる都立大学工学部機械工
学科、南大沢の移転に合わせて誕生した都立大学精密
機械工学科、鮫洲にその源流がある都立科学技術大学
の機械システム工学科、首都大学東京への再編にあわ

機械系の同窓会「機綱会」設立

せて生まれた都市教養学部理工学系の機械工学コー
ス、システムデザイン学部のヒューマンメカトロニク
スシステムコースとその流れをくむ知能機械システム
コースです。
　インターネット、メールだけでのご案内となり、設
立にあたりご連絡が不十分となり、失礼をいたしまし
た。
　ご案内が届いていない卒業生の方がおられました
ら、メールアドレスをご登録いただければ幸いです。
　卒業生、現役生、教職員で力を合わせ「機綱会」を
創っていければと思っております。
　皆様のご参加をお待ちしております。
連絡先：tmu_mech_almuni@.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　（小原　弘道　記）

　８月４日（木）、５日（金）、８日（月）〜 10 日（水）
まで、教員免許状更新講習を実施いたしました。
　今年は、必修領域１講座、選択必修領域１講座、選
択領域 11 講座を開設し、教員免許状を有する多くの

2016 年度（平成 28 年度）首都大学東京　教員免許状更新講習　開設結果報告

方々が東京都内外から受講されました。
　次年度も８月に講習を開設する予定です。卒業生で
受講対象者になられる方は、是非、懐かしい母校で更
新講習を受講してみませんか。

　　月　日 曜日 領域区分　 講習時間　　　　　　　講　　　　　座　　　　　名　　　　　　　受講者数／定員

　8月 4日 木 必　　修 6 時間 【必修】教育の最新事情 48／ 50 名

　8月 5日 金 選択必修 6 時間 【選択必修】学校、家庭、地域の連携 47／ 50 名

  選 択 １ 6 時間 【選択】最近の地理学 9／ 25 名

　
8月 8日 月

 選 択 ２ 6 時間 【選択】歴史研究の最前線 9／ 25 名

  選 択 ３ 6 時間 【選択】日本語・日本文学研究の現在 7／ 25 名

  選 択 ４ 6 時間 【選択】授業での ICTとマルチメディアの活用 23／ 25 名

  選 択 ５ 6 時間 【選択】多文化・多民族共生と教育 15／ 25 名

　
8月 9日 火

 選 択 ６ 6 時間 【選択】数学的な考え方とその応用 11／ 25 名

  選 択 ７ 6 時間 【選択】考える力をつける対話授業法：生物を中心に 7／ 25 名

  選 択 ８ 6 時間 【選択】物質化学・科学分野における最新の研究と化学教育 6／ 25 名

  選 択 ９ 6 時間 【選択】物理における最新の研究と物理の授業法 7／ 25 名

　8月10日 水 選 択 10 6 時間 【選択】高校生物の本質と重要点：何をどう教えるか 4／ 25 名

  選 択 11 6 時間 【選択】子どもの心理社会的な発達の理解 23／ 25 名
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平成30年度　首都大学東京の組織再編の構想案

現在の学部構成 再編後（平成30年度～）

　【学部】 　【大学院】　　　　　　　　　　　　　博士前期  博士後期都市教養学科

都市環境学科

人文・社会系 （200名）
社会学コース
心理学・教育学コース
国際文化コース

法学系 （200名）
法律学コース
政治学コース

経営学系 （240名）
経営学コース
経済学コース

理工学系
数理科学コース （40名）
物理学コース （45名）
化学コース （45名）
生命科学コース （50名）
電気電子工学コース （40名）
機械工学コース （40名）

都市政策コース （２年次進級時に選択可）

都
市
教
養
学
部

地理環境コース （30名）

都市基盤環境コース （50名）

建築都市コース （60名）

分子応用化学コース （60名）

自然・文化ツーリズムコース （３年次進級時に選択可）

都
市
環
境
学
部

システムデザイン学科

知能機械システムコース （60名）

情報通信システムコース （50名）

航空宇宙システム工学コース （50名）

経営システムデザインコース （50名）

インダストリアルアートコース （60名）

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

看護学科 （80名）

理学療法学科 （40名）

作業療法学科 （40名）

放射線学科 （40名）

健
康
福
祉
学
部

入学定員　計1,570名 入学定員　計1,570名 入学定員　計742名　157名

首都大学東京学長の上野　淳です。
首都大学東京同窓会の皆様には、いつも本学
の運営および学生活動に対し、多大なるご支
援ご協力をいただき感謝申し上げます。
　さて、本学は開学以来12年目を迎えました。
　その間、本学では、分野を超えた幅広い学
びの仕組みや学生の能動的な学びの育成など
様々な教育改革に取り組み、成果を産み始めていると考えてい
ます。また、研究においても、世界で戦える研究ピークの支援
や東京都と連携した大都市が先端的課題に対する研究などで成
果を挙げてきています。
　一方、情報社会の急速な発展や少子高齢化、大規模な災害リ
スクの増大など社会を取り巻く環境は大きく変化し、高度化・
複雑化した新たな課題を生み出しており、大学にはこれまで以
上に高度な教育研究資源を結集し、課題解決に資する教育研究
を行うことが求められています。
　こうした状況の中、東京都が設置する唯一の公立総合大学と
して、今後もその使命を果たすため、学内において、必要な組
織体制に関する検討を進めてきました。
　その結果、平成30年度から、本学が有する教育研究資源の
集約を図り、新たな時代要請に応える組織体制に再編成するこ
とといたしました。
　今回の再編成を足掛かりに本学がさらなる飛躍を果たせるよ
う、同窓会とも連携を図りながら全力で取り組んでまいります
ので、同窓会の皆様におかれましては、引き続きの応援をお願
いできればと思います。

　なお、再編成のポイント等については以下をご参照ください。

工学分野の再編・統合
　急速な技術革新の進展に対応するため、都市教養学部に置か
れている電気・機械に関する基礎的な工学分野と、システムデ
ザイン学部に置かれている応用・総合的な工学分野とを統合し
再編成します。特に、社会・産業からの需要が著しく増加して
いる情報系分野や機械系の生命分野を強化します。

都市政策科学分野を再構築
　都市教養学部と大学院都市環境科学研究科に置かれている都
市政策科学分野については、高度化する都市の課題への対応力
を強化するため再構築し、それぞれの強みを生かして、文理融
合の教育・研究を更に広く展開していきます。

都市教養学部を４学部に再編
　都市教養学部の他の分野については、教育・研究の内容や育
成する人材像がよりわかりやすく伝わるよう、人文社会学部、
法学部、経済経営学部、理学部の４つの学部に再編成します。

大学院を再編
　大学院については、新たな学部構成に合わせて再編成すると
ともに、高度な専門性と幅広い知識を併せ持つ人材を育成する
ため、分野横断プログラムを導入します。
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注：  新組織は構想中のものであり、今後変更の可能性があります
　　※平成30年度以降に入学した方が再編後の学部・大学院に所属します。平成29年度以前に入学した方は卒業・修了まで現在の学部・大学院に所属します。

※（　）は各募集単位の入学定員

人間社会学科 （110名）

人文学科 （  90名）

法学科

法律学コース （200名）

政治学コース

経済経営学科

経済学コース （200名）

経営学コース

数理科学科 （  45名）

物理学科 （  47名）

化学科 （  48名）

生命科学科 （  60名）

法
学
部

社会行動学専攻 （14名） （10名）
人間科学専攻 （17名） （  6名）
文化基礎論専攻 （13名） （  5名）
文化関係論専攻 （  5名） （  4名）
法学政治学専攻

法律学分野 /政治学分野 （  6名） （  4名）
法曹養成専攻（法科大学院） （52名） 
経営学専攻

経営学プログラム 
（50名） （  5名）

経済学プログラム
ファイナンスプログラム

数理科学専攻 （25名） （  8名）
物理学専攻 （35名） （10名）
化学専攻 （35名） （  9名）
生命科学専攻

生命科学領域 （40名） （16名）
応用生命科学領域

都市環境科学専攻
地理環境学域 （15名） （  5名）
都市基盤環境学域 （35名） （  4名）
建築学域 （35名） （  4名）
環境応用化学域 （50名） （  6名）
観光科学域 （15名） （  5名）
都市政策科学域 （15名） （  5名）

システムデザイン専攻
情報科学域 （35名） （  6名）
電子情報システム工学域 （60名） （  6名）
機械システム工学域 （65名） （  6名）
航空宇宙システム工学域 （30名） （  4名）
インダストリアルアート学域 （25名） （  4名）

人間健康科学専攻
看護科学域 （10名） （  4名）
理学療法科学域 （17名） （  5名）
作業療法科学域 （10名） （  4名）
放射線科学域 （21名） （  6名）
フロンティアヘルスサイエンス学域 （  4名） （  2名）
ヘルスプロモーションサイエンス学域 （  8名） （  4名）
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観光科学科 （  30名）

都市政策科学科 （  35名）

情報科学科 （  50名）

電子情報システム工学科
情報システムコース （  85名）

電気通信システムコース
機械システム工学科

知能機械コース （  90名）

生体機械コース
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□ 大学事務局からのご報告 □
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首都大学東京学長の上野　淳です。
首都大学東京同窓会の皆様には、いつも本学
の運営および学生活動に対し、多大なるご支
援ご協力をいただき感謝申し上げます。
　さて、本学は開学以来12年目を迎えました。
　その間、本学では、分野を超えた幅広い学
びの仕組みや学生の能動的な学びの育成など
様々な教育改革に取り組み、成果を産み始めていると考えてい
ます。また、研究においても、世界で戦える研究ピークの支援
や東京都と連携した大都市が先端的課題に対する研究などで成
果を挙げてきています。
　一方、情報社会の急速な発展や少子高齢化、大規模な災害リ
スクの増大など社会を取り巻く環境は大きく変化し、高度化・
複雑化した新たな課題を生み出しており、大学にはこれまで以
上に高度な教育研究資源を結集し、課題解決に資する教育研究
を行うことが求められています。
　こうした状況の中、東京都が設置する唯一の公立総合大学と
して、今後もその使命を果たすため、学内において、必要な組
織体制に関する検討を進めてきました。
　その結果、平成30年度から、本学が有する教育研究資源の
集約を図り、新たな時代要請に応える組織体制に再編成するこ
とといたしました。
　今回の再編成を足掛かりに本学がさらなる飛躍を果たせるよ
う、同窓会とも連携を図りながら全力で取り組んでまいります
ので、同窓会の皆様におかれましては、引き続きの応援をお願
いできればと思います。

　なお、再編成のポイント等については以下をご参照ください。

工学分野の再編・統合
　急速な技術革新の進展に対応するため、都市教養学部に置か
れている電気・機械に関する基礎的な工学分野と、システムデ
ザイン学部に置かれている応用・総合的な工学分野とを統合し
再編成します。特に、社会・産業からの需要が著しく増加して
いる情報系分野や機械系の生命分野を強化します。

都市政策科学分野を再構築
　都市教養学部と大学院都市環境科学研究科に置かれている都
市政策科学分野については、高度化する都市の課題への対応力
を強化するため再構築し、それぞれの強みを生かして、文理融
合の教育・研究を更に広く展開していきます。

都市教養学部を４学部に再編
　都市教養学部の他の分野については、教育・研究の内容や育
成する人材像がよりわかりやすく伝わるよう、人文社会学部、
法学部、経済経営学部、理学部の４つの学部に再編成します。

大学院を再編
　大学院については、新たな学部構成に合わせて再編成すると
ともに、高度な専門性と幅広い知識を併せ持つ人材を育成する
ため、分野横断プログラムを導入します。
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注：  新組織は構想中のものであり、今後変更の可能性があります
　　※平成30年度以降に入学した方が再編後の学部・大学院に所属します。平成29年度以前に入学した方は卒業・修了まで現在の学部・大学院に所属します。

※（　）は各募集単位の入学定員
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航空宇宙システム工学科 （  45名）

インダストリアルアート学科 （  50名）

看護学科 （  80名）

理学療法学科 （  35名）

作業療法学科 （  40名）

放射線学科 （  40名）

都
市
環
境
学
部

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部

健
康
福
祉
学
部
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　　　　　  支部だより

□ 

関
西
支
部 

︱
︱
︱
︱

　
　
　
　
　

事
務
局
長
：
根
津　

嗣
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
32
・
工
・
建
築
）

　

２
０
１
６
年
・
首
都
大
学
東
京
同
窓
会

　
　 

「
関
西
支
部
の
集
い
」

　

第
23
回
目
の
「
関
西
支
部
の
集
い
」
は
、

５
月
28
日
（
土
）
に
大
阪
市
中
央
区
備
後

町
の
重
要
文
化
財
「
日
本
綿
業
会
館
」
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
部
か
ら
松
浦
知

彦
同
窓
会
事
務
局
長
を
お
迎
え
し
、
24
名

の
参
加
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
「
関
西
支
部
の
集
い
」
は
、
鹿
谷
幹
事

（
人
文
・
史
学　

23
期
卒
）
の
司
会
進
行

で
17
：
00
に
開
会
い
た
し
ま
し
た
。
関
西

支
部　

松
見
副
会
長
（
法
経
・
経
済
12

期
卒
）
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
の
本
部
の

松
浦
知
彦
同
窓
会
事
務
局
長
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
近
年
の
同
窓
会
事
情
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
、
そ
の
後
乾
杯
を
行
い

ま
し
た
。
ひ
と
と
き
の
宴
と
歓
談
の
後
、

支
部
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
議
題
は

収
支
決
算
報
告
の
件
で
、
事
務
局
長　

根

津
（
工
・
建
築
32
期
）
か
ら
報
告
し
、
全

会
一
致
で
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
関
西
支
部
芦
沢
副
会
長
か
ら
同
窓

会
本
部
評
議
員
会
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

恒
例
の
ス
ピ
ー
チ
は
参
加
者
全
員
か

ら
、
司
会
の
鹿
野
幹
事
が
事
前
に
用
意
し

た
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
ス

ピ
ー
チ
の
内
容
が
明
確
に
な
り
、
話
し
て

も
テ
ー
マ
を
絞
る
こ
と
で
大
変
話
し
や
す

く
な
り
、
好
評
で
し
た
。
初
め
て
の
参
加

者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
人
と
な
り
を
知

る
こ
と
が
で
き
今
後
に
繋
が
る
も
の
に
な

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。　

こ
の
度
の「
集

い
」
は
昨
年
度
に
比
較
し
、
参
加
者
が
減

少
し
寂
し
い
開
催
に
な
る
か
と
心
配
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
少
な
い
参
加
者
で
あ
る

た
め
か
お
互
い
に
ゆ
っ
く
り
お
話
を
す
る

機
会
を
持
て
、
と
て
も
親
睦
の
深
ま
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
冒
頭
の
副
会
長
の
挨

拶
の
中
で
も
継
続
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切

と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
同
胞
の

会
の
親
睦
感
を
繋
い
で
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

関
西
支
部
の
会
員
は
名
簿
記
載
人
数

837
名
と
な
り
、
規
模
の
大
き
な
同
窓
会
支

部
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
支
部
活
動

を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
葉
書
や
メ
ー
ル
に
お
い
て
「
関
西

支
部
の
集
い
」開
催
の
連
絡
を
行
っ
て
も
、

返
信
す
ら
な
き
方
が
多
く
、
意
思
確
認
す

ら
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
若
い

卒
業
生
の
方
や
都
立
大
以
外
の
卒
業
生
の

参
加
が
少
な
く
、
会
の
将
来
の
た
め
に
も

多
く
の
方
の
参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
き
、
世
代
を
超
え
た
「
つ
な

が
り
」
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
関
西
在

住
の
皆
様
、
来
年
も
春
に
は
「
関
西
支
部

の
集
い
」
を
幹
事
一
同
、
企
画
を
凝
ら
し

て
、
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
参
加

を
予
定
し
て
下
さ
い
。

連
絡
先

　

E…m
ail

：nezu0202@
sage.ocn.ne.jp

関
西
支
部　

幹
事
・
役
員
一
覧

会　
　

長　

梅
村　

鐵
男　

都
10
・
機
械

副
会
長　

松
見　

豊
和　

都
12
・
経
済

副
会
長　

芦
沢　

清
隆　

都
17
・
建
築

事
務
局
長　

根
津　

嗣
郎　

都
32
・
建
築

幹　
　

事　

大
内　

恵
子　

都
14
・
英
文

幹　
　

事　

船
川　

和
夫　

都
18
・
化
学

幹　
　

事　

鹿
谷　
　

勲　

都
23
・
歴
史

幹　
　

事　

小
林　
　

治　

都
26
・
数
学

幹　
　

事　

山
井　

愛
樹　

都
37
・
地
理

幹　
　

事　

塩
見　

吉
伸　

都
48
・
土
木

幹　
　

事　

野
本　

博
資　

都
51
・
経
済

□ 

九
州
支
部 

︱
︱
︱
︱

　
　
　
　
　
　

幹
事
長
：
渡
部　
　

登

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
20
・
理
・
生
物
）

　

第
十
一
回
総
会
開
催
さ
れ
る

　

こ
こ
数
年
間
、
毎
年
、
２
月
第
３
日
曜

日
に
は
九
州
支
部
の
総
会
を
開
催
し
て
お

り
、
平
成
28
年
２
月
21
日
（
日
）、
本
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
九
州
支
部
会
長
、
副
会
長
が

高
齢
に
よ
り
退
か
れ
、少
し
若
返
り
し
て
、

新
会
長
以
下
数
名
の
幹
事
の
メ
ン
バ
ー
も

交
代
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
顔
を
出
さ
れ
て
い
る
会
員
の
数

名
が
都
合
悪
く
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
新

し
く
医
技
短
卒
業
の
会
員
、
佐
賀
県
、
熊

本
県
、
大
分
県
な
ど
遠
方
か
ら
の
会
員
、

複
数
の
女
性
会
員
を
含
め
て
17
名
の
出
席

が
あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
前
回

を
上
回
る
人
数
の
ご
参
加
で
会
場
か
ら
溢

れ
ん
ば
か
り
の
状
況
で
し
た
。

　

林
本
部
副
会
長
ご
臨
席
の
も
と
、
新
役

員
が
承
認
さ
れ
、
歓
談
飲
食
の
の
ち
、
空

く
じ
な
し
の
ビ
ン
ゴ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

色
と
り
ど
り
の
景
品
を
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

会
の
後
半
に
は
学
友
歌
を
斉
唱
し
、
都

立
大
学
時
代
の
学
友
歌
が
今
も
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
痛
く
感
動
い
た

し
ま
し
た
。
会
員
同
士
の
歓
談
は
盛
り
上

が
り
、
い
つ
ま
で
も
尽
き
る
こ
と
な
く
続

き
ま
し
た
が
、
再
会
を
期
し
て
博
多
一
本

締
め
で
解
散
い
た
し
ま
し
た
。
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歓
談
の
中
で
要
望
が
出
さ
れ
た
の
で
、

今
年
は
夏
休
み
に
も
う
一
度
、
縄
文
時
代

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
歓
談
の
機
会
を
設

け
る
予
定
で
す
。
会
員
に
は
後
日
連
絡
い

た
し
ま
す
。

　

出
席
者
は
以
下
の
通
り
で
し
た
。
ほ
か

の
会
員
の
皆
様
も
次
回
の
催
し
に
も
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
総
会

は
来
年
も
２
月
の
第
３
日
曜
日（
２
０
１
７

年
２
月
19
日
）
の
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
一
覧

林　
　

正
弘　
　

14
期
・
法
経

大
木　

正
之　
　

３
期
・
工
・
機
械

田
沢　
　

明　
　

５
期
・
人
文
・
法
学

川
路　
　

宏　
　

６
期
・
工
・
建
築

加
藤　

貞
夫　
　

７
期
・
工
・
建
築

浅
尾　

純
子　
　

７
期
・
保
健
・
放
射

伊
藤　

興
和　
　

11
期
・
法
経
・
経
済

福
地　

庸
吉　
　

13
期
・
法
経
・
経
済

渡
部　
　

登　
　

20
期
・
理
・
生
物

阿
久
津　

昌
之　

23
期
・
理
・
化
学

橋
本　

孝
仁　
　

24
期
・
法
・
法
律

小
川　

省
三　
　

26
期
・
理
・
物
理

大
藤　

和
秀　
　

28
期
・
経
・
経
済

井
上　
　

隆　
　

34
期
・
経
・
経
済

松
岡　
　

亨　
　

４
期
・
医
技
短
・
放
射

上
村　

逸
郎　
　

45
期
・
経
・
経
済

山
口　

賢
二
郎　

45
期
・
経
・
経
済

平
岡　

香
織　
　

48
期
・
経
・
経
済

□ 
東
北
支
部 

︱
︱
︱
︱

　
　
　
　
　
　

事
務
局
：
庄
子　

友
康

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
20
・
法
・
政
治
）

　

東
北
支
部
有
志
懇
親
会

　

去
る
６
月
25
日
に
東
北
支
部
の
有
志
懇

親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
東
北
支
部
は
以

前
毎
年
総
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

次
第
に
出
席
者
が
減
り
、
２
０
０
７
年
を

最
後
に
総
会
と
し
て
は
開
か
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
後
有
志
懇
親
会
と
い
う

形
で
規
模
を
縮
小
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
東
日
本
大
震
災
等
が
あ
り
、

し
ば
ら
く
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
会
員
の
中
か
ら
た
ま
に
皆
さ
ん
集

ま
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
今

年
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
を
し

て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

以
前
の
よ
う
に
会
員
全
員
に
呼
び
か
け

る
こ
と
は
せ
ず
に
、
以
前
出
席
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
方
、
そ
れ
も
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
わ
か
っ
て
い
る
方
だ
け
に
Ｅ
メ
ー
ル
で

呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
横
の
連
絡

が
行
っ
た
結
果
ま
っ
た
く
初
め
て
出
席
さ

れ
る
方
も
あ
り
、
18
名
の
方
が
仙
台
の
居

酒
屋
に
集
ま
り
ま
し
た
。
予
想
外
の
大
人

数
で
、
首
都
大
学
東
京
卒
業
の
若
い
方
も

２
人
い
て
、
以
前
よ
り
平
均
年
齢
は
一
挙

に
若
返
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
、
懇
談
と
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時

間
で
し
た
。
上
は
80
歳
代
の
神
山
洋
支
部

長
か
ら
下
は
20
歳
代
前
半
の
方
ま
で
そ
の

年
齢
差
は
60
才
近
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ

は
同
窓
の
気
安
さ
、
あ
る
い
は
小
規
模

大
学
の
良
さ
で
し
ょ
う
か
、
皆
さ
ん
す
ぐ

打
ち
解
け
て
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
八

雲
・
深
沢
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
し
南
大

沢
は
知
ら
な
い
人
も
い
る
。
あ
る
い
は
現

在
の
首
都
大
学
東
京
を
卒
業
し
た
人
や
そ

れ
以
前
の
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
人
も
い
る

と
一
見
バ
ラ
バ
ラ
な
感
じ
が
す
る
の
で
す

が
、
そ
こ
に
は
通
底
し
て
い
る
な
に
か
が

確
実
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
大
人
数
で
楽
し
か
っ
た
ら
ま

た
来
年
以
降
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
以
前
の
よ
う
に
会
員
の

皆
さ
ん
全
員
に
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
呼
び
か

け
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
は
宮
城
県
在
住
の
方
、
そ
し
て
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
わ
か
っ
て
い
る
方
に
だ
け

メ
ー
ル
で
呼
び
か
け
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
宮
城
県
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
、
同

窓
会
本
部
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
こ
の
楽
し
い
集
ま
り

に
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
来
年
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

　「
表
紙
の
こ
と
ば
」

　
埼
玉
り
そ
な
銀
行
洋
館
と

　
　
　
　
　
　
く
ら
づ
く
り
本
舗

普
賢
寺
俊
男
（
都
１
・
工
・
機
械
）

　
卓
球
と
演
劇
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
た

学
生
生
活
が
懐
か
し
い
。

　
デ
ザ
イ
ン
設
計
か
ら
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
、
仕
事
を
辞
め
、
書
道
・
俳
画
に
飽

き
た
ら
ず
、
い
ま
は
水
墨
画
に
凝
っ
て

い
ま
す
。

　
水
彩
画
に
あ
っ
た
頭
書
の
構
成
が
面

白
く
水
墨
画
に
描
い
て
み
ま
し
た
。

　
ご
笑
覧
下
さ
い
。

編
集
注
　
普
賢
寺
俊
男
さ
ん
は
都
立
大
学

の
前
身
の
旧
制
都
立
高
等
学
校
の
最
終
卒

業
生
で
、
新
制
都
立
大
学
工
学
部
に
進
ま

れ
ま
し
た
。
旧
制
高
校
・
大
学
・
付
属
高

校
の
卒
業
生
の
合
同
絵
画
展
「
八
雲
展
」

に
毎
回
出
展
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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ム
問
題
の
解
説
や
パ
ソ
コ
ン
の
指
導
に
当

た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

話
を
要
約
す
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
世

界
第
２
の
大
宗
教
で
あ
り
、
信
者
の
日
常

生
活
に
密
着
し
て
、
す
べ
て
の
行
動
や
考

え
方
の
拠
り
所
と
な
る
の
で
、
帰
依
す
る

信
者
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
独
特
の
行

動
規
範
や
習
慣
が
あ
る
。
今
日
の
ユ
ダ
ヤ

と
イ
ス
ラ
ム
と
の
激
し
い
対
立
は
、
１
９

４
８
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
が
建
国
さ
れ
、

そ
れ
ま
で
定
住
し
て
い
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人

が
強
制
的
に
排
除
さ
れ
た
事
に
世
界
の
イ

ス
ラ
ム
信
者
が
連
帯
し
て
反
発
し
て
い
る

こ
と
が
根
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
民

族
対
立
、
宗
派
対
立
、
大
国
の
介
入
な
ど

が
複
雑
に
絡
ん
で
昨
今
の
テ
ロ
や
紛
争
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
歴
史
的
経
緯
か
ら

見
て
も
、
こ
の
状
態
は
更
に
継
続
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　

講
演
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
出
席
者
の

一
人
が
、「
今
日
は
異
文
化
理
解
と
い
う

こ
と
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム

文
化
の
話
を
聞
い
た
が
、
振
り
返
っ
て

日
本
の
文
化
お
よ
び
自
分
の
宗
教
生
活
の

あ
り
方
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
全
員
が
頷
い
た
。

次
回
の
研
修
会
は
、
今
秋
11
月
に
開
催
予

定
で
す
。
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
員
で
埼

玉
県
に
ご
縁
が
あ
り
、
こ
の
研
修
会
に
興

味
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
を
歓
迎

し
ま
す
。
お
気
軽
に
下
記
に
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

i-saeki@
orange.plala.or.jp

八
雲
ク
ラ
ブ
で
会
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

丑
山
佐
千
男
（
都
22
・
政
治
）

　

渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
東
急
ハ
ン
ズ

の
裏
側
の
渋
谷
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ
ラ
ス
に

「
八
雲
ク
ラ
ブ
」
は
あ
り
ま
す
。
施
設
は

40
名
収
容
可
能
の
メ
イ
ン
ル
ー
ム
（
10
階
）

と
10
名
収
容
可
能
の
サ
ブ
ル
ー
ム（
11
階
）。

運
営
は
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
・
八
雲
ク

ラ
ブ
委
員
会
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在

約
350
名
の
「
会
員
」
が
利
用
中
で
す
。

　

毎
月
第
二
水
曜
日
に
は
、「
八
雲
サ
ロ

ン
」（
本
年
11
月
で
連
続
365
回
目
）
が
開

か
れ
、
会
員
で
な
く
て
も
、
予
約
な
し
で

自
由
に
参
加
が
で
き
ま
す
。

　

毎
月
の
八
雲
サ
ロ
ン
に
加
え
て
、
本
年

２
月
か
ら
は
、
毎
月
第
４
水
曜
日
に
、「
行

く
と
こ
ろ
が
あ
る
」「
会
う
人
が
い
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
八
雲
カ
フ
ェ
バ
ー
」

を
開
い
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
自

由
。
好
き
な
時
間
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

お
帰
り
も
自
由
。
ど
な
た
を
お
連
れ
い
た

だ
い
い
て
歓
迎
。
集
ま
っ
た
方
々
が
ま
ず

顔
見
知
り
に
な
っ
て
団
欒
と
情
報
の
交
換

が
出
来
る
場
所
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
カ

ク
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
美
酒
倶
楽
部
）、
ギ

タ
ー
ラ
イ
ブ
、
本
格
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
、

同
窓
生
落
語
家
に
よ
る
ミ
ニ
寄
席
な
ど
毎

回
テ
ー
マ
を
も
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
付
の
自

由
な
サ
ロ
ン
で
す
。

　

２
０
１
６
年
に
開
催
さ
れ
た
八
雲
サ
ロ

ン
と
ゲ
ス
ト
は
、
１
月
は
新
年
会
。
カ
ク

テ
ル
パ
ー
テ
ィ
と
根
谷
﨑
武
彦
氏
の
写
真

展
「
麗
し
き
初
夏
の
ド
イ
ツ
」。
２
月
以

降
は
、『
駅
弁
を
食
べ
に
列
車
に
乗
ろ
う
』

（
梶
川
義
美
氏
・
30
・
経
済
）、『
女
ひ
と

り
世
界
を
旅
す
る
』（
久
野
華
子
・
大
阪

府
立
大
Ｏ
Ｇ
）、『
科
学
的
根
拠
で
考
え
る

メ
タ
ボ
と
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
』（
稲
島

司
氏
・
東
大
病
院
）、『
裏
か
ら
見
た
落
語

の
世
界
』（
立
川
寸
志
こ
と
小
田
部
信
英

氏
・
38
・
史
学
）、『
ぶ
ら
っ
と
ハ
イ
ウ
ェ

イ
高
速
道
路
のA

toZ

』（
末
岡
眞
純
氏
・

22
・
院
土
木
）
な
ど
。
ま
た
、
６
月
に
は
、

学
生
の
就
職
活
動
支
援
の
特
別
イ
ベ
ン
ト

「
現
役
交
流
土
曜
サ
ロ
ン
」
を
開
催
。「
先

輩
・
後
輩
を
つ
な
ぐ
異
業
種
交
流
会
」
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

八
雲
ク
ラ
ブ
の
詳
し
い
紹
介
と
入
会
方

法
、
八
雲
サ
ロ
ン
の
予
告
な
ど
は
、
首
都

大
学
東
京
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ

て
い
ま
す
。
渋
谷
の
一
等
地
へ
ぜ
ひ
い
ち

ど
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。八
雲
ク
ラ
ブ
で
、

新
し
い
出
会
い
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

埼
玉
八
雲
会
は
埼
玉
県
在
住
の
同
窓
生

の
研
修
と
異
業
種
交
流
、
懇
親
の
場
と
し

て
23
年
前
に
設
立
さ
れ
、
以
来
毎
年
春
秋

の
２
回
会
合
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
第

43
回
の
研
修
会
が
平
成
28
年
６
月
24
日
に

さ
い
た
ま
市
の
さ
い
た
ま
共
済
会
館
で
行

わ
れ
た
。
当
日
は
梅
雨
空
の
天
候
で
し
た

が
18
名
の
参
加
を
得
て
、「
異
文
化
の
理

解
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は

参
加
者
の
楽
し
い
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
同
窓
の
早
田
正
明
氏
で
、
同

氏
は
工
業
化
学
科
を
昭
和
33
年
に
卒
業
し

て
総
合
化
学
会
社
に
勤
務
さ
れ
、
海
外
経

験
も
豊
富
で
あ
り
、
現
役
を
退
い
て
か
ら

は
、
さ
い
た
ま
市
の
シ
ニ
ア
大
学
の
講
師

と
し
て
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
イ
ス
ラ

第43回埼玉八雲会研修会
佐伯　　公（都 14・経済）　
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第 3 回プロジェクト奨励賞
受賞グループ活動報告

第３回プロジェクト奨励賞３件のうち、１チームの報告書を掲載します。

TMU-SFC・体験！化学実験実行委員会

代表　鈴木　　遥（都市教養学部都市教養学科理系化学コース４年）
—————————————————————————
１．目的　科学の楽しさを多くの人に伝える。化学実験
を通じて、参加者の知的好奇心を高める。その知的好奇
心を探求心へとステップアップさせ、未来の科学者を目
指すきっかけを作る。
—————————————————————————
２．活動期間の活動内容
　【体験！化学実験 2015】
　本年度は 11/ １（日）、11/ ３（祝・火）の２日間開催し、
合計 1,528 人の方々に来場していただいた。アンケート
では、「楽しかった」と「まあ楽しかった」の回答が全
体の 98.3％を占めた。
　【出張！化学実験教室】
　本年度は、毎年開催しているサイエンスドーム八王子、
日本科学未来館（東京都科学技術週間）と近隣の小学校
での出張実験を合わせて６件の出張実験を行った。
こちらのアンケートでは、「楽しかった」と「まあ楽し
かった」の回答が全体の 95％以上を占めた。
—————————————————————————
３．活動開始からのスケジュール
　2015 年４月：東京都科学技術週間における「出張！化

学実験教室」実施
　　　　６月：『体験！化学実験 2015』の予備実験
　　　　　　　南大沢小学校にて「出張！化学実験教室」

実施
　　　　７月：『体験！化学実験 2015』の予備実験及び

テーマの決定
　　　　８月：サイエンスドーム八王子にて『出張！化

学実験教室』実施
　　　　　　　東京都北区教育委員会との連携で「出張！

化学実験教室」実施
　　　　９月：「体験！化学実験 2015」の予備実施及び

「HANDBOOK」の執筆
　　　　10 月：「体験！化学実験 2015」の予備実験及び

準備・広報活動
　　　　11 月：「体験！化学実験 2015」の実施
　　　　　　　日本科学未来館における「サイエンスア

ゴラ」への出展
　2016 年２月：船田小学校にて「出張！化学実験教室」

実施
　　　　３月：東京都科学技術週間における「出張！化

学実験教室」の予備実験
—————————————————————————
４．目標に対する成果
　大学祭期間中に行った、『体験！化学実験 2015』とそ

れ以外に小学校や科学館にて行っている実験教室『出
張！化学実験教室』の２つの科学実験教室を行った。
満足度の判定材料とするため行ったアンケートでは、化
学を面白いと感じたと判断できる「楽しかった」と「ま
あ楽しかった」の回答は全体の 95％以上であった。こ
こから、我々の数値目標であった「参加者の満足度 80
％以上」が達成され、結果、目標である「化学の面白さ
を多くの人に伝えること」も達成されたといえる。

—————————————————————————
５．活動に係わる反省点
活動開始以来 10 年たった 2015 年度は主に広報の面での
改革として、新たにHPでの出張実験依頼の受け入れを
導入した。２月に開催した高嶺小学校での出張実験は、
この広報活動によって開催が決まった出張実験であった
が、無事に好評を得た。我々としては、この結果に手ご
たえを感じている。例年行っている「体験！化学実験」
においても昨年度を大きく上回る 1,528 人が来場した。
今後も大学と地域との交流を深めることが出来るような
広報の拡張、活動の企画運営に励みたい。
—————————————————————————
６．今後の目的
　今後も、「化学の面白さを多くの人に伝えること」を
目的に活動していく。
　昨年度に好評を得た SNS・HPでの広報活動、『出張！
化学実験教室』依頼の受け入れを今後も精力的に行うこ
とで、近隣にとどまらない運営に励む。すでに、４月に
は東京都科学技術週間における『出張！化学実験教室』
を開催し好評を得た。
—————————————————————————

実 験 室 風 景
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毎
年
、「
産
業
と
企
業
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
寄
付
講

義
は
、昨
年
度（
２
０
１
５
年
度
後
期
）は
、

約
180
名
の
学
生
が
登
録
し
ま
し
た
。

　

講
義
全
体
を
通
じ
て
、「
様
々
な
分
野

の
先
輩
か
ら
話
が
聞
け
、
幅
広
い
教
養
と

し
て
の
知
識
が
得
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
高

い
評
価
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
講
師

の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
学
生
か
ら
、

「
大
変
面
白
く
、
興
味
が
持
て
た
」「
知
識

が
な
く
て
も
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
っ
た

評
価
も
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
学
生

に
は
、
１
０
０
０
字
程
度
の
リ
ポ
ー
ト
の

提
出
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
に
は
、
こ
の
講
義
の
特
色
を
一

層
活
か
し
て
、将
来
の
勉
学
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
八
雲
同
友
会
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍｅ
Ｃ
及
び
同
窓
会
の
榎
本

副
会
長
の
協
力
に
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
の
方
の
中

か
ら
、会
社
経
営
に
豊
富
な
経
験
を
持
ち
、

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
、あ
る
い
は
、

ご
自
分
の
か
か
わ
っ
た
事
業
に
つ
い
て
の

話
等
、下
記
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
講
義
で
は
、
科
技
大
卒
業
生
か

ら
も
講
師
を
お
願
い
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
都
立
大
、
科
技
大
、
保
科
大
（
旧
医

技
短
）
の
各
校
母
校
す
べ
て
か
ら
出
そ
ろ

い
ま
し
た
。

昨
年
に
も
増
し
て
充
実
し
た
講
義
が
期
待

で
き
そ
う
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
、
講
義
を
聞
き
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

2016 年
同窓会寄付講義

　

な
お
、
講
師
に
つ
い
て
ご
推
薦
い
た
だ

け
る
方
、
ご
意
見
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

第
一
部　

講
義
の
講
師
お
よ
び
日
程

２
０
１
６
年
10
月
13
日　（
木
）　（
運
輸
業
）

　

小
柳　
　

淳
（
都
29
期
・
法
学
・
法
律
）

㈱
小
田
急
ト
ラ
ベ
ル　

代
表
取
締
役
社
長

小
田
急
電
鉄
㈱
取
締
役
（
兼
務
）

　
「
小
田
急
グ
ル
ー
プ
の
観
光
対
策
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
開
発
」

２
０
１
６
年
10
月
20
日　（
木
）　（
法
律
事
務
所\

弁
護
士
）

　

齊
藤　
　

誠
（
都
16
期
・
法
学
・
法
律
）

弁
護
士
法
人
齋
藤
法
律
事
務
所

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
国
際
人
権
」

副
題
「
こ
れ
か
ら
の
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要

な
国
際
人
権
の
感
覚
を
身
に
つ
け
る
に
は
」

２
０
１
６
年
10
月
27
日　（
木
）

　
　
（
投
資
運
用\

助
言
業・金
融
商
品
取
引
業
）

　

高
橋　
　

誠
（
都
20
期
・
経
済
・
経
済
）

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パン
㈱

取
締
役
会
長
、
元
野
村
証
券
取
締
役

　
「
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
か
ら
見
た
日
本
の

資
産
運
用
業
と
金
融
業
」

２
０
１
６
年
11
月
10
日　（
木
）

　

河
野　

一
郎
（
都
14
期
・
理
学
・
数
学
）

前
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

シ
ニ
ア
レ
プ
リ
ゼ
ン
タ
テ
ィ
ブ

元
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
㈱　

代
表

取
締
役
副
会
長
、
元
同
社
代
表
取
締
役
社
長

　
「
生
命
保
険
業
界
の
現
状
と
将
来
展
望
」

２
０
１
６
年
11
月
17
日　（
木
）　（
食
品
原
料
販
売
）

　

近
藤　

秀
衡
（
都
23
期
・
経
済
・
経
済
）

伊
藤
忠
食
糧
㈱
代
表
取
締
役
社
長

元
伊
藤
忠
商
事
㈱

　
「
日
本
の
食
を
考
え
る
」

副
題
「
開
発
途
上
国
か
ら
の
食
糧
原
料
輸
入

へ
の
取
り
組
み
」

２
０
１
６
年
11
月
24
日　（
木
）　（
特
許
事
務
所\

弁
理
士
）

　

松
本　

公
一

　
　
（
科
技
大
５
期
・
工
学
・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

特
許
業
務
法
人
む
つ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
仮
）「
身
近
に
あ
る
知
的
財
産
〜
自
分

に
は
関
係
な
い
や
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
〜
」

　

第
二
部　

講
義
の
講
師
お
よ
び
日
程

２
０
１
６
年
12
月
１
日　（
木
）

　

三
橋　

貴
明
（
本
名…

中
村
貴
司
）

　
　
　
　
　
　
（
都
42
期
・
経
済
・
経
済
）

経
済
評
論
家　

経
世
論
研
究
所
・
所
長

中
小
企
業
診
断
士

　
「
政
府
と
企
業
︱
経
世
済
民
と
は
何
な

の
か
？
︱
」

２
０
１
６
年
12
月
８
日　（
木
）

　

山
本　

那
智
子
（
都
24
期
・
工
・
建
築
）

Gensler…and…Associates/…International,…Ltd
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
プ
リ
ン
シ
パル（
日
本
に
お
け
る
代
表
）

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（M
essage to our global generation

）」

２
０
１
６
年
12
月
15
日　（
木
）

　

清
水　

公
男
（
都
25
期
修
了
・
大
学
院
心
理
専
攻
）

Ｊ
Ｒ
東
京
西
ビ
ル
開
発
㈱
代
表
取
締
役
社
長

元
Ｊ
Ｒ
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
取
締
役

　
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
変
遷
」

２
０
１
６
年
12
月
22
日　（
木
）

　

須
藤　

理
枝
子
（
都
44
期
・
理
・
化
学
）

㈱
さ
が
み
は
ら
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
・

さ
が
み
は
ら
表
面
技
術
研
究
所
長

　
「
自
由
な
創
造
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
活
か
す
も
の
づ
く
り
新
事
業

創
出
」

２
０
１
７
年
１
月
12
日　（
木
）

　

宮
崎　

修
治
（
都
17
期
・
経
済
・
経
済
）

ソ
ニ
ー
学
園
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

元
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
㈱

　
　
「
観
光
立
国
を
目
指
す
日
本
」

２
０
１
７
年
１
月
19
日　（
木
）

齋
藤　

夕
子
（
都
立
医
療
技
術
短
期
大
学

専
攻
科
７
期……

地
域
看
護
学
専
攻
科
卒
）

杉
並
区
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

子
ど
も
家
庭
支
援
担
当
係
長

　
「
健
康
な
都
市
づ
く
り
に
お
け
る
自
治
体

の
政
策
〜
『
健
康
都
市
杉
並
の
取
組
』
〜
」
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□
Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
回
線
の
新
設
□

　

事
務
局
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
電
話
と
回
線
を
共

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
通
じ
な
い
、
通

じ
に
く
い
と
の
苦
情
が
多
く
事
務
局
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
そ

の
原
因
は
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
一
本
の
回
線

で
使
用
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

さ
い
わ
い
大
学
か
ら
回
線
を
新
た
に
拝

借
で
き
ま
し
た
の
で
、
一
本
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
専

用
の
回
線
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
、

８
月
よ
り
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
不
便
を
か

な
り
解
消
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
当
分
の
間
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
下
記
）。

□
情
報
提
供
の
お
願
い
□

　

情
報
発
信
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
関
係
で
も
、
最
近
、

Ｈ
Ｐ
や
会
報
の
記
事
を
見
て
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し

て
も
、
現
在
、
同
窓
会
に
関
係
す
る
情
報

を
会
員
あ
る
い
は
外
部
に
積
極
的
に
発
信

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
そ

の
点
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

た
だ
、
現
状
は
、
不
十
分
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
発
信
し
た
い
情
報
の
収
集

に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
現
在

の
体
制
、
人
員
で
は
こ
れ
以
上
の
充
実
は

■ 同窓会事務局からのお知らせ ■

な
か
な
か
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
れ
を
改

善
す
る
大
き
な
手
段
は
会
員
の
皆
様
か
ら

の
情
報
提
供
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
様
か
ら
積
極
的
に
情
報
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
同
窓
会
に
対
す
る
注
目
度
が
高

ま
り
、
さ
ら
に
同
窓
会
活
動
の
活
発
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
会
費
の
払
い
込
み
と
住
所
・

　

勤
務
先
等
の
変
更
届
の
お
願
い
□

　

維
持
会
費
は
、
同
窓
会
活
動
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
財
源
で
す
。

　

様
々
な
活
動
の
基
に
な
る
同
窓
会
名
簿

の
管
理
、
現
役
学
生
へ
の
支
援
、
会
報
の

発
行
、
様
々
な
行
事
の
実
施
等
の
資
金
源

と
な
り
ま
す
。

　

本
来
、
同
窓
会
の
経
常
的
運
営
に
必
要

な
経
費
は
、
維
持
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

る
も
の
と
い
え
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
実

際
は
そ
れ
と
は
か
け
離
れ
た
実
態
に
あ
り

ま
す
。
12
期
（
平
成
27
年
８
月
～
28
年
７

月
）
で
見
ま
す
と
、
一
般
会
計
の
支
出
総

額
約
３
２
９
０
万
円
に
対
し
、
維
持
会
費

収
入
は
約
６
７
０
万
円
で
、
約
20
％
に
し

か
な
り
ま
せ
ん
。
財
源
の
多
く
を
入
会
金

に
頼
っ
て
い
る
の
が
、
現
状
で
す
。

　

同
窓
会
の
安
定
的
運
営
の
た
め
に
、
維

持
会
費
の
納
入
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

維
持
会
費
は
、
年
額
３
千
円
で
す
。
な

お
、
終
身
会
費
制
度
も
あ
り
、
３
万
円
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
以
後
年
会
費
は

納
入
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
報
に
同

封
い
た
し
ま
し
た
、「
払
込
取
扱
票
」（
赤

色
で
印
刷
さ
れ
た
用
紙
）
に
よ
り
納
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
払
い
込
み
は
「
郵

便
局
」
ま
た
は
「
コ
ン
ビ
ニ
」
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
利
用
可
能
な
コ
ン

ビ
ニ
は
、
払
込
取
扱
票
の
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
所
等
変
更
届
は
、
変
更
が
あ
っ
た
都

度
、
変
更
項
目
を
明
示
の
う
え
、
同
封
の

「
住
所
等
変
更
届
」
の
該
当
欄
各
項
目
を

記
載
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
便
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
お
手
元
に
「
変
更
届
」

が
な
い
場
合
は
、
メ
ー
ル
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

　

と
く
に
住
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
度

途
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
と
、
そ
れ
以
後
会

報
等
の
お
届
け
な
ど
同
窓
会
か
ら
の
連
絡

手
段
が
な
く
な
り
、
い
わ
ば
同
窓
会
と
絶

縁
状
態
に
な
り
ま
す
。
ご
面
倒
で
し
ょ
う

が
、ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

首
都
大
学
東
京
同
窓
会
事
務
局

〒
192
―

0364　
八
王
子
市
南
大
沢
１
―
１

　
　
　
　

首
都
大
学
東
京
内

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）：042

―670

―7702

Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用
：042

―677

―2894
E
-m
ail:tm

u-al@
tm
u.ac.jp

担
当
：
松
浦
・
杉
村

　
（
参
考
）

首
都
大
学
東
京
同
窓
会
規
約
抄

　
（
会
員
の
責
務
）

第
６
条　

会
員
は
、
本
会
の
事
業
に
積
極

的
に
参
加
し
、会
費
等
の
納
入
を
果
た
し
、

住
所
・
氏
名
及
び
勤
務
先
の
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
変
更
事
項
を
本
会

事
務
所
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
入
会
金
）

第
７
条　

本
会
の
入
会
金
は
、
２
万
円
と

し
、
大
学
の
学
部
又
は
大
学
院
に
入
学
し

た
と
き
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
会
費
）

第
８
条　

本
会
の
会
費
年
額
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

１.……

正
会
員　

３
千
円　

た
だ
し
、
３
万

円
を
一
括
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
以
後
年

会
費
を
納
付
す
る
こ
と
な
く
、
終
身
会
員

と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

２.……

特
別
会
員　

正
会
員
に
準
ず
る
。

３.……

賛
助
会
員　

一
口
５
万
円

４.……

名
誉
会
員　

納
付
を
要
し
な
い
。

　
（
入
会
金
・
会
費
の
不
返
還
）

第
９
条　

既
納
入
会
金
、
会
費
及
び
そ
の

他
の
拠
出
金
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
も

の
と
す
る
。

□
海
外
在
住
ま
た
は
今
後
海
外
へ

　

転
勤
等
で
在
住
さ
れ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　

な
っ
た
方
へ
□

　
・
同
窓
会
報
の
送
付
に
つ
い
て

　

残
念
な
が
ら
現
在
は
財
政
上
の
理
由
に

よ
り
、
海
外
へ
会
報
の
送
付
を
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
海
外
在
住
の
方
（
あ
る
い
は
今
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後
在
住
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
）は
、

恐
縮
で
す
が
、
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
に
会
報
を

ア
ッ
プ
し
て
お
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。な
お
、

ご
希
望
の
方
に
は
、
留
守
宅
等
国
内
の
住

所
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
・
海
外
同
窓
会
の
ご
連
絡
の
お
願
い

　

首
都
大
学
東
京
同
窓
会
の
会
員
は
、
広

く
世
界
の
各
都
市
に
在
住
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
と
く
に
、
主
要
都
市
に
お
い
て
は
か

な
り
の
同
窓
生
が
在
住
さ
れ
て
い
る
と
お

聞
き
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
都
市
に

お
い
て
は
、
同
窓
会
員
同
士
の
集
ま
り
が

も
た
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
お
願
い
で
す
が
、
各
地
の
同
窓

会
の
情
報
を
同
窓
会
事
務
局
あ
て
に
お
知

ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
存

じ
ま
す
。
今
後
、
会
報
や
Ｈ
Ｐ
に
積
極
的

に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
年
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
都
立
大
・

首
都
大
学
同
窓
会
」
の
会
合
の
様
子
が
、

Ｈ
Ｐ
や
会
報
に
搭
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、

規
約
に
定
め
る
各
種
同
窓
会
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
た
首
都
大

学
関
係
者
の
方
か
ら
、
現
地
政
府
関
係
機

関
の
幹
部
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
同
窓
会
に
紹

介
し
た
い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
情
報
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
発

信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
新
た
な
つ

な
が
り
が
で
き
る
と
い
っ
た
循
環
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡

ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
会
員
の
皆
様
へ

　
　
　

会
費
納
入
状
況
欄
の
説
明
□

　

会
報
と
一
緒
に
お
送
り
し
て
い
る
「
年

会
費
納
入
状
況
」
欄
に
つ
い
て
、
同
封
の

赤
色
印
刷
の
「
会
員
の
皆
様
へ
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⑴　

維
持
会
費
の
払
い
込
み
は
、
郵
便
局

だ
け
で
な
く
コ
ン
ビ
ニ
で
も
で
き
ま
す
。

⑵　

同
窓
会
の
年
会
費
の
納
入
状
況
は
、

年
度
（
４
月
～
３
月
）
に
よ
り
管
理
し
て

い
ま
す
。

会
報
は
年
二
回
（
５
月
と
11
月
）
発
行

し
て
お
り
、
そ
の
際
、「
会
員
の
皆
様
へ
」

と
払
込
票
を
同
封
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑶　
「
納
入
状
況
」
の
表
示
に
つ
い
て

納
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
い
る
方
に
は
、「
納
入
状
況
」
欄

に
年
度
ご
と
に
「
納
入
済
」（
終
身
会
費

を
納
入
さ
れ
た
方
は
「
納
入
不
要
」）
を

印
字
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
納
入
状
況

は
、
毎
年
度
３
月
31
日
現
在
、
及
び
９
月

30
日
現
在
で
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

⑷　

次
期
以
降
２
期
以
上
の
維
持
会
費
を

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
当
同
窓

会
の
会
員
管
理
台
帳
上
で
は
、「
預
り
金
」

と
し
て
、従
来
と
同
様
管
理
い
た
し
ま
す
。

⑸　

同
一
年
度
内
に
重
複
（
２
回
）
し
て
、

払
い
込
み
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
当

年
度
を
含
め
て
４
年
以
内
に
未
納
の
年
度

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
年
度
分
に
充
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

未
納
が
な
い
場
合
に
は
、「
預
り
金
」
と

し
て
、
管
理
し
て
、
次
年
度
に
な
っ
た
時

に
、
当
年
度
分
と
し
て
入
金
処
理
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑹　
「
個
人
情
報
の
保
護
」
の
観
点
か
ら
、

払
込
票
に
は
、
住
所
を
記
載
し
て
お
り
ま

せ
ん
。＊
＊
＊
＊
＊
＊
で
表
示
し
て
お
り
ま
す
。

□
寄
付
の
お
願
い
□

　

新
し
い
寄
付
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
、
延

べ
二
千
名
の
皆
様
か
ら
、
約
二
千
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
同
窓
会
の
財
政
安

定
に
大
き
な
力
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

大
変
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
12
期
に
お
き
ま
し
て
も
、
300
名
を
超

え
る
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
（
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
方
の
ご
芳
名
は
34
ペ
ー
ジ
）。

　

前
述
の
よ
う
に
、
本
同
窓
会
は
、
維
持

会
費
収
入
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
的

に
は
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

寄
付
金
収
入
は
、
そ
れ
を
補
う
と
い
う

点
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

第
９
期
は
、
５……,
９
３
２
千
円
、
第
10

期
５……,
７
７
４
千
円
、
第
11
期
３……,
８
３
４

千
円
（
10
か
月
予
算
）
第
12
期
４……,
２
９

９
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
来
、
経
常
的
経
費
は
、
経
常
的
な
収

入
で
賄
う
の
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
段
階
で
は
そ

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

将
来
的
に
は
、
維
持
会
費
収
入
等
の
増
大

を
は
か
っ
て
、
寄
付
金
は
特
定
目
的
の
た

め
に
使
う
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、

当
面
は
従
来
通
り
寄
付
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。
同
窓
会
と
し
ま
し
て
も
、
昨
今

の
厳
し
い
状
況
は
承
知
し
て
お
り
ま
し
て
、

大
変
心
苦
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
何

卒
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
褒
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
た
会
員
を

　

ご
存
知
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
□

　

毎
年
か
な
り
の
会
員
が
、
褒
賞
な
ど
受

賞
さ
れ
ま
す
。
会
報
の
紙
面
で
お
祝
い
を

申
し
上
げ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
同
窓
会

で
は
、
な
か
な
か
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
情
報
を
ご
存
知
の
方
は
是

非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

□
同
窓
会
行
事
報
告
と
予
定
□

２
０
１
６
年

　

８
月
17
日
（
水
）
第
85
回
理
事
会

　

８
月
30
日
（
火
）
会
計
監
査

　

９
月
21
日
（
水
）
第
86
回
理
事
会

　

９
月
27
日
（
火
）
平
成
28
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

成
績
優
秀
者
表
彰
式

　

10
月
13
日
（
木
）
寄
付
講
義

　
　
（
２
０
１
７
年
１
月
19
日
（
木
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

12
回
講
義
）

　

10
月
15
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）

　
　

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
31
回
青
鳩
祭
）

　

10
月
15
日
（
土
）

　
　

第
13
回
評
議
員
会
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

　

11
月
３
日（
木
・
文
化
の
日
）～
５
日（
土
）

　
　

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
12
回
み
や
こ
祭
）
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11
月
５
日
（
土
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　
　
（
大
学
と
の
共
催
）南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

同
窓
会
第
13
回
総
会
・
交
流
会

　
　

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

　

11
月
16
日
（
水
）
第
87
回
理
事
会

２
０
１
７
年

　

１
月
18
日
（
水
）
第
88
回
理
事
会

　

３
月
15
日
（
水
）
第
89
回
理
事
会

　

３
月
下
旬　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
賞
授

与
式
（
従
前
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動

賞
と
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト

賞
を
統
合
後
初
め
て
の
授
与
式
）

　

５
月
17
日
（
水
）
第
90
回
理
事
会

　

７
月
19
日
（
水
）
第
91
回
理
事
会

　

７
月
下
旬　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞
の

授
与
（
第
５
回
）

□
同
窓
会
の
学
生
へ
の
支
援
□

⑴　

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
８
回
）

　
　

２
０
１
６
年
３
月
22
日
（
火
）

　
　

４
団
体
・
個
人
に
対
し
て
授
与

⑵　

課
外
活
動
へ
の
支
援

　

・
大
学
祭
実
行
委
員
会
等
（
60
万
円
）

　
　

第
30
回
青
鳩
祭（
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
　

２
０
１
５
年
10
月
17
日
～
18
日

　
　

第
11
回
み
や
こ
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
　

２
０
１
５
年
11
月
１
日
～
３
日

　

・
体
育
会
本
部
（
110
万
円
）

　
　

対
大
阪
府
立
大
学
総
合
競
技
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
64
回
）

　
　

２
０
１
６
年
７
月
１
日
～
３
日

　
　

大
阪
府
立
大
学
で
開
催

首
都
大
学
東
京
14
勝
18
敗
で
４
連
勝

な
ら
ず
（
通
算
26
勝
34
敗
３
引
き
分

け
１
中
止
）

⑶　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞

　
　

４
団
体
に
助
成
金
を
交
付（
50
万
円
）

　
　

２
０
１
６
年
８
月
３
日
（
水
）

⑷　

大
学
と
の
共
催

　

・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
賞

　
　

２
０
１
６
年
３
月
22
日
（
火
）

３
団
体
・
１
個
人
に
対
し
て
９
万
円

を
副
賞
と
し
て
贈
呈

　

・
就
職
活
動
へ
の
支
援

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
就
職
活
動
相
談
と
し
て

２
名
の
同
窓
生
を
派
遣

　
　

同
窓
生
就
職
先
名
簿
の
閲
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
窓
会
事
務
局
）

□
大
学
行
事
予
定
□

入
試
関
係

　

セ
ン
タ
ー
試
験

　

２
０
１
７
年
１
月
14
日（
土
）～
15
日（
日
）

　

前
期
入
試

　

２
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

　

後
期
入
試

　

３
月
12
日
（
日
）

卒
業
式
（
平
成
28
年
度
学
位
授
与
式
）

　

２
０
１
７
年
３
月
20
日
（
月
）

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

入
学
式
（
平
成
29
年
度
）

　

２
０
１
７
年
４
月
７
日
（
金
）

　

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
65
回
対
大
阪
府
立
大
学
総
合
競
技
大
会

　

２
０
１
７
年
７
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）

　

今
年
度
評
議
員
会
、

　
　

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

　

例
年
、
同
窓
会
の
評
議
員
会
は
四
ツ
谷

駅
前
の
麹
町
ス
ク
ワ
ー
ル
で
開
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
10
月
15
日
、
青
鳩
祭

（
健
康
福
祉
学
部
の
文
化
祭
）
開
催
中
の

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
の
評
議
員
会
に
先
立
っ

て
、
評
議
員
の
た
め
特
別
に
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ
、
見
学
希
望
の
約
50

人
が
荒
キ
ャ
ン
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
、
実

習
室
を
中
心
に
学
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

卒
業
後
の
実
践
に
備
え
て
、
実
物
の
機
器

類
が
置
か
れ
た
実
習
室
で
は
人
体
模
型
な

ど
を
使
っ
た
各
種
測
定
や
介
護
入
浴
な
ど

の
実
際
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会

は
１
時
間
で
終
了
し
、
別
棟
の
食
堂
で
懇

親
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

青鳩祭、イベントステージの一コマ

　

今
年
度
同
窓
会
総
会
、

　

南
大
沢
の
み
や
こ
祭
で
開
催

　

２
０
１
６
年
11
月
５
日
午
後
、
大
学
の

文
化
祭（
み
や
こ
祭
）で
に
ぎ
わ
う
南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
で
同
窓
会
総
会
開
催
。
黒
石

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
同
窓
会
活
動

報
告
と
先
に
評
議
員
会
で
承
認
を
得
た
12

期
決
算
と
13
期
予
算
案
の
報
告
が
あ
り
、

閉
会
後
、
参
加
者
は
ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
で
の
懇
親
会
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

　

会
期
中
好
天
に
恵
ま
れ
た
み
や
こ
祭
は

連
日
大
賑
わ
い
で
、
３
日
間
で
約
４
万
６

千
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
や
研

究
室
の
展
示
・
模
擬
店
は
大
盛
況
で
し
た
。

　

南
大
沢
駅
に
続
く
南
門
に
近
い
１
号
館

108
教
室
で
は
野
波
健
蔵
千
葉
大
名
誉
教
授

（
本
学
大
学
院
卒
）
に
よ
る
同
窓
会
主
催

の
講
演
「
ド
ロ
ー
ン
の
衝
撃
と
近
未
来
」

も
行
わ
れ
、
近
年
話
題
を
集
め
る
ド
ロ
ー

ン
の
話
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
聴
衆
が
先
生

の
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

競技チアリーディングチーム
“WILD BOARS”の模範演技
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第
１２
回
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
評
議
員
会  

議
事
録
抜
粋

　

本
文
中
（
資
料
参
照
）
と
あ
る
の
は
、
当
日

配
布
さ
れ
た
資
料
参
照
の
意
味
で
す
。

日　

時　

２
０
１
５（
平
成
27
）年
10
月
８
日（
木
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～
19
時
35
分

場　

所　

四
谷　

ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

出
席
者　

会　

長
１
名　

副
会
長
２
名

　
　
　
　

評
議
員
73
名　

委
任
状
49
名

　
　
　
　

合　

計
140
名

　
　
　
　

定
足
数
72
名

　
　
　
　

事
務
局
２
名

一
、
開
会

仮
議
長　

野
原　

剛
理
事
（
都
理
・
化
学
４
期
）

に
よ
り
開
会
が
告
げ
ら
れ
た
。

二
、
議
長
選
出

大
塚
昶
乃
助
副
会
長（
総
務
委
員
長　

都
法
経
・

法
学
６
期
）
が
議
長
に
選
ば
れ
、
定
足
数
を
確

認
後
、森　

忠
保
理
事
（
企
画
委
員
長　

都
理
・

物
理
14
期
）
が
書
記
に
指
名
さ
れ
た
。

三
、
第
11
期
活
動
報
告

黒
石　

輯
会
長
（
都
法
経
・
経
済
14
期
）
が
挨

拶
並
び
に
第
11
期
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

　
　
「
挨
拶
の
概
要
」

　

不
慣
れ
な
会
長
職
の
２
年
間
、
評
議
員
各
位

の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
す
る
。
川
渕
三
郎
理
事
長
、

上
野　

淳
学
長
と
の
紐
帯
関
係
の
強
化
に
努
め
て

き
た
。
校
名
や
学
部
名
の
変
更
要
請
に
理
解
を
得

つ
つ
あ
る
。

　

ワ
ン
ゲ
ル
Ｏ
Ｂ
会
や
絵
画
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
に

参
加
し
、
同
窓
の
皆
さ
ん
が
、
生
き
生
き
と
さ
れ

て
い
る
姿
に
感
銘
し
た
。

　

こ
う
い
う
活
動
が
、
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

　

同
窓
会
の
行
事
に
は
、
首
都
大
学
東
京
の
母
体

の
４
大
学
の
卒
業
生
が
、
分
け
隔
て
な
く
多
数
参

加
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
配
布
資
料
に
基
づ
き
活
動
報
告
が
行

わ
れ
た
。

四
、議
題
第
１
号
議
案　

第
11
期
決
算
報
告
（
案
）

　

吉
田
俊
雄
財
務
委
員
長
（
都
理
・
数
学
19
期
）

よ
り
説
明
さ
れ
た
。

概
要

　

今
期
は
10
か
月
決
算
で
変
則
的
で
あ
っ
た
。

　

特
別
会
計
を
設
け
て
繰
り
入
れ
を
行
い
、
一
般

会
計
の
収
入
・
支
出
が
同
額
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

　

特
別
会
計
の
寄
付
を
ど
の
よ
う
に
増
や
す
か
が

今
後
の
努
力
目
標
で
あ
る
。

　

同
窓
会
へ
の
入
会
率
は
６
割
前
後
で
あ
る
。

次
に
、八
雲
ク
ラ
ブ
の
特
別
会
計
が
説
明
さ
れ
た
。

　

財
産
目
録
は
配
布
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

次
年
度
繰
越
金
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

第
11
期
会
計
監
査
報
告

　

加
藤
充
子
監
事
（
都
法
経
・
経
済
９
期
）
よ
り
、

監
査
を
８
月
26
日
に
八
雲
ク
ラ
ブ
で
行
い
、
資
料

の
と
お
り
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

　

以
上
、
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
大
塚
議
長
が
質

疑
を
求
め
た
。

　

質
問
も
な
か
っ
た
の
で
直
ち
に
採
決
に
移
り
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案　

第
12
期
予
算
（
案
）

　

引
き
続
き
吉
田
財
務
委
員
長
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

　

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
計
画
を
立
て
た
。

　

前
期
を
踏
襲
し
て
組
ん
だ
。
た
だ
し
次
期
は
大

阪
府
立
大
学
戦
が
大
阪
で
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の

分
増
額
を
し
て
あ
る
。

　

引
き
続
き
事
業
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
３
日
に
行
わ
れ
る
大
学
祭
に
併

せ
て
、
大
学
と
同
窓
会
の
協
賛
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
計
画
し
て
い
る
。

　

卒
業
生
名
簿
の
入
手
に
努
め
た
い
。

　

維
持
会
費
の
増
額
を
目
指
し
た
い
。

　

引
き
続
き
、
黒
川　

信
副
会
長
（
都
理
・
院
生

物
28
期
）
よ
り
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
つ
い
て

の
補
足
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

91
年
館
で
企
画
展
が
開
か
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
を
し
て
い
る
の
で
、
奮
っ
て
参
加
し

て
ほ
し
い
。

　

大
塚
議
長
か
ら
、
平
成
28
年
１
月
の
新
年
会
は

行
わ
な
い
。
11
月
３
日
に
総
会
を
行
な
う
旨
の
補

足
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

以
上
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
大
塚
議
長
が
質
疑

を
求
め
た
。

質
問　

吉
原　

信
男
氏
（
都
理
・
化
学
11
期
）
よ

り
、
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
が
、
そ
の
主
旨
は
と
の
質
問
が
あ
っ
た
。

解
答　

吉
田
財
務
委
員
長
よ
り
、
一
般
会
計
の
収

支
は
ゼ
ロ
で
運
営
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
。

不
足
分
に
つ
い
て
は
、
寄
付
の
受
け
入
れ
を
管
理

す
る
特
別
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
で
、
不
足

分
を
明
確
に
し
た
い
。

　

大
塚
議
長
よ
り
追
加
説
明
が
あ
っ
た
。

赤
字
を
つ
く
ら
な
い
、
先
輩
の
浄
財
を
減
ら
さ
な

い
、
等
の
理
由
で
特
別
会
計
が
つ
く
ら
れ
た
。

　

特
別
会
計
の
寄
付
を
収
入
と
し
て
、学
生
支
援
、

活
動
資
金
に
し
た
。

質
問　

中
村　

直
英
氏
（
都
法
学
・
法
律
25
期
）

よ
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
周
知
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
自
分
の
仲
間
５
人
の
全
員
が
知
ら
な

い
。
ど
こ
ま
で
連
絡
し
た
の
か
。

解
答　

黒
川
副
会
長
よ
り
、「
第
１
回
な
の
で
周

知
が
不
十
分
だ
っ
た
。
今
年
の
４
月
に
開
催
が
決

ま
っ
た
の
で
、
周
知
期
間
が
短
か
っ
た
。
来
年
か

ら
は
早
く
か
ら
準
備
を
開
始
し
た
い
。
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
は
ど
こ
の
大
学
で
も
開
催
さ
れ
て
い

る
。
会
報
に
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
た
。

　

大
塚
議
長
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
旨
、
説
明
が
あ
っ
た
。

質
問　

橋
田　

祥
子
氏
（
都
工
・
院
建
築
48
期
）

よ
り
、
八
雲
サ
ロ
ン
を
南
大
沢
に
作
っ
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

解
答　

黒
石
会
長
よ
り
、
同
窓
会
館
を
つ
く
っ
て

く
れ
と
の
意
見
も
あ
る
。
南
大
沢
は
遠
い
う
え
に

大
学
に
家
賃
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
む

つ
か
し
い
。

　

末
光
正
忠
イ
ベ
ン
ト
委
員
長
（
都
人
文
・
心
理

20
期
）
よ
り
、「
八
雲
ク
ラ
ブ
は
同
窓
会
館
の
代

わ
り
に
取
得
し
た
と
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
は
、
会
場
か
ら
の
質
問
が
終
了
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
、
採
決
に
移
り
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　

理
事
・
幹
事
の
改
選

　

大
塚
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
理
事
の
定
足
数
に

つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　

都
立
大
、
青
鳩
会
は
投
票
が
行
わ
れ
た
。
科
技

大
は
投
票
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
選
挙
の
結
果
は

別
紙
配
布
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。
都
立
大
学
は

上
位
12
名
、
青
鳩
会
は
上
位
２
名
、
科
技
大
は
無

投
票
で
２
名
、
首
都
大
学
東
京
は
１
名
が
当
選
し

た
。
残
り
の
定
足
数
に
つ
い
て
は
配
布
資
料
の
と

お
り
推
薦
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
大
塚
議
長
よ
り
「
別
室
で
新
理
事
に

よ
る
会
長
等
の
選
出
の
た
め
、暫
時
休
憩
に
入
る
」

と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

新
理
事
は
臨
時
理
事
会
開
催
の
た
め
別
室
に
移
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動
し
た
。

　

理
事
が
評
議
員
会
会
場
に
戻
り
、
評
議
員
会
が

再
開
さ
れ
た
。

　

臨
時
理
事
会
の
結
果
を
澤
井　

泰
理
事
（
都
法

経
・
法
学
12
期
）
が
報
告
し
た
。

　

会
長
に
は
、
黒
石　

輯
氏
（
都
法
経
・
経
済
14

期
）
が
再
任
さ
れ
た
。

　

会
長
よ
り
就
任
の
挨
拶
お
よ
び
次
の
４
名
の
副

会
長
が
報
告
さ
れ
た
。

　

黒
川　
　

信
氏
（
都
理
学
・
院
生
物
28
期
）

　

林　
　

正
弘
氏
（
都
法
経
・
経
済
14
期
）

　

西
形　

勝
宏
氏
（
医
技
短
・
放
射
線
１
期
）

　

榎
本　

昌
史
氏
（
科
技
大
・
機
械
７
期
）

　

引
き
続
き
監
事
の
推
薦
が
行
わ
れ
、
村
山　

祥

彦
氏
（
都
人
文
・
経
済
５
期
）
よ
り
、
現
在
の
監

事
で
あ
る
次
の
３
氏
の
留
任
が
提
案
さ
れ
た
。

第
１２
回
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
総
会  

議
事
録
抜
粋

　

加
藤　

充
子
氏
（
都
法
経
・
経
済
９
期
）

　

君
和
田
洋
之
氏
（
科
技
大
・
電
子
６
期
）

　

古
川　

順
光
氏
（
医
技
短
・
理
学
３
期
）

こ
こ
で
３
氏
の
就
任
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

加
藤
監
事
か
ら
自
席
で
就
任
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

第
４
号
議
案

　

事
務
局
か
ら
、
つ
ぎ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

茂
木　

俊
彦
元
総
長
が
９
月
15
日
に
亡
く
な
っ

た
。
11
月
29
日
（
日
）
に
、
全
国
町
村
会
館
で
お

別
れ
会
が
行
わ
れ
る
予
定
。

五
、
閉
会

　

19
時
35
分　

大
塚
議
長
が
評
議
員
会
の
閉
会
を

告
げ
、
引
き
続
き
別
室
に
て
な
ご
や
か
に
懇
親
会

を
行
っ
た
。

　
（
文
中
（
資
料
参
照
）
と
あ
る
の
は
、
当
日
配
布

さ
れ
た
資
料
を
参
照
の
意
味
）

日　

時　

２
０
１
５
年
11
月
３
日
（
火
）

会　

場　

首
都
大
学
東
京
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　

国
際
交
流
会
館　

大
会
議
室

出
席
者　

会　

長　

副
会
長
３
名

　
　
　
　

理　

事　

評
議
員　

正
会
員　

計
120
名

　
　
　
　

事
務
局
２
名

一
、
開
会

関
根
紀
夫
理
事
（
医
技
短
１
期
）
が
開
会
を

宣
言
し
た
。
黒
石　

輯
会
長
が
議
長
席
に
着

き
、規
定
に
よ
り
黒
石
会
長
が
議
長
と
な
り
、

河
口……

修
理
事
（
都
20
期
・
院
電
気
）
を
書

記
に
指
名
し
た
。

二
、
会
長
挨
拶
・
活
動
報
告

規
約
に
よ
り
黒
石　

輯
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
会
長
が
議
長
と
な
り
前
回
総
会

か
ら
の
10
か
月
間
の
同
窓
会
の
活
動
が
報
告

さ
れ
た
（
資
料
参
照
）。

　

・
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

総
会
が
１
月
の
繁
忙
期
に
開
催
さ
れ
る
の
を
避

け
る
た
め
、
２
か
月
総
会
を
前
倒
し
、
大
学
祭
に

あ
わ
せ
て
次
期
総
会
を
11
月
３
日
に
開
催
す
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
、
前
回
総
会
か
ら
の
１
年
間
の
同
窓
会
の

活
動
が
報
告
さ
れ
た
（
資
料
参
照
）。

　

質
疑
は
次
の
議
題
の
後
で
ま
と
め
て
行
う
こ
と

と
し
た
。

三
、
評
議
員
会
報
告
（
資
料
参
照
）

　

大
塚
昶
之
助
評
議
員
会
議
長
（
都
６
期
・
法
）

が
次
の
評
議
員
会
報
告
１
～
３
項
を
説
明
さ
れ
た
。

⑴　

第
11
期
（
平
成
26
年
10
月
１
日
～
平
成
27

年
７
月
31
日
）
決
算
に
つ
い
て

　

第
11
期
は
、
規
約
改
正
に
よ
り
10
か
月
の

会
計
期
間
で
あ
っ
た
。

⑵　

第
12
期
（
平
成
27
年
８
月
１
日
～
平
成
28

年
７
月
31
日
）
予
算
に
つ
い
て

⑶　

理
事
・
幹
事
の
選
任
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
黒
石
議
長
が
質
疑
を
求
め
た
。
特
に
質

問
は
な
く
、
拍
手
多
数
に
よ
り
評
議
員
会
報
告
は

承
認
さ
れ
た
。

四
、
閉
会

　

黒
石
会
長
が
閉
会
を
宣
言
し
た
。

　

続
い
て
、
ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
で
交
流
会
が

和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

　

楽
し
み
な
同
窓
会
報

御
厨　
　

貴

み
く
り
や　

た
か
し

（
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
）

　

い
つ
も
会
報
を
お
送
り
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
時
折
「
都
立
大
で
先
生

の
講
義
を
う
け
ま
し
た
」
と
い
う
卒
業
生

に
会
い
ま
す
。
若
き
日
の
拙
い
講
義
を
思

い
出
し
て
赤
面
し
ま
す
が
、
な
つ
か
し
い

思
い
に
触
れ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

お
礼
ま
で
。

　

訂
正
と
お
詫
び

　

同
窓
会
報
第
11
号
で
、
楠
川
元
総
長
の
逝
去
月

日
を
２
０
１
５
年
７
月
１
日
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
１
５
年
６
月
30
日
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

氏　名 所　　　　　　属

伊藤　　眞　都市教養学部人文・社会系　社会学コース

前澤　伸行　都市教養学部人文・社会系　国際文化コース

渡部　桃子　都市教養学部人文・社会系　国際文化コース

梅田　雅信　都市教養学部経営学系　　　経営学コース・経済学コース

岡田　正巳　都市教養学部理工学系　　　数理科学コース

氏　名 所　　　　　　属

奥村　次徳　都市教養学部理工学系　　　電気電子工学コース

山崎　晴雄　都市環境学部　　　　　　　地理環境コース

芳村　　學　都市環境学部　　　　　　　建築都市コース

今中　國泰　大学教育センター　　　　　

2016 年４月１日付　首都大学東京名誉教授称号授与者
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寄付金受領のお礼

収支改善委員会のご報告とお願い

維持寄付へのご賛同有難うございました。
財務委員会委員長　吉田　俊雄（都 19・数学）

　新しい寄付制度よる「維持寄付」については、皆様の
ご協力により、終身会費の納入後 10 年以上経過された
方々約 8,000 名のうち、制度創設以来、約 2,000 名を超
える皆様から、約 2,000 万円近いご寄付を頂きました。
　同窓会の収支の改善に、大きな力となっております。
　大変ありがたく、感謝申し上げます。今後とも、なに
とぞ、多くの皆様方のご協力をお願いいたします。
　特に、現役学生に対する支援は、同窓会としても、積
極的に行うことを目的にしておりますので、目的寄付に
つきましては、より一層のご協力をお願いいたします。

　第 12期（2015. ８. １〜 2016. ７.31）の実績は、下記の
とおりです。
　（参考）
Ⅰ　維持寄付
　１. 終身会員で 10 年以上の方… 363 名……　247 万円
　２. その他の方… 130 名…約……81 万円
Ⅱ　目的寄付… 61 名…約 102 万円
　　　　　　　　　　　　（人数は、延べ人数です）
Ⅲ　名簿
１．維持寄付名簿（終身会員で、納入後 10 年以上経過
された方々です。）

　２．目的寄付名簿
　３．維持寄付名簿（上記以外の方々です。）

　氏　　名   卒期 学科
桑野　　英彦… 1… 経済
初見　　　清… 1… 経済
水沼　　　守… 1… 物理
山口　　重雄… 1… 物理
渡部　　　力… 1… 物理
東郷　　　普… 1… 電気
長島　孝二郎… 2… 経済
見城　　一敏… 2… 化学
森田　　健一… 2… 化学
若林　　京子… 2… 化学
中村　　正雄… 2… 工化
君島　　久子… 2… 中文
都留　　信夫… 3… 英文
井坂　　省三… 3… 経済
丸木　　眞二… 3… 経済
千谷　　毬子… 3… 化学
市川　比良久… 3… 生物
足立　　　亘… 3… 機械
小澤　　保治… 3… 機械
笹川　　和郎… 3… 建築
吉岡　　正章… 3… 工化
上田　　英一… 4… 経済
望月　　敏郎… 4… 経済
佐野　　　功… 4… 化学
藤田　　淑子… 4… 生物
澤田　　彰久… 4… 電気
仁科　　光雄… 4… 電気
鈴木　　　功… 4… 建築
加藤　　精二… 4… 工化
池亀　　幸民… 5… 法学
石田　　周亮… 5… 法学
後藤　　英明… 5… 法学
出山　　桂吉… 5… 英文
鈴木　　　將… 5… 物理
久家　　貞純… 6… 法学
小髙　　成雄… 6… 法学
桐生　　与市… 6… 経済
横井　　陽一… 6… 経済
平野　　博子… 6… 数学
小椋　　　一… 6… 化学
新楽　　大輔… 7… 英文
澤井　　　泰… 7… 法学
竹田　　隆俊… 7… 物理
赤沼　　包雄… 7… 化学
武居　　文彦… 7… 化学
蒔田　　　實… 7… 化学

池内　　　弘… 7… 電気
大矢　　享二… 7… 電気
曽根原　隆士… 7… 工化
宮﨑　　正道… 7… 工化
近藤　　　裕… 8… 中文
岡崎　　栄夫… 8… 経済
蒲田　　哲也… 8… 経済
大川　　時夫… 8… 物理
山田　　二郎… 8… 化学
井澤　　浩一… 8… 機械
栗山　　　登… 8… 機械
中川　　昭彦… 8… 工化
光藤　　康子… 9… 社会
金子　　総朗… 9… 経済
近藤　　泰幹… 9… 経済
山口　　　武… 9… 経済
堂本　　一成… 9… 物理
小倉　　幸弘… 9… 化学
𠮷田　　基子… 9… 化学
山崎　　博子… 9… 生物
杉本　　　健… 9… 電気
中村　　文広… 9… 電気
井町　　弘光… 9… 土木
大庭　　克世… 9… 土木
小熊　喜美泰… 9… 建築
菅野　　則子…10…日東
木村　　章義…10…経済
高野　　東彦…10…経済
程原　　保雄…10…経済
鈴木　　幸子…10…化学
沖野　外輝夫…10…生物
水野　　武則…10…電気
村井　　　潔…10…電気
川田　　典秀…10…工化
小島　　辰治…10…工化
浜井　　　誠…11…社会
吹田　　秀規…11…国文
赤津　　千鐘…11…経済
田代　　　瑛…11…経済
吉本　　幸一…11…経済
吉原　　信男…11…化学
河合　　靖雄…11…機械
川名　　昭雄…11…機械
横手　　久典…11…機械
宇川　　公明…11…電気
長田　　貴雄…11…電気
森　　佐美雄…11…電気

中村　　宣男…11…建築
海谷　　　篤…11…工化
小島　　龍昭…11…工化
西山　　好雄…11…工化
須磨　　一彦…12…独文
木村　　清一…12…法学
黒田　　　亘…12…法学
金田　　房江…12…化学
若原　　　治…12…電気
井上　　　通…12…土木
池田　　信二…12…工化
進　　　祥夫…12…工化
松園　　典子…13…人類
榊原　　良雄…13…法学
福田　　圭助…13…法学
松沢　　力男…13…法学
喜多村　允彦…13…経済
小林　　慶夫…13…物理
横井　　朝子…13…生物
小原　　健一…13…機械
小林　　　温…13…機械
原嶋　　和雄…13…機械
村上　　治義…13…機械
石井　　孝男…13…土木
徳留　　淳朔…13…土木
豊島　　英樹…13…土木
志波　　直男…13…建築
高橋　昭三郎…13…建築
平岡　　賢三…13…工化
森田　　紘子…14…社会
中西　　洋子…14…史学
川辺　　　昇…14…法学
黒石　　　輯…14…経済
谷崎　　護久…14…数学
大日方　聰夫…14…物理
岡本　　正己…14…物理
近藤　　信吾…14…物理
佐藤　元太郎…14…機械
中島　　知行…14…機械
髙瀬　　実彦…14…電気
松尾　　　誠…14…電気
中嶋　　靖夫…14…土木
渡辺　　康明…14…建築
宮川　　安正…14…工化
萩原　　路子…15…心理
森　　　妙子…15…心理
倉持　　　清…15…経済

髙橋　　拓夫…15…経済
松浦　　知彦…15…経済
猪俣　　芳栄…15…化学
藤井　　利宣…15…化学
小林　　　弘…15…機械
丸山　　敏雄…15…機械
岩田　　一昭…15…土木
萬匠　東亜男…15…土木
小野田　忠雄…15…工化
杉野　　高子…16…中文
浜本　　欣也…16…法律
大田　　正彬…16…経済
岡本　　博夫…16…化学
倉橋　　昌司…16…化学
今井　　信一…16…機械
横川　　昭夫…16…機械
岡野　　重範…16…土木
小川　雄二郎…16…土木
高木　　　攻…16…土木
相沢　まち子…17…英文
岸　　　信子…17…法律
柳原　　　護…17…法律
山崎　喜代子…17…生物
川島　　正平…17…機械
梶　　　義晃…17…電気
岡本　　寛昭…17…土木
田中　　　武…17…土木
加藤　喜代子…18…社会
浅岡　　純朗…18…国文
倉部　　信一…18…法律
皆川　　勇夫…18…法律
岡田　　正実…18…数学
下田　　掌久…18…数学
佐々木　　稔…18…物理
浅尾　　　宏…18…機械
服部　　憲一…18…電気
三上　　恭男…18…電気
田川　　昌宏…18…土木
次田　　　章…18…工化
神田　　守隆…19…法律
原　　　辰治…19…法律
山本　　幹男…19…法律
金子　　英二…19…政治
髙間　　賢治…19…経済
正路　　政美…19…機械
小口　　哲司…19…電気
長嶋　　　康…19…土木

相澤　　園子…20…英文
小川　千代子…20…独文
吉田　　文夫…20…経済
和田　　　恵…20…経済
寒河江　啓壹…20…建築
村松　　紀明…20…建築
細田　　　純…20…工化
成瀬　　　薫…21…法律
清水　　信行…21…経済
細田　　　隆…21…数学
大原　　秀一…21…電気
池田　　繁敏…21…土木
柴沼　　　充…21…土木
福神　　三平…21…建築
石井　　威史…21…工化
岡本　　和夫…22…経済
片平　　秀夫…22…経済
伊藤　　　勉…22…物理
八木　　　茂…22…化学
筧　　　光夫…22…生物
辻村　　　学…22…機械
栗山　　孝一…22…土木
朝比奈　　斌…22…建築
内山　美津子…23…法律
福良　みどり…23…経済
小山　　善生…23…化学
藤塚　　　靖…23…機械
星名　　健二…23…電気
佐藤　　仁宣…23…建築
渡辺　　正巳…23…建築
村山　　　晃…24…政治
戸田　あきら…24…経済
檜山　　雄一…24…経済
安　　　益濬…24…物理
伊藤　　隆介…24…物理
藤田　　清幸…24…物理
加藤　　　直…24…化学
津波古　繁夫…24…機械
茂木　　　泰…24…建築
山本　那智子…24…建築
阿南　　えり…25…英文
高橋　　清孝…25…経済
吉山　　勝行…25…数学
上原　　貴史…25…物理
栗原　　幸夫…25…化学
坂本　　光司…25…土木
渡辺　　謙二…25…建築

終身会費を納入後 10 年を経過した会員へお願いした「維持寄付」　　2016 年 7 月 31 日現在
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小檜山　國子…26…国文
加藤　　　裕…26…法律
成山　　修一…26…法律
南澤　　由治…26…法律
小宮　　謙治…26…経済
荒川　　秀貴…26…物理
室橋　　　真…26…地理
利光　　　章…26…電気
古里　　　実…26…建築
石岡　　治道…26…工化
仲嶋　　久義…27…心理
林　　　裕子…27…史学
小檜山　耕二…27…国文
稲見　　敏政…27…英文
石橋　　敏弘…27…独文
大竹　　悦子…27…法律
福田　恵美子…27…法律
明橋　　敦子…27…経済
島田　　公男…27…数学
堀川　　　寛…27…数学
岩崎　　　眞…27…機械
山本　　　卓…27…電気
福富　　　眞…27…土木
湯本　慎一郎…27…土木
林　　　敬久…28…史学

小島　やす子…28…法律
手嶋　　和俊…28…法律
山口　　成一…28…法律
𠮷村　　　薫…28…法律
黒江　　尚志…28…経済
向井　　裕史…28…経済
若井　　隆男…28…経済
金井　　　芳…28…数学
長坂　　　准…28…地理
大竹　　　亮…28…建築
渡辺　　敏行…28…建築
染木　　規之…28…工化
大江　　　学…29…化学
斎藤　　　弘…29…機械
大谷　　　孝…29…電気
吉田　　　豊…29…工化
福田　　英敏…30…英文
米丸　　健一…30…英文
萩原　　伸昭…30…法律
佐々木　美加…30…数学
川崎　　光洋…30…土木
髙田　　　保…30…土木
河野　龍太郎…31…心理
三澤　　昌孝…31…史学
吉野　　弘子…31…史学

歌川　さとみ…31…法律
佐藤　　洋子…31…政治
鳥居　　隆史…31…生物
柴田　　　隆…31…機械
髙橋　　正敏…31…電気
神作　　秀雄…31…土木
大塩　　　稔…31…工化
吉田　　里水…32…経済
柳　　せつ子…32…数学
矢野　　桂司…32…地理
金子　　高己…32…電気
富田　　　諭…33…史学
金山　　亮太…33…英文
直井　富士春…33…物理
山内　　大輔…33…生物
高橋　　　暁…33…建築
岩崎　　真人…34…法律
大屋　　　進…34…法律
櫻井　邦都司…34…法律
有木　　光子…34…経済
横井　　清之…34…経済
安藤　　賢治…34…機械
佐藤　　秀樹…34…工化
長谷川　圭子…35…心理
大野　　克己…35…経済

中台　　佳徳…35…物理
高橋　　賢一…36…教育
根岸　　史子…36…史学
赤松　　麗子…36…英文
野元　　道子…37…経済
松岡　　邦枝…37…化学
山井　　愛樹…37…地理
大塩　　　真…37…機械
小野　　裕之…37…土木
笹山　　　博…37…土木
宮田　　俊明…37…土木
新井　　一喜…38…工化
猪俣　　聖人…39…法律
大和　　芳徳…39…政治
菊地　　　修…39…政治
丹野　　直子…39…数学
宮岡　　明子…39…化学
高橋　　雅之…40…法律
本田　　　誠…40…物理
女部田　裕一…40…機械
長嶋　慎一郎…41…法律
池田　　敬二…42…社会
清水　　幸司…42…法律
児玉　　貴子…44…心理
近藤　みぎわ…44…法律

陸川　　浩司…44…電気
田村　　糸子…45…地理
佐藤　由佳子…45…生物
山田　　明生…45…土木
宮川　　導子…46…法律
泉　　　和宏…46…経済
菅田　　美和…46…経済
宮﨑　　　洋…47…法律
河野　　　潤…47…物理
南　　誠志郎…48…機械
永島　　祐輔…48…材化
鈴木　　慶一…49…経済
染川　　恵子…49…工化
安藤　　彰信…50…教育
佐竹　　秀夫…50…経済
本城　　信宏…50…経済
津田　　清元…51…物理
榎本　　忠保…51…精機
梅垣　いづみ…55…物理
工藤　　智司…科1…機械
岡崎　　直人…科6…機械
鶴﨑　　順子…医1…看護
斉藤　　智代…医2…助産
若林　　保明…医12…作業

２. 学生支援を目的とする「目的寄付」　＊大学名無しは旧都立大学、医は旧医療技術短大、科は旧科学技術大学、首は首都大学東京の略

３. 目的を定めない一般的な「維持寄付」　＊大学名無しは旧都立大学、医は旧医療技術短大、科は旧科学技術大学、首は首都大学東京の略

　氏　　名   卒期 学科
古賀　　信行… 1… 工化
若林　　京子… 2… 化学
吉岡　　正章… 3… 工化
戸澤　満智子… 5… 化学
榎本　　　稔… 6… 工化
澤井　　　泰… 7… 法学
光藤　　康子… 9… 社会
高橋　　清治… 9… 法学
木村　由紀子…11…英文

小松　　芳雄…11…経済
戸田　　正之…11…電気
田崎　　篁史…12…化学
小野田　　博…13…機械
髙野　　六雄…13…機械
川辺　　　昇…14…法学
黒石　　　輯…14…経済
山内　　一芳…15…英文
藤井　　利宣…15…化学
松浦　　知彦…15…経済

吉田　　　晃…15…物理
岩丸　　了弘…15…土木
浜本　　欣也…16…法律
堀　　那華雄…17…化学
山崎　喜代子…17…生物
内山　美津子…23…法律
福良　みどり…23…経済
小山　　善生…23…化学
吉田　　喜一…23…機械
室橋　　　真…26…地理

小島　やす子…28…法律
土屋　　德寿…30…土木
川上　　朝子…31…史学
藤森　眞理子…35…生物
中村　　純子…35…英文
福島　　能彰…35…機械
根岸　　史子…36…史学
平山　　英敏…39…中文
大和　　和代…39…法律
菊地　可納子…39…法律

菊地　　　修…39…政治
本田　　　誠…40…物理
鈴木　　伸輔…43…心理
菅田　　美和…46…経済
後藤　　篤史…46…工化
武藤　　瑞枝…56…法律
小松　　祐輔…科19…航空
袁　　　　瓊…首2015…建築

　氏　　名   卒期 学科
銭谷　　　徹… 1… 機械
長谷部　和夫… 1… 土木
廣瀬　　太郎… 2… 経済
米満　　　澄… 2… 物理
大瀬　　忠夫… 2… 電気
那須　　貞美… 3… 史学
岡本　　芳己… 3… 機械
中島　　　泰… 3… 工化
大池　　秀夫… 4… 経済
神足　　勝丈… 4… 機械
深野　　愛蔵… 4… 建築
雨宮　　敏明… 5… 経済
戸澤　満智子… 5… 化学
神山　　　洋… 5… 土木
辻本　　弘明… 6… 経済
中杉　　録郎… 6… 機械
牧田　　信行… 7… 法学
武居　　文彦… 7… 化学
榎本　　一雄… 7… 電気
蒲田　　哲也… 8… 経済
遠藤　　慶三… 8… 物理
石井　　暢夫… 8… 機械
遠藤　　良治… 8… 機械
江守　　善昭… 9… 法学

高橋　　清治… 9… 法学
小山　　　清… 9… 機械
青木　　義典… 9… 土木
新井　　　清… 9… 工化
髙野　　健一…10…経済
関　　　義信…10…経済
越石　喜代三…10…物理
西尾　　正嗣…10…工化
髙橋　　義哉…11…法学
浅野　　繁夫…11…経済
増渕　　久一…11…経済
牧野　　誠一…11…英文
諏訪　　淳嗣…11…機械
大関　　　誠…11…電気
戸田　　正之…11…電気
山岸　　　巌…11…建築
松見　　豊和…12…経済
平沢　　廣光…12…物理
山下　　保則…13…社会
石橋　　康男…13…数学
太田　　邦弘…13…物理
中内　　紀彦…13…物理
石坂　　　直…13…機械
髙野　　六雄…13…機械
村上　　治義…13…機械

時𠮷　　　寛…13…土木
三條　洋次郎…13…建築
黒石　　　輯…14…経済
下田　雄一郎…14…経済
田口　　　裕…14…経済
林　　　正弘…14…経済
加島　　　聰…14…土木
森脇　　靖子…14…生物
木下　喜久保…14…機械
吉田　　　晃…15…物理
白銀　征太郎…15…機械
鳴島　　敦雄…16…政治
讃井　　唯允…16…経済
浜田　　敏男…16…電気
佐々木　　稔…17…経済
山崎　喜代子…17…生物
喜入　　　博…17…地理
佐野　　順治…17…建築
鈴木　　一𠮷…18…経済
新保　　利雄…18…機械
建松　　和雄…18…建築
庄子　　友康…20…政治
田上　　俊久…20…機械
才川　　忠男…20…土木
笹川　耕太郎…21…地理

里吉　健治郎…22…機械
末岡　　眞純…22…土木
平　　　幹雄…22…工化
林　　　忠行…23…法律
吉田　　喜一…23…機械
荻原　　信吾…24…仏文
渡辺　　俊夫…24…機械
齋藤　　　誠…24…電気
原　　　敏彦…24…土木
久保　　　勉…25…数学
渡辺　　謙二…25…建築
池田　　　茂…26…法律
小林　　桂一…26…機械
豊田　　文明…27…独文
北原　　孝育…27…物理
長谷川佳代子…27…物理
小島　　瑞代…27…生物
若井　　隆男…28…経済
森田　　真一…29…物理
南　　　恒生…29…土木
植村　　　仁…30…法律
辺見　　京一…30…経済
土屋　　德寿…30…土木
宮本　　義仁…30…建築
橋本　　公一…30…工化

大森　　　保…32…法律
江原　　茂美…32…経済
高石　　勝己…33…機械
尾上　　志保…34…法律
中村　　純子…35…英文
福島　　能彰…35…機械
下濵　　優治…35…土木
平山　　　浩…37…機械
平山　　英敏…39…中文
大和　　和代…39…法律
池田　　哲郎…40…社会
鈴木　　純也…42…土木
後藤　　篤史…46…工化
岩谷　　純子…47…建築
藤澤　　康博…51…建築
野口　　賢一…54…政治
竹内　佐希子…54…経済
武藤　　瑞枝…56…法律
桑野　嘉市郎…56…工化
浦　　　　誠…科1…管理
太田　裕美子…保4…看護
和田　　京子…首2007… 国際文化コース歴史・考古学分野
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訃　　　報
　ご逝去された名誉教授の方々及び事務局にお知らせのあった同窓の方々を謹んでご報告申し上げ、
心からの哀悼の意を表します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2016年８月31日現在）

氏　　  名 所　　　  属 逝去年月日 氏　　  名 所　　　  属 逝去年月日

慶　谷　壽　信 名　誉　教　授
（都立大人文学部） 2016. 05. 27

大　村　晴　雄 名　誉　教　授
（都立大人文学部） 2016. 04. 07

佐　川　雅　彦 名　誉　教　授
（都立大工学部） 2016. 01. 22

天　野　耕　二 都22・ 理 ・化学 2015. 12. 11
松木谷　信　男 都05・人文・経済 2016. 04. 01
早乙女　　　忠 都01・人文・英文 2016. 04. 13
堀　江　忠　司 都09・法経・法学 2016. 04. 09
堀　江　朝　子 都31・ 法 ・法律 2016. 04. 15
伊　達　英　雄 都09・法経・法学 2016. 05. 11
小　森　清　司 都03・ 工 ・建築 2016. 02. 15
岸　川　　　脩 都08・法経・法学 2016. 03. 15
堀　口　　　清 都21・ 法 ・法律 2015. 12. 14
山　本　　　隆 都15・ 理 ・物理 不明
飛　田　忠　諄 都13・法経・経済 2011. 04. 08
李　　　炳　潤 都02・人文・経済 2015. 12. 20
本　松　雅　長 都02・ 工 ・建築 2015 .03. 08
安　井　靖　忠 都06・法経・経済 2015. 12. 17
小野寺　　　敬 都06・ 工 ・電気 2015. 12. 07
立　花　祐　一 都20・ 工 ・建築 2014. 07. 20
石　橋　章　夫 都33・ 法 ・法律 2006.
国　広　俊　文 都05・人文・経済 2015. 01. 12
小　林　郁　夫 都06・人文・心理 2016. 01. 11
榎　本　雅　敏 都06・ 理 ・生物 2014. 05. 20
堀　江　正　恭 都06・ 工 ・電気 2014. 06. 05
荒　木　　　匡 都07・ 理 ・化学 2015. 02. 08
上　田　耕　一 都10・ 工 ・機械 2015. 08. 24
新　谷　　　勝 都11・法経・経済 2016. 03. 31
青　木　統　夫 都12・院理・数学 2016. 02. 20
山　内　　　聡 都13・ 工 ・電気 2015. 04. 16
川　口　摩利夫 都20・ 理 ・物理 2015. 10. 04
足　立　　　亘 都03・ 工 ・機械 2016. 02. 09
村　武　　　慶 都10・人文・社会 2016. 03. 01
栗　田　直三郎 都13・ 工 ・電気 2015. 11. 24
安　澤　秀　樹 都39・ 経 ・経済 2010. 10. 19

下　元　敦　司 都45・ 工 ・電情 2016. 04. 
伊　藤　精　計 都01・人文・経済 2016. 05. 05
明　石　勝　巨 都15・ 法 ・法律 2016. 02. 15
須　賀　貴　久 都23・ 法 ・法律 2016. 04. 28
建　部　正　憲 都45・ 理 ・化学 2015. 09. 30
渡　邊　　　靖 都02・ 理 ・物理 2016. 05. 21
服　部　　　健 都02・ 工 ・機械 2016. 02. 29
平　野　博　子 都06・ 理 ・数学 2015. 09. 25
小　山　芳　雄 都20・ 工 ・建築 2010. 07. 02
稲　葉　定　司 都01・人文・法学 2016. 03. 10
川　畑　　　諒 首・SD・航空宇宙システム工学コース 2014. 05. 03
田　邊　芳　雄 都02・ 理 ・化学 2016. 03.
内　山　皓　司 都08・ 工 ・工化 2016. 04. 14
小　嶋　和　夫 都07・法経・経済 2015. 07. 19
関　口　敏　郎 都07・ 工 ・建築 2015. 12.
川　崎　嘉　元 都14・人文・社会 2015. 11. 24
深　野　松　三 都04・ 理 ・物理 2016. 03. 10
古　田　幸　男 都01・人文・仏文 2014. 04. 08
榛　葉　忠　弘 都02・人文・法学 2015. 07. 26
村　武　精　一 都05・院社・人類 2016. 04. 08
福　田　真　実 都33・院人・心理 2008. 05. 11
増　田　廣　實 都06・院人・日東 2016. 06. 05
水　野　武　則 都10・ 工 ・電気 2016. 06. 14
水　嶋　栄　二 都02・人文・経済 2015. 09. 
青　木　正　樹 都13・院人・仏文 2016. 02. 17
清　水　敬　三 都09・法経・法学 2011.
山　下　　　智 都37・ 理 ・化学 2016. 06. 29
忠　内　利　一 都02・人文・法学 2016. 01. 25
永　井　　　永 都08・法経・法学 2009. 06.
中　馬　清　福 都08・人文・中文 2014. 11.
山　﨑　建　次 都08・ 理 ・生物 2013. 04. 03
甲　斐　　　昭 都08・ 工 ・工化 2016. 05. 12
森　岡　恒　夫 都02・ 工 ・建築 2016. 05. 26
牧　原　憲　夫 都15・人文・史学 2016. 07. 20
藤　井　　　満 都05・ 工 ・工化 2015. 08. 06
加　藤　芳　雄 都08・ 工 ・工化 2015. 03. 04
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　　　八雲三六会（都９期・理・化同期会）

　1961（昭和 36）年に学窓を出たとき 41 人だった同
期生は、卒業後 50 数年を経た現在、８人が鬼籍に入
り 33 人となった。全員が息災とはいえないまでも、
それなりに自立した生活を送ることができ、毎年の同
期会で絆を確かめあえるのは幸せだ。
　すでに年金生活者となったいま「ふところに合わせ
た会合を」と考え、渋谷の同窓会施設（八雲クラブ）
での会合となった。下世話な話で恐縮だが、レストラ
ンやホテルでの開催に比して、半額以下、場合によっ
ては４分の１程度の会費で開くことができるのも「自
前の集会室」を持つ強みだ。さしもの猛暑も過ぎた９
月 29 日正午、同級生は三々五々集合し、10 人の顔が
そろった。
　渋谷の街は「シブ谷」の字名が示す通り江戸時代か
らの谷あいの集落地がそのまま繁華街に発展した関係
で、狭くて急な路地が入り組み、八雲クラブになじみ
のない人たちにはわかりにくい。それでも待つほどの
間もなく、全員が顔を合わせ例会は始まった。
　同級生というのは異なもので、顔にしわが増え、髪
の毛も白くなったり、少なくなったりしていても、話
しているうちに脳裏にはあの若き日の悪友の面影が再
現されるから不思議だ。
　「10 人の会合にしてはやや少ないか？」と心配しな
がら用意した昼食や飲料、つまみ類だったが、60 年
前の大食ぶりはどこかに姿をひそめ、適度に売り切れ
となった。
　つるべ落としの秋の陽が西に傾くころ、来年の再会
を約して家路についた。
　　　　　　　　　　　　　　　　（根谷崎武彦　記）

八雲三六会（2016.09.29・渋谷八雲クラブ）

　　　ご存じですか、江戸小彼岸桜？

　毎年、４月上旬になると、国際交流会館の前庭には
さわやかなピンク色の花がつく、エドコヒガンサクラ
が咲いています。牧野富太郎博士の命名による貴重な
サクラです。同窓生のみなさんにぜひ知っていただき
たいと考えて冒頭に記しました。
　理学部化学科の 3,4,5 期の同窓生が大学移転にあわ
せて記念事業をと考え、ささやかな植樹を行いました。
　総長が化学の佐野博敏先生であったこともあり、
無理をお願いして記念の銘板に一筆書いていただきま
した。
　説明はこのくらいにして、3,4,5 期の化学科のみな
さん来春には、サクラの木の下で元気な姿をみせても
らえませんか。3,5 期の幹事は承知しておられますが、
いつものことながら、総合幹事は４期の野原が担当し
ます。いずれ年が明けたら何らかの方法でご案内した
いと思っています。
　ご不明の点は、野原宅の電話（Fax も可）にお願い
します。ここには記しませんが、みなさんご存じだと
思います。
　花がついていませんが、最近のサクラの木の写真を
掲載します。化学科の同窓生みなさんの元気な顔を見
せていただき、懐かしい先輩・後輩との対話を楽しん
でください。　　　　　　　　　　　（野原　剛　記）
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　　　第四回　都立大学・学生交流会の集いを開催

　２年毎に開催される学生交流会OB会が、今年は『学
生交流会の集い』と名称を変えて、去る６月 25 日（土）
の午後　八雲クラブにて行われました。約 40 年前に
解散している学生交流会は新入の会員がなく、現在　
約100名の会員数です。会員の高齢化もあり、また種々
の理由で参加者の数が減り、20 名の出席となりまし
た。…女性の参加者が“ゼロ”であったのが残念でし
たが、皆　意気軒高で、大いに盛り上がった催しとな
りました。
　鈴木隆夫会長（都９期、理・生物）の挨拶や乾杯な
どに続き、自由懇談に移り、お互いの近況などを語り
合い、会は進行しました。
　後半はテーブルを全員がお互いの顔が見えるように
ロの字形に変えて、体験談交流の場となりました。
　先ずは会長から、昨年の首都大学東京の大学祭「み
やこ祭」を訪れた時に感じたという“我々の世代と今
の若い世代の大学祭に対する向き合い方の違い”や若
い世代に伝えたい思いを近々本に纏めて出版するとい

　　　硬式庭球部の恒例「OLD・OB・OG 会」の開催

　毎年恒例のOLD・OB・OG…会を７月 23日（土）に
開催する事が出来、なんと 24 回を数えることになり
ました。これもひとえにOB・OGと現役の方々のお
陰と感謝しております。曇天の一日、例年と違い、午後
２時半を過ぎてもコートでテニスを楽しんでいました。
　３時過ぎに学生食堂で懇親会が始まりました。冷た
いビールとつまみにそこ・ここで話の輪が広がりまし

った話がありました。その後、長谷川幹事（都 18 期、
法経・法）の巧みな司会で、多くの人から“今　どん
な活動をしているのか。どんな事に生き甲斐を見つけ
ているのか。どんな事を考えているのか。”などにつ
いて話が出て、昔の学生時代に戻ったような、話し合
いの場となりました。
　和気あいあいと会は進行し、終了予定時間の４時半
を超えて５時過ぎまで話が盛り上がりましたが、２年
後の再会を約して閉会となりました。

（文責　都 16 期、工学・工化　田中　信廣）

た。侃々諤々の様は突如数 10 年前の若き時代に戻っ
てました。
　今年は新会長に中里幸康氏、新会計に堀越俊明氏の
人事がありました。新幹事の下、40 数年振りにOB・
OG会費をお願いする事になりました。年が明け次第
準備にかかります。是非ご寄付をお願いします。

幹事長（留任）嘉向　嘉伸（都 18 期・経済）
e-mail;kamuki.1203@softbank.ne.jp

090・9681・4479
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　この７月は有志で大阪へ遠征して、府大戦でOB戦
を戦いましたが府大と当方で人数が合いませんので勝
敗は度外視です。現役時代のイメージに身体がついて
行かないことを互いに嘆きながら、親睦を深めました
（写真は、府大でのOB戦の様子です）。

1983 年卒業　大西多久二（八節会会長）

　　　八雲カフェバー
　　　　「行くところがある」「会う人がいる」

　毎月第４水曜日、午後６時から９時、アルコール付
きの自由なサロン「八雲カフェバー」を２月から始め
ました。「行くところがある」「会う人がいる」をコン
セプトに、第２水曜日の八雲サロンとは趣を変えて、
自由で楽しい歓談の場にしようと毎回工夫しながら開
催してきました。４回目となる今回（2016年５月25日）
は本場のカレーパーティをやろうということになり、
バングラデシュ出身の千代鳥（チョードリ）さんが大
活躍、特製カレーをみんなで味わいながら、カクテル
を楽しみ、ギターと歌で大いに盛り上がりました！
　千代鳥さんは同窓会理事（都立大 24 期　工業化学
卒）で八雲クラブの運営委員ですが、地球市民クラブ
というNPOの代表でもあります。そのNPOのお友

達４人がお手伝いに来てくださり、「とうがんと海老
のカレー」、「チキンと野菜のカレー」の２種類がふる
まわれました。千代鳥さんのつくるカレーの特徴は、
水を一切入れない、オリーブ油としょうがとニンニク
とトマトをたっぷり使う、そして秘伝？の特製カレー
パウダーだそうです。スパイシーでとってもおいしく、
皆さんに大好評、大なべに２つ作りましたが、短時間
で売り切れになってしまいました。ごちそうさま！！
　というわけで楽しい夜のひとときを過ごしました。
まだまだ、カフェバーは試行錯誤の段階ですが、これ
からも何かしら楽しいテーマやしかけを用意して、皆
さんにフラッと来ていただける場所にしていきたいと
思います。
　飛び入り歓迎、持ち込み歓迎、どんどん楽しいアイ
デアを出して参加してください。
　お待ちしています。

　　　八節会（体育会弓道部 OB 会）について

　八節会は首都大学東京＝東京都立大学体育会弓道部
のOB会で、昭和34年の卒業生を第１期としています。
　57 年間にわたり、会員は 450 名を超えていますが、
連絡がつくのは半数に満たず、所在確認が最大の課題
でしょう。（特に個人情報保護法が浸透して以来、卒
業生の情報が集め難くなりました。）
　現役部員は、充実した成績を残してくれています。
男女ともに東京都学生弓道連盟の２部リーグで健闘ま
た、今年度、国公立大会では男女で団体＆個人を制し
完全アベック優勝。全関東学生選手権大会では並み居
る強豪校の中で女子が団体３位に躍進し、部の歴史を
塗り替えてくれました。
　強豪私大のような有望選手のセレクションも無く、
国立大のように人数がいるわけでもない首都大学が、
それなりの成績を残せるのはなぜかと周囲から不思議
がられることもありますが、我々にもわかりません。
八節会もOBとして現役を支援していますので、好成
績の報告には、ただ嬉しい限りです。

TMU PLAZA
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首都大学東京同窓会  会計報告 財務委員長　吉田　俊雄

支　出　の　部
会 報 制 作 費 5,810
会 報 発 送 費 4,800
会員情報管理費 2,880
会　　議　　費 1,455
新年会等開催費 2,672
通　　信　　費 450
学 生 支 援 費 3,000
事　　務　　費 500
人　　件　　費 5,465
八雲クラブ運営費 864
八雲クラブ賃借料 2,280
イ ベ ン ト 費 400
組 織 強 化 費 600
雑　　　　　費 70
振込手数料等 800
事務所使用料 390
ＯＡ環境整備費 400
入 会 促 進 費 1,300
会費納入促進費 360
予　　備　　費 483
　小　　計 34,979
当年度過不足額（収入－支出） 0
次年度繰越金 49,681
　合　　計 84,660

収　入　の　部
前年度繰越金 49,681
入　　会　　金 21,000
維　持　会　費 7,005
新年会等参加費 1,858
預　金　利　子 16
雑　　収　　入 100
繰　　入　　金 5,000
　小　　計 34,979
（前年度繰越金を除く）

　合　　計 84,660

第13期予算（一般会計）
自 2016年８月１日　至 2017年７月31日

支　出　の　部
払込票制作等 600
データベース改定
一般会計への繰入金 5,000
　小　　計 5,600
当年度過不足額（収入－支出） －600
次年度繰越金 6,127
　合　　計 11,727

収　入　の　部
前年度繰越金 6,727
目　的　寄　付 900
維　持　寄　付 1,000
維持寄付（終身） 3,100
　小　　計 5,000

　合　　計 11,727

第13期予算（特別会計）
自 2016年８月１日　至 2017年７月31日

財 産 目 録
（2016年７月31日現在）

　資 産 の 部
１　現金・預金
　　①現　　　金　手許在高 86,205  
　　②普 通 預 金 106,316,343  
 （内　基本金　50,000,000） 
　　　　　　　　　みずほ銀行　南大沢支店 95,363,689  
　　　　　　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行　多摩センター支店 10,952,654  
　　③郵便振替口座 　  
　　　　　　　　　首都大学東京同窓会 4,920  
　　　小　　　　計 106,407,468  
２　造　　　　作　八雲クラブ借室改修費用 0  
３　投資有価証券　㈱都立大学同窓会サービス株式（1,750株）
 87,500,000  
　　　資 産 合 計 193,907,468  
　負 債 の 部
１　前 受 会 費（繰越終身会費） 23,304,000  
２　リース残高（積水リース株式会社） 238,548  
　　　負 債 合 計 23,542,548  
　　　差引正味財産 170,364,920  

八雲クラブ特別会計第12期収支決算報告書
自 2015年８月１日　至 2016年７月31日

支　出　の　部

（今年度支出）
印 刷 発 送 費 1,487,009
サロン運営費 356,709
講　師　謝　礼 120,000
人　　件　　費 336,000
交　　通　　費 82,064
通　　信　　費 63,600
清　　掃　　費 108,000
手数料支払など 77,220
雑　　　　　費 91,359
八雲クラブ委員会費 21,345
振 込 手 数 料 2,592
　小　計 （Ｃ） 2,745,898
今年度損益（Ｄ＝Ｂ－Ｃ） 127,088
次年度繰越金（Ｅ＝Ａ＋Ｄ） 3,709,247
　合計（Ｃ＋Ｅ） 6,455,145

収　入　の　部
前年度より繰越金（Ａ） 3,582,159
（今年度収入）
会員・会費収入 1,265,171
サロン参加費 285,500
ビジター利用料 457,730
雑収入（預金利子他） 585
一般会計助成金 864,000
　小　計 （Ｂ） 2,872,986

　合計（Ａ＋Ｂ） 6,455,145

　  次年度繰越内訳 三井住友銀行渋谷支店 3,412,545 
 神南郵便局振替口座 195,680 
 手元現金 101,022 
 　　　資産合計 3,709,247 
 未払金
 　　　負債合計 0 
 次年度繰越金 3,709,247 

　  会計監査の結果、上記の報告は適正であることを認めます。
2016年８月30日　　　　　　　　　　　　　

監事　　加藤　充子　○印
同　　君和田洋之　○印
同　　古川　順光　○印

（備考）繰越終身会費（10年で償却受入れ）
（注）
　　繰越金内訳
　　一般会計繰越金 49,680,824
　　特別会計繰越金 6,726,644
　　　　　　　　　小　計 56,407,468
　　基　　本　　金 50,000,000
　　　　　　　　　合　計 106,407,468

単位：千円

単位：円 単位：円

単位：千円

支　出　の　部
会 報 制 作 費 5,625,779
会 報 発 送 費 4,524,993
会員情報管理費 2,921,900
会　　議　　費 1,330,079
新年会等開催費 1,027,155
通　　信　　費 372,103
学 生 支 援 費 3,406,671
事　　務　　費 504,444
人　　件　　費 5,876,690
八雲クラブ運営費 864,000
八雲クラブ賃借料 2,280,000
イ ベ ン ト 費 311,442
組 織 強 化 費 461,970
雑　　　　　費 223,319
振込手数料等 827,311
事務所使用料 378,336
ＯＡ環境整備費 283,585
入 会 促 進 費 1,350,888
会費納入促進費 364,953
予　　備　　費 0
　小　　計 32,935,618
当年度過不足額（収入－支出） 0
次年度繰越金 49,680,824
　合　　計 82,616,442

収　入　の　部
前年度繰越金 49,680,824
入　　会　　金 21,200,000
維　持　会　費 6,723,000
新年会等参加費 650,000
預　金　利　子 16,430
雑　　収　　入 46,000
繰　　入　　金 4,300,188
　小　　計 32,935,618
（前年度繰越金を除く）

　合　　計 82,616,442

第12期決算（一般会計）
自 2015年８月１日　至 2016年７月31日

支　出　の　部
払込票制作等 513,573
データベース改定
一般会計への繰入金 4,300,188
　小　　計 4,813,761
当年度過不足額（収入－支出） －514,648
次年度繰越金 6,726,644
　合　　計 11,540,405

収　入　の　部
前年度繰越金 7,241,292
目　的　寄　付 1,017,693
維　持　寄　付 808,420
維持寄付（終身） 2,473,000
　小　　計 4,299,113

　合　　計 11,540,405

単位：円

第12期決算（特別会計）
自 2015年８月１日　至 2016年７月31日

単位：円
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貸 借 対 照 表
（2016年１月31日現在）

負　債　の　部
　　科　　目 金　額    

円

流　動　負　債 815,038
　未　　払　　金 9,638
　前　　受　　金 570,000
　預　　り　　金 
　未払法人税等 235,400
　負債の部合計 815,038

資　産　の　部
　　科　　目 金　額 　

円

流　動　資　産 31,868,352
　現金及び預金 31,868,352
固　定　資　産 57,191,288
・有形固定資産 57,118,488
　建　　　　　物 6,144,808
　土　　　　　地 50,973,680
・無形固定資産 72,800
　電 話 加 入 権 72,800

  資産の部合計 89,059,640

純 資 産 の 部
株　主　資　本 88,244,602
　（資　本　金） 87,500,000
　資　　本　　金 87,500,000
　（利益余剰金） 744,602
　繰越利益剰余金 744,602

負債及び純資産の部合計 89,059,640

販売費及び一般管理費
自 2015年２月１日　　至 2016年１月31日

損 益 計 算 書
自 2015年２月１日　　至 2016年１月31日

利益処分計算書
　

会計監査の結果、上記の報告は適正であることを認めます。
監査役　　吉田　俊雄
監査役　　松本　　傳

貸借対照表注記事項
原価償却累計額　    30,993,912円

　　科　　　目 金　　額

管　　　理　　　費 515,400 円
警　　　備　　　費 349,395
減　価　償　却　費 447,732
修　　　繕　　　費 23,760
事　務　用　品　費 0
消 　 耗 　 品 　 費 0
水　道　光　熱　費 185,984
旅　費　交　通　費 84,328
手　　　数　　　料 87,426
租 　 税 　 公 　 課 203,300
保　　　険　　　料 13,080
通　　　信　　　費 116,107
新　聞　図　書　費 

　　合　　　計 2,026,512

【当期未処分利益】 720,790

【次 期 繰 越 利 益】 744,602

　
上記の通りご報告申し上げます。
　　　

2016年３月16日
株式会社　都立大学同窓会サービス

代表取締役　石　橋　穠　治
取　締　役　末　光　正　忠
取　締　役　横　川　邦　明
取　締　役　杉　村　哲　雄
取　締　役　河　口　　　修

経　常　損　益　の　部
営　業　損　益　の　部

【純　売　上　高】
　　貸　室　収　入  
　　　売 上 総 利 益  2,280,000
【販売費及び一般管理費】  2,026,512
　　　営　業　利　益  253,488

営 業 外 損 益 の 部
【営 業 外 収 益】
　　受　取　利　息 7,179 　
　　雑　　収　　入  7,179
　　　経　常　利　益  260,667
　　　税引前当期純利益  260,667
　　　法　人　税　等  236,855
　　　当 期 純 利 益  23,812
　　　前期繰越利益  720,790
　　　当期未処分利益  744,602
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2017（平成29）年　首都大学東京同窓会
新年会・講演会

　首都大学東京同窓会は、２０１７年の新春を迎えるにあたり、下記の通り新年会および講演会を開催致します。今
回の講演会には、各界、各分野でご活躍の６万人を超える会員の中から、落語界で異才？偉才を発揮されている立川
寸志さん（本名：小田部信英　都立大３８期・人文学科史学専攻卒）にご登場をお願いいたしました。新春らしくお
めでたい落語「井戸の茶碗」の一席と、落語の面白さ・楽しさがより深まる入門講座をお楽しみ頂きます。引き続き
の新年会では、同期やゼミ、クラブやサークルなどの仲間との再会や、世代、分野を超えた新たな交流をお楽しみく
ださい。
　是非、皆様お誘い合わせのうえご参加ください。

　◆日　　時　　２０１７年１月２９日（日）　受付開始　１４時００分　　開会１４時３０分　　終了１８時
　◆会　　場　　明治記念館　東京都港区元赤坂２-２-２３　☎０３－３４０３－１１７１
　◆会　　費　　当日申込：１名　８,０００円（ご夫妻　１５,０００円）
　　　　　　　　事前申込：１名　７,５００円（ご夫妻　１４,０００円）
　　　　　　　　グループ事前申込：５名以上１名７,０００円
　　　　　　　　学部・大学院　卒業年次別事前申込（２００６年以降の卒業の方）
　　　　　　　　　卒後　５年以内（卒業年次２０１１年３月～２０１６年３月）１名５,０００円
　　　　　　　　　卒後　６年～１０年以内（卒業年次２００６年３月～２０１０年３月）１名５,５００円
　◆申込期限　　グループでの申し込みの方は、２０１６（平成２８）年１２月２０日までに団体参加者名簿をホー

ムページよりダウンロードして名簿を作成し、事務局宛お送りください。
　◆参加費納入期限　個人参加の方は同窓会報に同封された「新年会参加払込票」で、平成２９年１月２０日まで

「ゆうちょ銀行（郵便局）」に納入ください。
　　　　　　　　グループでの参加の場合は、団体参加者名簿により別途個別にお送りする「払込票」により、お願

いいたします。
　　　　　　　　　なお、事前申込の方の名札を用意いたします。納入された参加費は欠席の場合でも返金はご容赦

ください。※講演会のみの出席は無料です。
　◆プログラム
　　■１４時３０分～１５時４０分　「新春一席と講演《落語よもやま噺》」　出演　立川寸志

寸志さんのプロフィール：都立立川高校卒　１９９０年（平成２年）東京都立大人文学
部人文学科史学専攻（日本近世史・峯岸賢太郎ゼミ）卒業。株式会社福武書店（現ベネ
ッセコーポレーション）に入社。以降、出版社数社で２０年間出版編集業に携わる。
２０１１年８月一念発起して４４歳で立川談四楼に入門。前座修行を経て２０１５年３
月二ツ目に昇進。現在、寄席、落語会、自主公演などで活躍中。

　　■１６時～１８時　新年会　懇親・賀詞交換
　　　来賓として、法人理事長、学長、副学長、学部長ほかの皆様をお招きしております。
　◆会場へは
JR（中央線・総武線）信濃町駅下車（出口は１カ所）徒歩５分、地下鉄（銀座・半蔵門・大江戸各線）青山一
丁目駅２番出口徒歩８分、大江戸線国立競技場駅A１出口徒歩８分
※問合せ先：首都大学東京同窓会事務局・イベント委員会　☎ ０４２-６７０-７７０２　FAX ０４２-６７７-２８９４
E-メール：tmu-al@tmu.ac.jp   同窓会ホームページ：「首都大東京同窓会」で検索を


